
口

絵
圓
一
般
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故

巻
頭
言
圓
『
土
木
の
こ
こ
ろ
』
に
魅
せ
ら
れ
て

作
家

田
村

喜
子

特

集
/
道
路
地
下
利
用
の
現
状
と
展
望

道
路
の
地
下
利
用
に
つ
い
て
道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

3

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
推
進

道
路
局
道
路
環
境
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係
長

荻
原

直
彦

9

共
同
溝
の
整
備
道
路
局
国
道
課

協

地
下
空
間
の
有
効
活
用
を
安
全
、
安
心
な
も
の
に

関
東
地
方
建
設
局
東
京
国
道
ェ
事
事
務
所
管
理
第
一
課
長

中
川

誠

=

地
下
空
間
を
活
用
し
た
駐
車
場
整
備

道
路
局
道
路
環
境
課

“

大
深
度
地
下
利
用
の
検
討
に
つ
い
て
建
設
経
済
局
調
整
課

鎌
原

宜
文

簿

平
成
六
年
度
の
道
路
関
係
の
判
例
紹
介

(そ
の
一
)
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

笠

　
　　
　
　　　
　
　　
　　
　
　
　

現
場
に
お
け
る
道
路
管
理
の
一
端
北
陸
地
方
建
設
局
富
山
ェ
事
事
務
所
道
路
管
理
第
課

長

上
田

誠

叩

｢道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
(総
理
府
)
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課
46

ラ
リ
ー
ズ
ノ
あ
の
道

こ
の
道
一

｢筑
紫
の
国
｣
い
ま
む
か
し

福
岡
県
土
木
部
道
路
維
持
課

友
添

和
彦

50

表紙について :道路の附属物 (並木、 街灯、 里程標、 道路標識) をデザインしました,

圏
時
･
時
･
時
!

6

囮
平
成
七
年
度
既
刊
号
目
次

開

-
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

-
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

一
が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

…ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…時
の
も
の
で
す
。



な
ど
の
施
策
の
推
進
が
図
ら
れ
た
が
、
防
災
上
、
景
観
上

　 　 　　　 　　　

鏡 孵③猩②獅 ⑲こ - 鬮 もぎい の
こ 三 電 関 外 さ 占 特 上 安 て ー
と 期 線 係 径 れ 用 別 を 全 は 年 はは

じ
め
に

こ
の
一
年
ほ
ど
の
間
に
、
例
え
ば
、
電
線
類
の
地
中
化

①

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
道
路
の
景
観
の

向
上
を
図
る
た
め
、｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
｣
が
成
立
、
施
行
さ
れ
た
こ
と

②

占
用
料
に
つ
い
て
は
、
占
用
料
に
係
る
政
令
が
改

正
さ
れ
、
地
下
電
線
の
項
目
の
新
設
や
地
下
埋
設
管

の
外
径
区
分
の
細
分
化
等
が
行
わ
れ
た
こ
と

③

関
係
省
庁
、
関
係
事
業
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣
に
お
い
て
、

第
三
期
地
中
化
五
カ
年
計
画
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

簾
週
臟
地
下
剩
卿
の
騨
駅
焉
展
望

表 1 公益事業用施設の道路占用状況 (全国)
公 益 事 業 等 名 単位 総 数 内道路占用 率(% ) 備 考

電信電話事業 電柱

〃 管路

万本

千km

1,243

643

535

627

43.O

98.O

平成6年 3月現在

電 気 事 業 電柱

管路

万本

千km

l,890

36

700

36

37,O

100･0

平成 6年3月現在

ガ ス 事 業 " 192 173 90,1 平成 5年12月現在

水 道 事 業 " 477 477 100･0 平成6年3月現在

下 水 道 事 業 " 223 223 100･0 平成 6年3月現在

地 下 鉄 km 703 541 77･0 平成 7年4月現在

道
路
⑭
地
下
利
用
ら

建
設
省
道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

　
　
て

(注)1.水道事業は導水管を除いた値である。
2地下鉄は未開業延長を含んだ値である。

公益事業等名 単位
道 路 占 用 伸び率

(B)/ ㈹昭和56年 3月 @ 平成 6年 3月(B)

電信電話事業 電柱
〃 管路

万本
千km

615

488

535

627

0 ,87

1.28

電 気 事 業 電柱
〃 管路

万本
千km

483

18

700

36

l.45

2 .00

ガ ス 事 業 " 129 173 1.34

水 道 事 業 " 340 477 1,40

下 水 道 工 事 " 82 223 2 .72

地 下 鉄 km 384 541 l.41

(注) 1 , ｢昭和56年 3月｣ のうち、 地下鉄については昭和57年 4月現在。
2 . ｢平成 6年 3月｣ のうち、 ガス事業については平成 5年12月現在、
地下鉄については平成 7年 4月現在。

3 . 地下鉄は、 未開業延長を含めた値である。



物 件
延 長 (kの

全 体 1 km当たり

公益事業用管路 5
,
573

.
7 郊

内

訳

電 話 2
,
904

.
6 鯲

上 水 道 婉 第
下 水 道 蝋 翳
力" ス 練 銘
電 気

窮 螂
共 同 溝 蹴 館
地 下 鉄 鯛 饅
(注) 1 . 平成 6年度末現在。

2 . 各戸引込管路を含まない。
3 . 建設省道路局調べ。

東京都区部の直轄国道 (153.6km) 道
に収容されている公益物件等 路

表 2 東京都区部の直轄国道 (153.6km)
等
の
観
点
か
ら
、
ま
す
ま
す
そ
の
地
中
化
が
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
圏
。

ま
た
、
他
の
占
用
物
件
に
関
し
て
も
、
安
全
、
快
適
な

道
路
空
間
の
確
保
、
あ
る
い
は
規
制
緩
和
等
の
観
点
を
含

め
様
々
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
今
後
、
地
下
占
用
物
件
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
地
下
占
用
物
件
の
概
要
と
、
現
在
占
用
手

続
き
等
で
の
取
り
扱
い
の
見
直
し
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

い
く
つ
か
の
も
の
に
関
し
概
略
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

圏

下
水
道
の
暗
渠
部
分
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
設
置
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
等
を
内
容
と
す
る

｢下
水
道
整

備
緊
急
措
置
法
及
び
下
水
道
法
の
土
地
部
を
改
正
す
る

法
律
案
｣
が
、
今
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

一
一
地
下
占
用
物
件
の
概
要

道
路
の
地
下
空
間
は
、
電
気
･
通
信
･
ガ
ス
･
上
下
水

道
等
の
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
公
益
施
設
や

地
下
鉄
等
の
公
共
交
通
機
関
等
の
収
容
空
間
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
東
京
都
区
部
の

直
轄
国
道

(
一
五
三
･
六
蛔
)
に
収
容
さ
れ
て
い
る
公
益

事
業
用
管
路
の
延
長
は
五
、
五
七
三
･
七
如
に
達
し
、
道

路
断
面
で
平
均
三
六
･
三
本
の
管
路
が
埋
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
道
路
空
間
の
有
効
か
つ
適
正
な
利
用
と
い
う
観

点
か
ら
、
地
下
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
お
り
、
地
上
の
占
用
物
件
に
比
べ
地
下
の

占
用
物
件
の
伸
び
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

三

占
用
手
続
き
等
で
課
題
と
な
つ
て
い
る
も

の

1

熱
供
給
施
設

熱
供
給
施
設
と
は
、
一
定
地
域
の
建
物
群
に
一
カ
所
又

は
数
カ
所
の
熱
の
発
生
所
で
つ
く
っ
た
冷
水
、
蒸
気
、
温

室
な
ど
の
熱
煤
を
導
管

(配
管
)
を
通
し
て
供
給
し
、
冷

房
、
暖
房
、
給
湯
な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
係
る
も
の
を

い
い
、
熱
供
給
を
事
業
と
し
て
行
う
場
合
で
、
不
特
定
多

数
の
需
要
家

(建
物
)
に
対
し
熱
媒
を
供
給
し
、
設
備
の

加
熱
能
力
が
五
ギ
ガ
カ
ロ
リ
ー
/
時
以
上
の
も
の
は
、｢熱

供
給
事
業
法
｣
の
適
用
を
受
け
る

(
一
ギ
ガ
カ
ロ
リ
ー
=

百
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
)
。

我
が
国
の
熱
供
給
は
、
昭
和
四
五
年
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
日
本
万
国
博
覧
会
を
契
機
に
、
そ
の
後
千
里
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
お
い
て
熱
供
給
が
開
始
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
り
、

以
来
、
昭
和
六
〇
年
代
以
降
の
全
国
的
な
都
市
再
開
発
ブ
ー

ム
も
あ
っ
て
着
実
に
発
展
を
続
け
、
平
成
六
年
五
月
現
在

で
熱
供
給
事
業
の
許
可
を
受
け
た
も
の
は
、
一
一
五
地
点

と
な
い
っ
て
い
る
。

熱
供
給
の
導
入
当
初
は
、
過
密
化
し
た
都
市
の
大
気
汚

染
防
止
策
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
た
が
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
そ
れ
に
加
え
て
熱
供
給
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
近
年
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
等
の
地
球
環
境
問
題
対
策
や
魅
力
あ
る

都
市
景
観
と
快
適
な
都
市
環
境
を
提
供
す
る
基
盤
施
設
と

し
て
期
待
さ
れ
て
き
て
い
る
。

熱
供
給
の
様
々
な
効
果
が
認
知
さ
れ
、
各
種
の
社
会
･

経
済
計
画

(新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
大
綱
"
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
推
進
閣
僚
会
議

平
成
六
年
三
一月
、
環
境
政
策
大

綱
…
建
設
省

平
成
六
年
一
月
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事

業
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
…
自
治
省

平
成
五
年

二
月
等
)
に
お
い
て
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
熱
供
給
施
設
の
普
及
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
熱
供
給
事
業
法
で
は
、
①
役
務
等
の
提

供
義
務

(供
給
義
務
)
が
あ
る
こ
と
1
事
業
が
行
わ
れ
る

区
域
内
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
で
き
ず
、

役
務
等
の
提
供
を
無
差
別
に
行
う
こ
と
が
直
罰
を
も
っ
て

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
I
②
事
業
開
始

(休
止
)
が

許
可
制
で
あ
る
こ
と
③
料
金
が
認
可
制
で
あ
る
こ
と
等
の

法
規
制
が
置
か
れ
て
お
り
、
高
い
公
益
性
が
担
保
さ
れ
て

多 道行セ 96.3



(平成 6年 5月現在、 7I社 竹5地区)

e 実施中
囲 計画中

北海道 (=地区)
e札幌市都心 (S46.10)
e札幌市厚別 (S463 2)
@札幌市真駒内 (S46.l2)
の苫小牧市日新団地 (S47.2)
の北広島団地 (S47,10)
ゅ苫小牧中心街南 (S49.-2)
e札幌市光星 (S50.2)
@苫小牧市西部 (S5-,12)
e北海道花畔団地 (S53.4)
e釧路市春湖台 (S58.to)
e札幌駅北口再開発 (H-.4)

宮城県 “地区)
@仙台泉中央 (H4 7)

福島県 (1地区)
@いわき市小名浜 (S45,2)

栃木県 (1地区)
@宇都宮市中央 (H3,2)

群馬県 (l地区)
の高崎市中央 (H5.l2)

石川県 (1地区)
9片山津温泉街区 (S50.= )

福岡県 (6地区)
の福岡流通センター (S48,↑2)
の小倉駅周辺 (S51.7)
@渡辺通再開発 (S53,9)
@千代 (S63,4)
6北九州曲里･岸の浦 (H1.2)
@シーサイドももち (HS.4)

長崎県 (2地区)
9長崎八千代･室町 (H2.6)
の佐世保ハウステンボス(H4,4)

兵庫県 (4地区)
の芦屋浜高層住宅 (S54,3)
の神戸ハーバーランド (H2.5)
の六甲アイランドセンター (H3.の
e神戸リサーチパーク鹿の子台 (H6.10予定)

京都府 (1地区)
e京都御池 (H7,4予定)

大阪府 (懐地区)
“千里中央 (S45.2)
e泉北泉ヶ丘 (S46.6)
の泉北樽 (S49.8)
"大阪市森之宮 (S5亀6)
o弁天町 (H2.7)
ゅ大阪西梅田 (H3.4)
e大阪本庄東 (H4.-)
◎中之島六丁目西 (H4.= )
の関西国際空港島内(H6.4)
@大阪南港コスモスクエア (H6.4)
回りんくうタウン (H7.-予定)
回天満橋一丁目 (H8.i予定)

和歌山県 (1地区)
回和歌山マリーナシティ (H67予定)

図 1 熱供給事業地区

奈川県 (7地区)
のみなとみらい2l中央 (Ht 4)
のかながわサイエンスパーク (H無8)
の横浜ビジネスパーク (H2,l)
@横須賀汐入駅前 (H5.↑1)
囲港北ニュータウン･センター南 (H7,4)
朝厚木テレコムタウン (H7.6予定)
醇港北ニュータウン･センター北 (H8.4)

静岡県 (↑地区)
皿浜松アクトシティ (H6,↑0予定)

愛知県 (4地区)
e岡崎市本町廉生西 (S47.-0)
ゅ名古屋市巣四丁目 (Ht.= )
の名古屋市栄三丁目 (H2.6)
e小牧駅西 (H21 0)

茨城県 (2地区)
の筑波研究学園都市 (S58.8)
e日立駅前 (H1.l2)

千葉県 (8地区)
e成田ニュータウン (S47.= )
e海浜ニュータウン検見川 (S49.4)
e菖張菊窟ル心インターナショナル･ビジネス (H1,↑0)
の篁張醐階部心ハイテク･ビジネス (H2.4)
@千葉新町 (H5.4)
@千葉問屋町 (H5.10)
の千葉ニュータウン都心 (S5.1T)
目京成成田駅東口 (H9,4)

京都 (引地区)
の新宿新都心 (S46.4)
e丸の内ニ丁目 (S48.12)
e大手町 (S5-,4)
の東池袋 (S53.4)
e青山 (S53.1-)
e内幸町 (S55.2)
e赤坂 (S55.↑o)
e多摩センター (S57,4)
@東銀座 (S57.4)
e品川八潮団地 (S58.4)
e光が丘団地 (S58.4)
の芝浦 (S59.2)
a銀座 2 ･ 3丁目(S59.4)
の西新宿 (S59,9)
の丸の内一丁目 (S59.ll)
@西袋池 (S60.6)
の赤坂･六本木アークヒルズ (S6l,4)
e霞が関三丁目 (S 62.3)
"芝浦四丁目 (S62.6)
の銀座五･六丁目 (S62,8)
“日比谷 (S62J O)
●新川 (S63.4)
e神田駿河台 (S63.4)
@八重洲･日本橋 (H1 2)
ゅ箱崎 (H1."
ゅ西新宿一丁目 (Hl.7)
の紀尾井町 (Hl.12)
の有楽町 (H2," )
◎南大井六丁目 (H3.4)
a北青山二丁目 (H3.4)
e天王洲 (H3.7)
の竹芝 (H3,10)
e虎ノ門四丁目城山 (H31 2)
e銀座四丁目(H3,l2)
ゅ明石町 (H4,の
ゅ府中日鋼町 (H4.4)
e蒲田駅東口 (H4.4)
◎八王子南大沢 (H4 7)
e新宿歌舞伎町 (H5.5)
e用賀四丁目 (H5.↑0)
@赤坂五丁目 (H6.5)
回後楽一丁目 (H6,7予定)
囲八王子旭町 (H6,8予定)
囮恵比寿 (H6.9予定)
囲立川曙町 (H6.-0予定)
回西新宿6丁目西部 (H6,静予定)
間初台･淀橋 (H7.4予定)
圏虎ノ門二丁目 (H7.4予定)
囮新宿南口西 (H7J o予定)
疊東京臨海副都心 (H7.-0予定)
電国際フォーラム (H8.4予定)

95地区
20地区

｢活メ行わ OR Q



い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
熱
供
給
導
管
の
道
路
占
用
許

可
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
義
務
占
用
物
件
に
準
じ
て
取
り

扱
う
こ
と
が
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
熱
供
給
導
管
の
共
同
溝
の
使
用
の
可
否
に
つ
い

て
も
、
熱
供
給
導
管
の
市
場
規
模
等
に
関
す
る
調
査
の
結

果
を
受
け
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

2

C
A
T
V

C
A
T
V
の
平
成
四
年
度
末
の
加
入
者
は
、
八
三
四
万

世
帯

(普
及
率
二
四
･
三
%
)
で
あ
り
、
都
市
型
C
A
T

V
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
度
末
で
一
六
三
万
世
帯

(普

及
率
四

･
七
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

C
A
T
V
は
、
こ
こ
数
年
着
実
に
普
及
発
展
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
難
視
聴
地
帯
の
解
消
を
図

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
目
的
に
加
え
、
そ
の
双
方
向
機
能

を
活
用
し
、
水
道
検
針
サ
ー
ビ
ス
等
が
す
で
に
実
施
さ
れ

る
と
と
も
に
、
利
用
者
宅
か
ら
血
圧
･
心
拍
数
等
の
デ
ー

タ
を
医
療
機
関
へ
送
信
す
る
在
宅
医
療
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

実
験
等
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
は
、
①
役
務
等
の
提
供
義

務

(供
給
義
務
)
が
あ
る
こ
と
I
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る

区
域
内
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
で
き
ず
、

役
務
等
の
提
供
を
無
差
別
に
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
1
②
事
業
の
廃
止
が
届
出
制
で
あ
る
こ
と
③

料
金
が
認
可
制
等
で
あ
る
こ
と
等
の
法
規
制
が
置
か
れ
て

お
り
、
相
当
に
高
い
公
益
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
%

}
‘

設施

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
C
A
T
V
の
道
路
占
用
許
可

･
約契

に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
義
務
占
用
物
件
に
準
じ
て
取
り
扱

(表 3 ケーブルテレビ受信契約数及び施設数の推移

年 度 末
弼 59 鋤 61 62

受信契約数 施設数 受信契約数 施設数 受信契約数 施設数 受信契約数 施設数 受信契約数 施設数

小 規 模 施 設

飜鱒 “蹴 刎鱗 鰊贓 , 総届 出 施 設

饗猯錬蘂忽察鞠猟締鯖許 可 施 設

*
428 鰊

484

鯛
550

鰺
633

燃
709

合計(N H K契約数比･ %) 3
,
928

,
266 (12

.
8)

“獄纖燃年 度 末
“ 一元 リム QJ メ召せ

受信契約数 施設数 受信契約数 施設数 受信契約数 施設数 受信契約数 施設数 受信契約数 施設数

小 規 模 施 設

鰡蹴 筏熟 彌鴉 燃黎 鰊芻届 出 施 設

総幼郷郊鰯為蘂梯“鰔許 可 施 設

蹴
826

鱗
944

縦 蹴郷 脚絲 騨
合計(N H K契約数比･ %) 5,774,

868 (17
.
6)

鞠 @ 燃皺(郵政省資料による)

う
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
、
C

A
T
V
に
つ
い
て
は
、
架
空
占
用
が
主
で
地
下
利
用
が
少

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
電
線
共
同
溝
へ
の
入
溝
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
地
中
化
が
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
C
A
T
V
事
業
用
施
設
の
共
同
溝
の
使
用
の
可

否
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

3

地
下
街

我
が
国
の
地
下
街
は
、
平
成
四
年
末
で
、
全
国
で
七
八

箇
所
、
延
べ
面
積
で
約
九
〇
万
好
に
達
す
る
が
、
こ
の
う

ち
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
○
年
代
の
前
半
の

二
〇
年
間
に
六
〇
箇
所
、
八
○
万
禰
が
開
設
し
て
い
る
。

昭
和
四
七
年
の
千
日
前
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
火
災
を
契
機
と

し
て
、
昭
和
四
八
年
に
は
四
省
庁

(建
設
省
、
消
防
庁
、

警
察
庁
、
運
輸
省
)
通
達
に
よ
り
厳
に
抑
制
の
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
〇
年
代
に
入
っ
て
、
土
地
利
用

に
対
す
る
制
約
の
大
き
な
都
市
部
に
お
い
て
都
市
全
体
の

健
全
な
発
展
を
図
る
上
で
地
下
街
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
、
駅
前
広
場
等
及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
当
該
都
市
に
お

け
る
拠
点
的
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
地
域
の
市
街
地
と

し
て
の
連
続
性
を
確
保
し
て
都
市
機
能
の
更
新
を
図
る
必
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い
地
つ

3
方

平
(注) 1. 各地下街開設年別に累計した。後年増設分を含め、開設年で床面積を計上している。

2,建設省都市局調べによる。

図 2 地下街の床面積累計の変化

5045

計

る

　

　
　

要
が
あ
る
場
合
等
地
下
街
の
設
置
の
や
む
を
得
な
い
場
合

の
明
確
化
等
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
、
大
阪
市
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地

下
街

(平
成
二
年
)、京
都
市
御
池
地
下
街

(平
成
三
年
)、

大
阪
市
長
堀
地
下
街

(平
成
四
年
)、広
島
市
紙
屋
町
地
下

街

(道
路
管
理
者
施
行
部
分
に
つ
い
て
平
成
五
年
)
が
着

工
し
、
大
阪
市
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
下
街
に
つ
い
て
は
す
で

に
開
設
し
、
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
現
在
工
事
中
で
あ
る
。

地
下
街
に
つ
い
て
は
、｢地
下
街
の
新
設
等
に
当
た
っ
て

の
公
共
比
率
等
に
つ
い
て
、
地
下
街
の
公
共
利
用
の
実
態

等
を
調
査
の
上
、
安
全
性
の
確
保
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、

関
係
省
庁
で
検
討
す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
近
々
、
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

4

そ
の
他

(地
下
変
電
所
等
)

都
市
の
過
密
化
に
伴
い
土
地
の
高
度
利
用
･
一
体
利
用

が
要
請
さ
れ
る
中
で
、
周
辺
土
地
利
用
状
況
等
か
ら
、
民

地
の
取
得
が
極
め
て
困
難
な
場
合
に
は
、
地
下
変
電
所
の

よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
地
下
駐
車
場
と
一
体

的
に
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
で
て
く
る

場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、

･
将
来
の
道
路
地
下
空
間
利
用
計
画
と
の
整
合
性

･
工
法
上
の
技
術
的
取
扱
い

･
社
会
的
･
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

等
の
検
討
を
十
分
に
行
っ
た
上
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
電
線
類
地
中
化
区
間
の
路
上
変
圧
器
に
つ
い
て



　地　　
　

　
　

樟
g
.

も
、
そ
の
地
中
化
を
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る

(な
お
、
改
正
さ
れ
た
占
用
料
別
表
に
は
、

｢地
下
に
設
け
る
変
圧
器
｣
の
項
目
が
す
で
に
設
け
ら
れ

て
い
る
)。

四

お
わ
り
に

地
下
占
用
物
件
に
つ
い
て
は
、
以
上
述
べ
た
も
の
を
含

め
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効

率
的
な
地
下
道
路
空
間
の
利
用
が
要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
下
占
用
物
件
が
増
え
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
、
路
上

工
事
の
増
加
を
ま
ね
き
交
通
混
雑
の
増
大
等
を
引
き
起
こ

す
こ
と
か
ら
、
そ
の
問
題
解
決
に
つ
い
て
は
、
別
途
の
施

策
が
必
要
で
あ
る

(別
掲
国
道
課
論
文
参
照
)。な
お
、
地

下
占
用
物
件
の
適
正
な
管
理
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

財
団
法
人
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
り
、
占
用
物
件
に

関
す
る
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
利

用
し
て
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
路
の
上
空
に
設
け
る
施
設
、
路
上
に
設
け
る
施
設
の

地
中
化
は
、
本
来
、
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
道
路

の
本
来
的
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、
適
切
に
地
下
占
用
物
件

の
増
加
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

変電所内部

位置 ･公園及び道路下

規模 ･ 130kv/1okv、 180 M V A、 大きさ45m ×20m ×深さ13.5m (地下 3階)

特徴 ･変電所とは別物の地上建物に換気孔を配し、 合理的な合築を図っている。

写真 ロンドン ･レスタースクエア地下変電所

地下変電所上にある建物

変電所 マシン ･ハッチ



遭
離
地
下
剰
胴
の
騨
駅
と
騨
塾

情
報
ハ
イ
ウ
江
孑
の
整
備
推
進

建
設
省
道
路
局
道
路
環
境
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係
長

荻
原

直
彦

ク
計
画
等
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
第
三
期
電
線
類
地
中

当
該
計
画
に
基
づ
き
電
線
収
容
空
間
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

化
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
一
一
年
度
ま
で
の
五
年

ク
の
総
茸
勺
な

用
を
テ
う
と
と
も
ご
、
丁

青

一
背
景
･
目
的

高
度
情
報
化
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期
か
つ
効
率
的
に
整
備
す
る
た
め
に

は
、
民
間
主
導
の
も
と
で
官
民
の
連
携
の
と
れ
た
施
策
が

不
可
欠
で
あ
る
o

こ
の
た
め
、
電
線
共
同
溝
、
下
水
道
管
渠
、
河
川
空
間

等
の
連
携
に
よ
る
電
線
収
容
空
間
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
整
備

及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
一
月
一
六
日
に
関
係
省
庁
、
関
係
事

業
者
等
か
ら
な
る
電
線
類
地
中
化
検
討
推
進
会
議
に
お
い

て
第
三
期
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
電
線
収
容
空
間
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

間
に
約
二
、
0
0
0
如
の
地
中
化
を
目
標
に
電
線
共
同
溝

の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二

施
策
の
概
要

i

全
国
的
な
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の

推
進

①

都
市
、
地
域
、
国
土
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
を
推

進
す
る
た
め
、
電
線
共
同
溝
、
下
水
道
管
渠
、
河
川

空
間
等
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
、
電
線
収
容
空
間

と
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
す
る
。

②

高
度
情
報
化
に
関
し
て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

ク
の
総
合
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
情
報

等
の
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
活
用
を
図
る
た
め
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
地
域
の
情
報
化
推

進
の
た
め
の
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2

電
線
共
同
溝
の
整
備
の
推
進

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
及
び
景
観
の
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
三
期
電
線
類
地
中
化
五
箇
年

計
画

(平
成
七
年
度
-
平
成

=
年
度
)
(別
紙
参
照
)
に

基
づ
き
、
地
中
化
延
長
約
二
、
○
○
○
虹
を
目
標
と
し
て

電
線
共
同
溝
の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

高
度
情
報
化
社
会
の
早
期
実
現
に
資
す
る
と
と
も
に
、
地

震
等
に
対
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向

上
を
図
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
道
路
管
理
用
光
フ
ァ



イ
バ
ー
に
つ
い
て
も
整
備
を
推
進
す
る

(表
1
)
。

電
線
共
同
溝
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
連
す
る
民

間
事
業
者
の
投
資
を
誘
発
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
高
度

情
報
化
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
基
盤

を
活
用
し
た
新
産
業
の
創
出
等
が
期
待
で
き
る
。

な
お
、
電
線
共
同
溝
の
面
的
な
整
備
を
図
る
地
区
に
つ

い
て
は
*
ブ

ル
ー
ス
カ
イ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
重
点
的

な
整
備
を
実
施
す
る
。

電
線
共
同
溝
整
備
延
長

約
四
五
〇
如

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
整
備
延
長約

六
〇
〇
鹸

電
線
類
の
地
中
化

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

表

化

画

中
計

れ

付
類
終

線
遼

電

五

第 1 期 第 2 期 第 3 期

1986(昭61) ~ ~の坪蹴 ~の坪跳
地 中 化 延長 礬 礬 鮒

欄
0

目

a

(

整 備 目 標

2000年(平12) 靴鰔道接吻蹴讓の肺聯
成

斯
浣

2020年(平32) 人口lo万人以上の都市の主要な道路の地中化を完成

　　　
　

　　
　
　

ら
しい静も･

秒
ノビ

で
難語
き

な
“

表 (単位 :億円)

＼
籤
費巍 饑

費轟 倍 率

電線共同溝整備事業 900 773 馬

を
契
機
に
、
道
路
の
美
装
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の

整
備
等
を
面
的
に
行
い
、
沿
道
建
築
物
と
も
連
携
し
て
、

地
域
の
活
性
化
、
景
観
形
成
等
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3

移
動
体
通
信
の
支
援

ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
も
A
M

･
F
M
ラ
ジ
オ
及
び
道

路
管
理
用
無
線
の
利
用
を
可
能
に
す
る
た
め
、
再

放
送
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に

　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

話
等
移
動
電
話
の
ト
ン
ネ
ル
内
不
感
知
の
解
消
を
!

支
援
す
る
。

三

平
成
八
年
度
の
予
算
額

(表
2
)

四

施
策
の
イ
メ
ー
ジ

(図
1
)

電線共同溝の整備
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(別
紙
)

平
成
八
年
一
月
一
六
日

電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
会
報
告

1

経
緯
及
び
現
状

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
二
期
に
わ
た
る
電
線

類
地
中
化
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
の
支

援
、
地
域
住
民
等
の
協
力
の
下
に
電
線
管
理
者
の
多
大
な

投
資
努
力
及
び
道
路
管
理
者
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
当
初

の
計
画
を
前
倒
し
し
つ
つ
、
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
六
年
度
末
に
は
約
二
、

○
○
○
虹
の
地
中
化
を
達
成
す
る
に
到
っ
て
い
る
。

近
年
、
価
値
観
の
多
様
化
等
を
背
景
に
ゆ
と
り
と
豊
か

さ
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
、
都
市
災
害
の
防
止
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
信
頼
性
の
向
上
、
都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、

電
線
類
地
中
化
の
社
会
的
要
請
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
社
会
的
要
請
を
背
景
に
、
平
成
七

年
三
月
に
は

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
電
線
類
地
中
化
に
係
る
新
た
な
制

度
が
作
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

基
本
的
考
え
方

電
線
類
の
地
中
化
は
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確

保
、
都
市
災
害
の
防
止
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信

頼
性
の
向
上
、
都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
地
域

と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
社
会
資
本
整
備
の
一
環
と
し
て
、

関
係
者
間
の
密
接
な
協
力
の
下
に
、
平
成
七
年
度
以
降
、

よ
り
一
層
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
、
建
設
費
用
、
需
要
変
動
へ
の
即
応
性
、
事
故

テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
地
域

時
の
早
期
復
旧
等
の
面
で
留
意
す
べ
き
点
も
あ
る
こ
と
に

.
-
ュ
ー

ウ
、
粥

也
或

か
ん
が
み
、
電
気
事
業
、
電
気
通
信
事
業
等
の
健
全
な
発

展
と
の
調
和
を
図
る
も
の
と
す
る
。

3

地
中
化
地
域
の
範
囲
の
考
え
方

地
中
化
実
験
箇
所
は
、
そ
の
必
要
性
、
整
備
効
果
等
が

高
い
以
下
の
地
中
化
対
象
地
域
の
中
か
ら
選
定
す
る
。

①

需
要
密
度
及
び
需
要
の
安
定
性
、
施
工
の
難
易
性

並
び
に
景
観
保
持
の
重
要
性
か
ら
昭
和
六
〇
年
一
〇

月
の

｢キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員
会
報
告
｣
に
お

け
る
地
中
化
地
域
の
範
囲
に
相
当
す
る
地
域

②

都
市
の
再
開
発
等
に
合
わ
せ
て
総
合
的
な
都
市
造

り
の
一
環
と
し
て
先
行
的
に
地
中
化
を
行
う
、
上
記

①
の
地
域
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
地
域

③

上
記
①
又
は
②
に
該
当
し
な
い
地
域
で
あ
っ
て
、

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の
防

止
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
の
向
上
、

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
特
に
地
中
化
の
必

要
性
が
高
い
以
下
の
地
域

･
地
域
活
性
化
に
資
す
る
地
方
都
市
の
主
要
道
路
沿

道
地
域

･
比
較
的
大
規
模
な
商
業
業
務
地
域

･
地
域
住
民
等
多
数
の
人
が
集
ま
る
文
化
施
設
周
辺

地
域

･
主
要
官
公
庁
等
事
務
所
が
集
中
し
て
い
る
オ
フ
ィ

ス
街

･
主
要
な
駅
の
周
辺
等
街
の
玄
関
口
を
中
心
と
す
る

地
域

･
歩
行
者
等
の
通
行
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ

･
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
地
域

･
歴
史
的
風
土
保
存
･
形
成
地
区

･
都
市
計
画
法
に
お
け
る
風
致
地
区
、
美
観
地
区

･
国
際
観
光
施
設
周
辺
地
域

な
お
、
地
中
化
対
象
地
域
内
に
、
歩
道
整
備
等
の
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
、
災
害
時
の
避
難
道
路
等
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
道
路
等
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
具
体

的
な
地
中
化
実
施
箇
所
の
選
定
過
程
に
お
い
て
実
施
時
期

等
を
考
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

4

地
中
化
の
進
め
方

の

地
中
化
の
方
式

電
線
類
の
地
中
化
は
、
道
路
管
理
上
の
要
請
、
電
力
･

通
信
の
安
定
供
給
の
確
保
、
収
容
及
び
作
業
空
間
の
確
保

の
観
点
か
ら
の
施
工
の
難
易
性
、
支
障
物
件
の
状
況
、
経

済
性
等
を
総
合
的
に
評
価
し
、
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。

そ
の
際
、
関
係
者
が
協
力
し
、
道
路
管
理
上
の
観
点
か
ら

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
に
基

づ
き
*
電
線
共
同
溝
方
式
を
積
極
的
に
採
用
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
電
線
共
同
溝
方
式
以
外
の
方
式
に
は
、
地
方
自

治
体
が
管
路
設
備
を
整
備
す
る
方
式

(以
下

｢自
治
体
管

路
方
式
｣
と
い
う
。)、
電
線
管
理
者
が
単
独
で
実
施
す
る

方
式
(以
下
｢単
独
地
中
化
方
式
｣
と
い
う
。)が
あ
る
が
、

地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
の
機

能
及
び
需
要
密
度
等
地
域
の
実
態
に
即
し
、
関
係
者
が
協

力
し
て
、
電
線
共
同
溝
方
式
又
は
自
治
体
管
路
方
式
を
採

用
す
る
よ
う
努
め
る
。

*

電
線
共
同
溝
方
式
に
は
、
地
方
自
治
体
が
管
理
す
る

道行セ 96.3 “



道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
補
助
事
業
と
し
て

行
う
も
の
と
、
地
方
単
独
事
業
と
し
て
行
う
も
の
が
あ

　　
　道

路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
地
方
単
独
事
業
と
し

て
行
う
電
線
共
同
溝
方
式
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
体

が
道
路
法
第
二
四
条
に
基
づ
く
工
事
に
よ
り
整
備
し
、

道
路
管
理
者
が
電
線
共
同
溝
と
し
て
管
理
す
る
も
の
で

あ
る
。

②

電
線
共
同
溝
の
先
行
的
整
備

3
③
の
地
域
で
あ
っ
て
、
都
市
開
発
等
に
よ
り
電
力
･

通
信
の
需
要
が
増
大
し
、
需
要
密
度
が
比
較
的
高
位
で
安

定
し
て
い
る
地
域
等
3
①
に
準
ず
る
地
域
に
な
る
こ
と
が

高
い
確
度
で
見
込
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
、
電
線
共
同
溝

の
占
用
予
定
者
の
一
部
が
将
来
需
要
が
増
大
し
た
後
に
入

溝
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
を
行

う
こ
と
と
す
る

(以
下

｢電
線
共
同
溝
の
先
行
的
整
備
｣

と
い
う
。)
。

電
線
共
同
溝
の
先
行
的
整
備
の
区
間
に
お
け
る
電
線
類

の
地
中
化
の
時
期
は
、
後
に
入
溝
す
る
こ
と
と
な
る
一
部

の
電
線
管
理
者
に
係
る
需
要
密
度
の
動
向
を
踏
ま
え
、
先

行
的
整
備
完
了
後
概
ね
数
年
以
内
を
目
途
と
す
る
。

③

地
中
化
の
推
進
組
織

電
線
類
の
地
中
化
を
実
施
す
る
に
際
し
て
は
、
道
路
管

理
者
、
電
線
管
理
者
、
地
方
自
治
体
等
関
係
者
か
ら
成
る

電
線
類
地
中
化
協
議
会

(全
国
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
設

置
、
以
下

｢協
議
会
｣
と
い
う
。
)
に
お
い
て
、
構
成
員
の

意
見
を
十
分
反
映
し
た
協
議
に
よ
り
、
地
中
化
の
実
施
箇

所
等
を
ま
と
め
た
五
年
間
の
基
本
構
想
を
策
定
し
て
計
画

的
に
進
め
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
際
、
共
架
物
件
及
び
支
障
物
件
の
移
設
調
整
、
工

程
調
整
な
ど
円
滑
で
効
果
的
な
地
中
化
の
事
業
実
施
に
資

す
る
た
め
に
、
道
路
管
理
者
、
電
線
管
理
者
、
地
方
自
治

体
等
関
係
者
か
ら
成
る
都
道
府
県
単
位
な
ど
の
地
方
部
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

5

費
用
負
担
の
在
り
方

電
線
類
地
中
化
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と

お
り
、
道
路
管
理
者
、
電
線
管
理
者
、
地
方
自
治
体
等
で

負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

○

電
線
共
同
溝
方
式

D

3
①
又
は
②
の
地
域

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣

に
基
づ
き
道
路
管
理
者
及
び
電
線
管
理
者
が
負
担
す

　　
　

の

3
③
の
地
域
で
あ
っ
て
、
需
要
密
度
が
比
較
的
高

位
で
安
定
し
て
い
る
地
域
等
3
①
に
準
じ
た
地
域

道
路
管
理
者
は
、
｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
｣
に
基
づ
き
道
路
管
理
者
が
負
担
す

る
費
用
に
加
え
、
電
線
管
理
者
の
行
う
設
備
の
移
設

費
用
に
対
し
て
一
部
補
償
を
行
う
。
道
路
管
理
者
以

外
の
地
方
自
治
体
が
行
う
場
合
に
は
、
地
方
自
治
体

は
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
費
用
に
つ
い
て
電
線
管
理

者
と
調
整
し
た
額
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
電
線
管

理
者
の
行
う
設
備
の
移
凱双
費
用
に
対
し
て
一
部
補
償

を
行
う
。

の

3
③
の
地
域
で
あ
っ
て
、
需
要
密
度
が
比
較
的
高

位
で
安
定
し
て
い
る
地
域
等
3
①
に
準
じ
た
地
域
に

な
る
こ
と
が
高
い
確
度
で
見
込
ま
れ
る
地
域

先
行
的
設
備
完
了
後
概
ね
数
年
以
内
に
入
溝
す
る

場
合
は
、
*
原
則
と
し
て
D
の
費
用
負
担
に
同
じ
。

*

電
線
共
同
溝
の
整
備
後
即
時
入
溝
の
場
合
は
め
の
費

用
負
担
に
同
じ
。

の

自
治
体
管
路
方
式

管
路
設
備
の
材
料
費
及
び
敷
設
費
を
地
方
自
治
体
が
負

担
し
、
残
り
を
電
線
管
理
者
が
負
担
す
る
。

③

単
独
地
中
化
方
式

3
①
又
は
②
の
地
域
に
お
い
て
、
全
額
電
線
管
理
者
が

負
担
す
る
。

国

そ
の
他

例
え
ば
以
下
の
地
域
で
あ
っ
て
、
需
要
密
度
が
比
較
的

低
い
が
、
地
中
化
の
実
施
に
係
る
技
術
的
問
題
が
回
避
で

き
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
全
額
要
請
者
が
負

担
す
る
。

･
歩
行
者
等
の
通
行
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
地
域

･
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
地
域

･
歴
史
的
風
土
保
存
･
形
成
地
区

･
都
市
計
画
法
に
お
け
る
風
致
地
区
･
美
観
地
区

･
国
際
観
光
施
設
周
辺
地
域

等

6

地
中
化
の
規
模

地
中
化
規
模
は
、
電
線
共
同
溝
の
先
行
的
整
備
を
実
施

す
る
規
模
を
加
え
、
平
成
七
年
度
か
ら
三

年
度
ま
で
の

五
年
間
に
二
、
○
○
○
如
程
度
の
地
中
化
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
関
係
者
が
努
力
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

7

地
中
化
事
業
の
進
め
方

電
線
類
の
地
中
化
は
、
電
線
類
地
中
化
協
議
会
で
協
議

し
合
意
さ
れ
た
道
路
に
お
い
て
、
合
意
さ
れ
た
方
式
に
よ

り
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
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遭
離
地
下
剩
騙
の
騨
状
焉
展
望

共
同
溝
の
整
備

建
設
省
道
路
局
国
道
課

一
は
じ
め
に

道
路
、
特
に
都
市
内
の
道
路
は
単
に
人
や
車
の
道
路
で

あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
の
街
区
の
構
成
と
市
街
化
の

誘
導
な
ど
都
市
の
形
成
の
骨
格
と
し
て
、
都
市
の
通
風
、

採
光
、
緑
化
の
た
め
の
空
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
火
災
、

地
震
等
災
害
時
の
延
焼
防
止
帯
や
避
難
場
所
と
し
て
、
さ

ら
に
は
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
市
民
の
日

常
生
活
及
び
都
市
活
動
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
各
種
供

給
処
理
施
設
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
な
ど
、
い
わ
ば

｢都
市
の
公
共
空
間
｣
と
し
て
多
目
的
の
機
能
を
有
し
て

い
る
。

都
市
内
の
道
路
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
機
能

の
う
ち
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
等
の
各
種
の
公
益
事
業
用

施
設
の
道
路
の
占
用
状
況
を
見
る
と
表

(3
ペ
ー
ジ
表
1
)

の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
地
下
埋
設
管
路
の
ほ
と
ん
ど

全
部
が
道
路
空
間
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
都
市
の
発
展
に
つ
れ
て
、
こ

れ
ら
の
施
設
に
か
か
わ
る
工
事
の
需
要
も
増
え
、
ま
た
こ

れ
ら
の
施
設
の
維
持
修
繕
の
た
め
等
に
た
び
た
び
道
路
の

掘
り
返
し
が
行
わ
れ
、
道
路
交
通
の
支
障
と
な
り
、
交
通

渋
滞
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
道
路
本
体
の
維

持
管
理
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
工
事
が
交
通
の
障
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
夜
間
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
沿
道
住
民
の
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
と
し
て
は
道
路
の
機
能
を
保
持
し
、

道
路
空
間
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
共
同
溝
の
整
備
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

(図
1
)。

こ
こ
で
は
共
同
溝
の
整
備
経
緯
、
実
績
、
構
造
上
の
特

徴
、
予
算
の
状
況
、
そ
し
て
今
後
の
計
画
、
課
題
等
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

二

共
同
溝
整
備
の
実
績

共
同
溝
と
は
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
の
占

用
工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
や
道
路
の
不
経
済
な
損
傷
、
ガ

ス
漏
れ
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
電
力
線
、
電
話
、

ガ
ス
管
、
上
水
道
管
、
下
水
道
管
等
の
公
益
事
業
の
た
め

の
物
件
を
共
同
で
収
容
す
る
道
路
の
路
面
下
に
設
置
さ
れ

る
施
設
で
、
内
部
に
は
各
公
益
事
業
の
将
来
需
要
に
対
応

可
能
な
収
容
空
間
と
維
持
管
理
に
必
要
な
空
間
を
有
し
て

い
る
。

我
が
国
の
共
同
溝
は
、
関
東
大
震
災
の
帝
都
復
興
事
業

の
一
環
と
し
て
試
験
的
に
実
施
さ
れ
、
大
正
一
五
年
に
完

成
し
た
東
京
九
段
坂
共
同
溝
他
二
カ
所
の
も
の
が
最
初
の 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
整
備
状
況
は
必
ず
し
も
順
調

で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
道
路
の
交
通
量
が
急
激
に
増

加
し
、
地
下
埋
設
物
件
に
関
す
る
工
事
の
対
応
措
置
の
必

要
性
の
議
論
が
活
発
に
な
り
、
単
に
掘
り
返
し
を
規
制
す

る
だ
け
で
な
く
、
掘
り
返
し
を
恒
久
的
に
防
止
で
き
る
共

同
溝
を
措
置
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
三
八
年
四
月
一
日

｢共
同
溝
の

整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
(以
下

｢共
同
溝
法
｣)が

交
付
施
行
さ
れ
、
整
備
計
画
、
費
用
負
担
、
管
理
方
法
等

が
決
定
さ
れ
て
以
来
、
共
同
溝
整
備
は
順
調
に
拡
大
し
、

平
成
六
年
度
末
の
整
備
延
長
は
、
約
三
五
〇
如
に
達
し
て

M望
む
き
き
･

図 1 共同溝のイメージ図

年度

図 2 共同溝整備延長の推移
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表 1 都道府県 ･政令市別共同溝整備延長
都道府県名 延長(km) 政令市名 延長(km)

麒

部

県
県
府

県
他

京

葉
知

阪
庫

の

束

千
愛
犬

兵

そ

121

7
6
14

9
鎖 市

市
市

市
市
市

屋
市
市
市
市

市

幌
台

浜
崎
葉
古

阪
都

戸
島

岡

札
仙

横

川
千
名

大
京

神
広

福

qし
｢上
代)
7I
ĥ〕
rb
RY
RV
R〕
14
“/

.

･
･
.

･

･
.
･

･

.

･

0
9

23

12
9

42
23

6
2

18

5

小 計･ 蝋 計小 廓合 総注 1 , 平成 6年度末現在
2 , 道府県分は政令市分を除く延長
3 , 延長は換算完成延長

い
る

(図
2
･
表
ー
)
。

三

共
同
溝
の
種
類
と
構
造

共
同
溝
は
道
路
の
地
下
に
設
置
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
で
あ
り
、
一
般
に
そ
の
性
格
に
よ
り
幹
線
共
同
溝

と
供
給
管
共
同
溝
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

幹
線
共
同
溝
と
は
沿
道
へ
の
直
接
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と

し
な
い
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
や
幹
線
管
路
を
収
容
す
る
も
の
で
、

主
と
し
て
車
道
部
の
地
下
に
設
置
さ
れ
る
。
収
容
さ
れ
る

個
々
の
物
件
も
大
ロ
径
、
多
条
数
と
な
る
場
合
が
多
く
、

管
理
上
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
多
く
は
一
企
業
一
室
構
造

と
さ
れ
て
い
る

(図
3
)。

一
方
、
供
給
管
共
同
溝
は
沿
道
へ
直
接
サ
ー
ビ
ス
す
る

ケ
ー
ブ
ル
や
管
路
を
収
容
す
る
も
の
で
、
そ
の
供
給
の
容

易
さ
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
に
歩
道
部
の
地
下
に
設
置

さ
れ
る
。
収
容
す
る
物
件
も
小
ロ
径
、
小
条
数
と
な
る
こ

と
か
ら
複
数
の
物
件
を
同
室
に
収
容
す
る
場
合
が
多
い

(図
4
)。

共
同
溝
の
内
空
断
面
に
は
公
益
物
件
を
収
容
す
る
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
の
他
に
、
維
持
管
理
の
た
め
の
通
路
や
作
業

法　　

　
　⑥ ガス

ス
ペ
ー
ス
、
照
明
、
換
気
、
排
水
等
の
必
要
な
施
設
の
ス

ペ
ー
ス
を
有
し
て
い
る
o

四

平
成
八
年
度
予
算

セ

平
成
八
年
度
に
お
い
て
は
、
約
五
九
八
億
円
の
道
路
事

漸

業
費

(ほ
か
企
業
の
負
担
す
る
附
帯
工
事
費
を
併
せ
て
全

96.3 ノ5

図 3 幹線共同溝の断面例

図 4 供給管共同溝の断面例

〔車道〕



表 3 第11次道路圏蒲五箇年計画における共同溝の整備計画

末
長

鰊
延

藤
備

平

整

第 11 次 五 箇 年 計 画 末
長

度
邑

年

挺
鯲
備

平
整量業事 費業事

溝
業

訂
事

憐
備

共
整 鰍 鹸 円立忌′4II

nUヤーnノム 鱸

体
事
業
費
約
一
、
二
〇
〇
億
円
)
を
も
っ
て
、
仙
台
、
東

京
、
横
浜
、
川
崎
、
千
葉
、
名
古
屋
、
三
重
、
京
都
、
大

阪
、
神
戸
、
岡
山
、
広
島
、
福
岡
、
熊
本
等
に
お
い
て
約

二
〇
虹
の
共
同
溝
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
2
)。

五

今
後
の
計
画

平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
は
次
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
に
お
い
て
、
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、
県
庁
所
在
都

市
及
び
人
ロ
が
概
ね
三
〇
万
人
以
上
の
都
市
等
約
八
○
都

市
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
、
占
用
企
業
者
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
約
一
四
〇
面
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
3
)。

六

今
後
の
課
題

共
同
溝
は
、
都
市
部
に
お
け
る
公
益
事
業
物
件
の
収
容

施
設
と
し
て
、
三
大
都
市
圏
を
は
じ
め
、
地
方
部
の
中
核

都
市
に
も
普
及
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
需
要
は

大
き
く
伸
び
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
普
及
を
一

層
進
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
課
題
も
ま
た
幾
つ
か
存
在
す

る
%そ

の
一
つ
は
、
地
下
空
間
の
計
画
的
利
用
の
問
題
で
あ

る
。
都
市
部
に
お
け
る
諸
機
能
の
集
積
･
高
度
化
、
地
下

利
用
技
術
開
発
の
進
展
等
を
背
景
と
し
て
、
道
路
地
下
空

間
利
用
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
需
要
に
対
し
て
は
、
道
路
構
造
の
保
全
を
図
り

つ
つ
、
計
画
性
及
び
効
率
性
に
十
分
配
慮
し
た
利
用
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
省
で
は
、

今
後
道
路
地
下
利
用
の
輻
輳
し
た
都
市
に
お
い
て
、
道
路

地
下
空
間
利
用
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
･
効
率
的
な
地

下
空
間
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。
共
同
溝
も
そ
の
一
翼
を

担
う
施
設
と
し
て
、
道
路
地
下
空
間
利
用
計
画
の
中
で
重

要
な
位
置
を
占
め
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
各
種
計
画
と
の

調
整
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
積
極
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
共
同
溝
を
占
用
で
き
る
施
設
は
、
現
在
共
同
溝

法
に
お
い
て
、
電
話
･
電
気
･
ガ
ス
･
上
水
道
･
下
水
道
･

工
業
用
水
道
の
六
種
類
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
的

な
要
請
と
こ
れ
に
応
じ
た
技
術
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

よ
り
、
た
と
え
ば
熱
供
給
管
、
都
市
廃
棄
物
処
理
管
路
、

C
A
T
V
等
の
新
た
な
施
設
の
共
同
溝
へ
の
収
容
の
要
請

が
出
て
き
て
お
り
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
収
容
し
た
共
同
溝

に
類
似
し
た
施
設
も
各
地
で
実
施
さ
れ
始
め
て
き
て
お
り
、

十
分
な
検
討
を
行
う
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
共
同
溝
の
管
理
は
高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

要
求
さ
れ
、
施
設
本
体
そ
の
も
の
の
管
理
の
ほ
か
、
収
容

物
件
の
管
理
も
関
係
す
る
た
め
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
整
備
延
長
が
全
国
的
に
伸
び
て
き
て
い
る
中
で
、
総

合
的
な
監
視
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後

は
さ
ら
に
高
度
な
管
理
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
の
必
要
性

も
高
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

共
同
溝
は
、
道
路
の
掘
り
返
し
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
下
埋
設
物
件
の
工
事
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
今
日
で
は
、
都
市
の
景
観
の
向
上
や
道
路
地
下

空
間
の
有
効
利
用
、
さ
ら
に
は
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
大

震
災
に
よ
り
共
同
溝
が
特
段
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
都
市
防
災
機
能
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ

の
役
割
に
対
す
る
期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。

都
市
の
経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
、
市
民
生
活
に
と
っ

て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
施
設
で
あ
る
共
同
溝
の
整
備
を
、
種
々

の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
今
後
と
も
一
段
と
強
力
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

表 2 平成 8年度予算

項 目
度
算

年RU成平

予
鰔
算

饑前子 率僧…

溝
業

同
解

共
整

費
長

業

塵

事
彰

路
鋸

道

整 蜘繊 翻繖
鰡



遭
離
地
下
剩
胴
の
騨
状
焉
展
望

地
下
埋
設
工
事
に
伴
う
諸
問
題

地
下
空
間
の
有
効
活
用
を
安
全
、嫌
心
な
も
の
に

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所
管
理
第
一
課
長

蓮中Im川

誠
…

一
は
じ
め
に

道
路
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

地
中
に
は
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収

容
、
地
下
鉄
等
の
輸
送
機
関
の
収
容
な
ど
、
そ
の
利
用
は

多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
阪
神
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
た
安
全
･
安
心
な
震
災
対
策
、
高
度
情

報
化
へ
の
対
応
、
道
路
環
境
の
改
善
が
叫
ば
れ
、
さ
ら
に

は
、
渋
滞
対
策
の
一
環
と
も
な
る
工
事
の
縮
減
、
建
設
コ

ス
ト
削
減
な
ど
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
東
京
国
道
が
管
理
し
て
い
る
、
東
京
二
三

区
内
の
国
道
一
○
路
線
約
一
五
〇
如
の
現
状
と
、
道
路
に

占
用
し
て
い
る
物
件
の
う
ち
、
お
も
に
五
企
業

(電
気
、

電
話
、
ガ
ス
、
上
水
道
、
下
水
道
)
の
地
下
埋
設
管
路
に

関
す
る
工
事
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

管
内
の
地
下
埋
設
状
況

管
内
の
道
路
の
地
下
に
は
、
直
轄
と
し
て
も
延
長
の
2

/
3
に
も
達
す
る
一
〇
〇
如
を
超
え
る
共
同
溝
が
敷
設
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
縫
う
よ
う
に
各
種
の
占
用
企
業
の

物
件
が
収
容
さ
れ
て
い
る
。

東
京
二
三
区
内
に
お
け
る
、
五
企
業
の
地
下
埋
設
管
路

の
道
路
へ
の
依
存
率
は
、
表
1
に
示
す
と
お
り
、
九
一
%

か
ら
一
〇
0
%
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
物
件
が
道
路
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
た
、
管
内
道
路
延
長
あ
た
り
の
埋
設
数
量
を
見
る
と
、

表
2
に
示
す
と
お
り
、
一
企
業
あ
た
り
二
〇
0
%
か
ら
二

〇
0
○
%
と
な
っ
て
お
り
、
二
管
路
か
ら
数
一
○
管
路
の

条
数
が
高
密
度
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

表 1 地下埋設管路の道路依存率(平成7年3月末)

企 業 別 數
㈱

亘総 道路内亘長数

(km)
勘
翰

に

率
路
比

道
る

都 ･ 水道 局 14
,
803 14

,
729 99

.
5

都 ･ 下水道局

廓 鰡 堀
N T T 6

,
251 彌 孵

東 京 ガ ス 11
,
415

職 鴛東 京 電 力 9
,
200 翻 鯏

* 道路内亘長数は国道 ･都道 ･区道の合計値

工
事
の
面
か
ら
見
る
と
、
管
内
に
お
け
る
占
用
工
事
件

数
は
昭
和
四
五
!
四
八
年
に
約
三
千
件
を
超
え
る
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
景
気
情
勢
か
ら
一
時
減
少
し
た
。
そ



の
後
、
徐
々
に
増
加
し
、
図
1
の
と
お
り
、
昭
和
五
二
-

あ
っ
て
は
電
線
類
地
中
化
の
促
進
、
N
T
T
に
あ
っ
て
は

(単位 : m )表 2 地下埋設管路数量一覧表 (平成 7年 3月末)

種別
＼＼＼＼

企業別
東京電力 N T T 東京ガス 上水道 下 水 道 計

管 路 400mm未満

螂靴却 * 脚“"
上
満

以
未 彌 蹴 鰍 彌劇 獄

" 上
皿
以

"L
J 鰔 鰡 纖 鸚 翻 “計 1

,
577

,
200

㈱“緘㈱“長

率縦道比 鱒
1038 % 眺220 艦20 跳 挑22 %392

※道路延長比率は10路線152.okmに対する比率である。

五
五
年
度
に
は
当
時
の
件
数
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
地
道
な
道
路
工
事
調
整
の
中
身
に
年
度
末
抑
制
や
工

事
縮
減
の
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
近
年
は
約
三

千
件
程
度
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

各
企
業
に
お
け
る
工
事
件
数
の
動
向
は
、
東
京
電
力
に

情
報
の
多
様
化
や
新
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
件
数

は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
東
京
ガ
ス
、
水
道
、

下
水
道
の
三
企
業
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
概
成
し
、

老
朽
管
の
取
り
替
え
や
防
災
体
制
の
確
立
と
い
っ
た
観
点

で
事
業
を
進
め
て
お
り
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

総
体
的
に
み
れ
ば
、
生
活
対
応
の
供
給
か
ら
、
安
全
･

安
心
･
豊
か
さ
へ
の
対
応
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

る
と
言
え
る
。

三

工
事
に
関
す
る
諸
問
題

1

工
事
調
整

経
済
の
発
展
、
都
市
の
再
開
発
、
道
路
環
境
の
整
備
に

対
応
す
べ
く
、
各
種
事
業
が
計
画
･
実
施
さ
れ
、
地
下
埋

設
物
の
埋
設
計
画
は
輻
輳
化
し
、
そ
の
計
画
調
整
の
た
め

に
、
昭
和
三
一
年
か
ら
｢東
京
都
道
路
工
事
調
整
協
議
会
｣

が
開
催
さ
れ
、
次
い
で
、
道
路
の
掘
り
返
し
防
止
の
観
点

か
ら
、
と
う
道
化
･
共
同
溝
化
を
進
め
る
こ
と
が
発
想
さ

れ
、
占
用
企
業
者
と
道
路
管
理
者
の
間
で
、
長
期
計
画
を

踏
ま
え
た
、
施
工
場
所
、
施
工
時
期
、
施
工
方
法
等
を
調

整
し
て
き
た
。

近
年
に
お
い
て
は
、
電
線
類
の
地
中
化
、
高
度
情
報
化

対
応
、
防
災
体
制
の
整
備
な
ど
新
た
な
視
点
が
加
わ
り
、

高
度
な
調
整
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
｢道
路
管

理
シ
ス
テ
ム
｣
の
導
入
参
画
、
将
来
的
に
は
I
T
S

(高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
が
構
築
さ
れ
れ
ば
、
情
報
提
供

連
携
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

工
事
調
整
に
関
す
る
主
な
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
29
年
5
月

道
路
上
工
事
の
調
整
開
始

昭
和
31
年
4
月

東
京
都
道
路
工
事
調
整
協
議
会
開
催

1

昭
和
33
年
5
月

地
下
占
用
工
事
等
に
よ
る
道
路
の
堀

図

り
返
し
に
つ
い
て
(道
路
局
長
通
達
)
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ス
力

道

ガ
電
T

水
道
京
京
T

下
水
東
東
N

圏

皿

口

自

国

平
成
六
年
度

平
成
五
年
度

平
成
四
年
度

平
成
三
年
度

平
成
二
年
度

昭
和
六
〇
年
度

占用工事件数 (管内占用許可分)

昭
和
五
五
年
度

nU

nV

n
V

AU

nU

n
V

AU

00

関

節

50

00

50

QJ

リム

リム

11

11

昭
和
五
〇
年
度



昭
和
46
年
6
月

昭
和
43
年
度

昭
和
63
年
度

調整の種類

道路 管 理 者 対象路線 調整の種類 時 期

理

理

管

管

路

局

道

設

京

建

東

部

蹠

蹠

動
肛

主

援

年間調整 2 ･ 3月

整調期詳 目
~

QJ

整調目
(

隔 侃
凋

月

月

5

11

整調画計期長 月
~

m

東
京
都
道
路
工
事
調
整
協
議
会

(改

組
)
調
整
部
会
、
保
安
部
会
を
設
置

年
末
抑
制
開
始

年
度
末
抑
制
開
始

災い繋ぎ。"
　　　　　

一
方
で
、
阪
神
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
耐
震
対
策

工
事
が
、
首
都
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
し
て
行
わ
れ
て
お

り

ま
た
各
関
係
企
業
者
に
お
い
て
も
、
所
管
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
施
設
の
耐
震
性
の
向
上
及
び
保
安
措
置

(地
中
化

等
)
に
つ
い
て
一
層
の
努
力
を
し
て
お
り
、
新
た
な
工
事

が
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

道
路
上
工
事
縮
減
対
策
の
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

の
現
在
取
組
中
の
改
善
対
策
を
さ
ら
に
効
率
化
す
る

①
工
事
期
間
の
短
縮

(二
次
製
品
等
の
使
用
に
よ

る
工
事
期
間
の
短
縮
)

②
工
事
の
共
同
化
、
同
時
施
工
の
促
進

③
非
開
削
工
法
の
促
進

(写
真
1
)

④
共
同
溝
･
電
線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
X
)

の
促
進
な
ど

②
実
施
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
施
策
的
観
点
か

ら
取
り
組
む
対
策

①
路
線
集
中
工
事
の
実
施

②
工
事
規
制
延
長
の
延
伸

2

道
路
上
工
事
縮
減
対
策

道
路
の
維
持
修
繕
工
事
や
上
･
下
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
、

電
話
等
、
公
益
物
件
の
占
用
工
事
等
の
路
上
工
事
は
、
交

通
渋
滞
を
招
く
な
ど
円
滑
な
道
路
交
通
を
阻
害
す
る
こ
と

が
多
い
。
道
路
上
工
事
削
減
対
策
は
可
能
な
限
り
工
事
に

よ
る
渋
滞
を
少
な
く
し
、
そ
の
削
減
に
つ
と
め
、
特
に
大

都
市
東
京
に
お
い
て
は
、
現
在
の
路
上
工
事
件
数

(ま
た

は
日
数
)
を
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(H
5
1
9
)

期
間
中
に
三
割
減
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
半
減
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

[施工後]

写真 1 非開削工法例 (下水道 S P R 工法)



③
仮
復
旧
の
本
復
旧
化

④
舗
装
施
工
法
の
工
夫
(舗
装
部
の
み
の
工
事
等
)

③
直
接
的
対
策
で
は
な
い
が
、
工
事
縮
減
を
支
援
す
る

対
策①

工
事
の
事
前
予
告
、
期
間
中
の
道
路
上
で
の
P

R

(住
民
･
道
路
利
用
者
)

②
道
路
上
工
事
の
必
要
性
の
P
R
強
化

③
道
路
管
理
者
の
工
事
抑
制
努
力
の
P
R
(年
末
、

年
度
末
等
)

④
工
事
の
面
的
調
整
に
よ
る
迂
回
路
の
確
保
と
迂

回
路
情
報
の
提
供

⑤
工
事
影
響
区
間
の
一
般
駐
停
車
車
両
の
指
導
な

ど

3

工
事
及
び
施
設
の
安
全

管
内
の
建
設
工
事
は
、
人
口
の
集
中
す
る
市
街
地
、
膨

大
な
道
路
交
通
の
下
で
の
施
工
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に

伴
っ
て
災
害
(事
故
)
が
生
じ
る
危
険
性
も
増
大
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
、

道
路
管
理
者
も
含
め
重
大
な
責
務
で
あ
る
。
ま
た
、
頻
繁

に
や
っ
て
く
る
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
、
さ
ら
に
は
予

期
せ
ぬ
時
期
に
起
こ
る
大
地
震
に
対
し
て
も
安
全
で
あ
る

こ
と
を
考
え
た
施
設
で
あ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

技
術
面
で
は
、
近
年
の
技
術
革
新
に
よ
り
新
技
術
を
駆

使
し
た
施
工
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
シ
ー

ル
ド
工
事
で
見
る
と
、
以
前
は
安
全
の
た
め
に
圧
気
工
法

nU

0

〔U

ハU

nU

nU

nU

Û

AU

ハU

nU

nU

QO

RU

イ梵

り“

‐,I.▲

を
採
用
し
て
い
た
が
、
施
工
能
率
や
作
業
員
の
施
工
環
境

の
改
善
策
と
し
て
、
自
然
気
圧
で
の
施
工
が
可
能
に
な
り
、

ま
た
、
大
断
面
化

(
一
0
m
以
上
)、垂
直
掘
削
、
メ
ガ
ネ

化
等
の
新
技
術
が
生
ま
れ
て
施
工
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
新
技
術
の
反
面
、
実
際
の
施
工
現
場
で
は
作

業
員

(職
人
)
の
経
験
と
勘
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の

も
事
実
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
高
度
な
技
術
と
知

識
は
も
と
よ
り
、
経
験
の
部
分
も
当
分
は
無
視
出
来
な
い

の
が
現
状
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
軽
微
な
も
の
を
含
め
た

事
故
は
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
年
間
六
〇
〇
件
を

超
え
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り

(図
2
)、ま
た
事
故
の
大

半
は
掘
削
時

(図
3
)
に
起
き
て
い
る
。
東
京
国
道
工
事

事
務
所
で
は
関
係
企
業
者
と
協
力
し
て
、
平
成
二
年
か
ら

平
成
四
年
ま
で
の
三
年
間
の
事
故
の
原
因
究
明
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
事
故
の
原
因
の
多
く
は

｢事
前
協
議
が
行
わ
れ

稻

.

図 3 三年間(H 2 ~ H 4 )の設備事故発生要因

て
い
な
い
｣
｢立
ち
会
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
｣
な
ど
、
基

ャ　　

本
的
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
対
応

撒

の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、
実
行
に
努
め
た
と
こ
ろ
、

第

平
成
七
年
に
お
い
て
は
約
二
〇
〇
件
と
減
少
し
て
い
る
。

纖拗勲即拗脚800600
働
200
0

平成3年度

図 2 占用物件(ライフライン)設備事故発生件数(東京23区内)

年4
▲　

6 0 9 件
6 7 4



4

危
機
管
理
対
策

(路
面
下
空
洞
探
査
)

東
京
国
道
管
内
に
お
い
て
は
｢路
面
下
管
理
連
絡
会
議
｣

を
設
け
、
地
下
埋
設
物
関
係
企
業
者
と
調
整
、
年
間
約
一

億
円
余
の
費
用
を
捻
出
し
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
空
洞
探

ハンディ型地中レーダーによるメッシュ調査

査
車
を
使
用
し
た
一
次
調
査
、
ハ
ン
デ
ィ
型
地
中
レ
ー
ダ
ー

及
び
ド
ー
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
用
し
て
の
二
次
調
査
を
進
め

(写
真
2
)、次
い
で
、
速
や
か
に
路
面
陥
没
の
お
そ
れ
の

あ
る
空
洞
確
認
箇
所
の
掘
削
、
空
洞
の
処
理
を
行
っ
て
い

る
。ち

な
み
に
、
平
成
七
年
度
か
ら
は
重
点
区
間
は
毎
年
、

そ
の
他
の
路
線
･
区
間
は
三
年
間
で
一
巡
す
る
よ
う
、
さ

ら
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
協
力
を
得
て
い

る
。こ

れ
ら
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
を
巻

き
込
ん
だ
大
き
な
陥
没
事
故
を
未
然
に
防
い
で
い
る
と
考

え
れ
ば
、
地
味
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
危
機
管
理
の
方
法

だ
と
考
え
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

地
下
埋
設
物
工
事
に
伴
う
諸
問
題
の
多
く
は
、
交
通
量

が
多
く
、
沿
道
の
建
物
が
密
集
し
、
地
下
埋
設
物
が
輻
輳

し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
経

済
発
展
の
基
盤
で
あ
り
、
ま
た
高
度
情
報
化
社
会
を
支
え

る
道
路
空
間
は
、
今
後
も
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
や
地
下
駐
車

場
な
ど
の
新
し
い
分
野
の
こ
と
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
防
犯

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
な
お
一
層
の
安

全
･
安
心
な
、
道
路
と
地
下
埋
設
物
と
が
協
調
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
道
路
管
理
者
、
交
通
管
理
者
、
関
係
企
業

者
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
と

思
わ
れ
る
。

プ調査作業状況

路面下空洞探査車による空洞探査中

写真 2 路面下空洞探査



醐きこ簾
鱸
離
地
下
剩
胴
⑭
騨
駅
こ
展
望

地
下
空
間
を
活
用
し
燿
駐
車
場
整
備

建
設
省
道
路
局
道
路
環
境
課

一
駐
車
の
実
態

自
動
車
交
通
は
、
都
市
活
動
を
維
持
す
る
上
で
も
最
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
地
方
都
市
に
お
い
て

は
、
く
る
ま
社
会
が
定
着
し
、
交
通
手
段
と
し
て
も
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
交
通
は
、
走

行
だ
け
で
な
く
目
的
地
で
の
停
止
を
必
要
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
｢走
行
の
場
｣
と
し
て
の
道
路
と
、
｢停
止
の
場
｣
と

し
て
の
駐
車
場
の
整
備
は
、
交
通
対
策
の
両
輪
と
し
て
と

も
に
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
の
保
有
と
利
用
の
増
加
に
対

し
て
、
地
価
高
騰
、
用
地
不
足
、
駐
車
場
経
営
の
採
算
性

の
低
下
等
に
よ
り
、
駐
車
場
整
備
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
増
大
す
る
駐
車
需
要
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。

全
国
的
な
駐
車
実
態
は
、
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
自
動

車
起
終
点
調
査
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
成

二
年
の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
で
は
、
ピ
ー
ク
時
瞬
間
で
は

約
一
〇
〇
万
台
の
車
が
市
街
地
部
で
路
上
駐
車
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
路
上
駐
車
は
大
都
市
で
特
に
著
し
く
、

東
京
都
内
及
び
大
阪
府
内
に
お
け
る
瞬
間
路
上
駐
車
台
数

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
六
万
五
千
台
、
二
八
万
三
千
台

(平
成

六
年

警
察
庁
調
べ
)
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
違
法
駐
車
の

占
め
る
割
合
は
八
割
を
超
え
る
。

一
一
路
上
駐
車
の
問
題
点

こ
の
都
市
に
お
け
る
路
上
駐
車
は
、
様
々
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
。
二
車
線
道
路
で
は
約
四
○
%
交
通
容
量
が
低

下

(資
料
1
)
し
、
交
通
渋
滞
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
駐
車
車
両
に
よ
る
見
通
し
の
悪
化
等
の
た
め
、
都

資料 1 消防救急活動の阻害

単路部片側車線数
(駐停車帯を除く)

交通容量(台/時) 駐車による交通容量

の低下率 (%)駐車なし 駐車あり

14
ハソム
ハリ

瑠
鸚

鐐
臟

蛔
29

19

-

…

-

側国際交通安全学会 ｢駐車施策に関する提言 (1986)｣

内
の
事
故
の
う
ち
約
四
%
が
路
上
駐
車
が
原
因
と
な
っ
て



い
る
。
こ
の
ほ
か
、
路
上
駐
車
は
地
域
の
社
会
･
経
済
活

動
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
特
に
地
方
都
市
の
中

心
の
商
店
街
等
で
は
、
駐
車
場
不
足
等
に
よ
り
、
買
い
物

客
が
駐
車
場
の
あ
る
郊
外
型
店
舗
に
移
る
な
ど
、
中
心
市

街
地
の
活
力
の
低
下
の
一
因
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

住
宅
地
に
お
い
て
も
、
慢
性
的
な
車
庫
不
足
に
よ
り
通
路

に
ま
で
車
が
置
か
れ
、
住
環
境
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
消
防
車
の
到
着
が
遅
れ
消
火
活
動
が
で
き
な

い
な
ど
深
刻
な
事
態
も
生
じ
て
い
る
。

三

総
合
的
な
駐
車
対
策
の
推
進

こ
の
た
め
、
平
成
二
年
に
は
、
道
路
交
通
法
及
び
自
動

車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

に
よ
る
反
則
金
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
パ
ー

ト
･
事
務
所
等
の
特
定
用
途
の
建
築
物
に
対
す
る
附
置
義

務
を
強
化
す
る
た
め
の
標
準
条
例
の
改
正
、
総
合
設
計
制

度
の
活
用
に
よ
る
容
積
率
の
一
層
の
緩
和
措
置
、
住
居
地

域
に
お
け
る
車
庫
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
建
築
基
準
法

の
規
制
緩
和
等
、
一
連
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
三
年
に
は
、
従
来
か
ら
の
施
策
に
加
え
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
一
般
建
築
物
に
対
す
る
附
置
義
務
強
化

や
附
置
義
務
地
域
の
住
居
地
域
等
へ
の
拡
大
等
を
内
容
と

す
る
駐
車
場
法
の
改
正
、
駐
車
場
整
備
促
進
税
制
の
拡
充

等
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
三
年
度
予

算
に
お
い
て
は
、
主
に
商
店
街
対
策
と
し
て
実
施
す
る
民

間
の
共
同
駐
車
場
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
新
た
に
道
路
事
業
に
よ
る
駐
車
場

補
助
制
度
に
着
手
す
る
等
駐
車
場
整
備
に
関
す
る
予
算
措

置
の
拡
充
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
駐
車
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
施

策
の
創
設
及
び
改
正
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(資
料
2
)。

資料 2 これまでの駐車場施策一覧

年 度 駐車場に係る制度の創設
、

改正等

昭和48年 ･ 有料道路融資事業制度 (無利子貸付制度) の創設

昭和60年 ･ 道路開発資金 (低利子貸付制度) の創設
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四

第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
五
箇

年
計
画

平
成
八
年
度
か
ら
の

｢第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等

整
備
五
箇
年
計
画
｣
に
お
い
て
は
、
公
共
駐
車
場
に
対
す

る
補
助

(特
定
交
安
事
業
)
又
は
無
利
子
融
資

(有
料
融

資
事
業
等
)、民
間
駐
車
場
に
対
す
る
低
利
融
資

(道
路
開

発
資
金
)
に
よ
り
、
駐
車
場
の
整
備
を
一
層
推
進
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
駐
車
場
の
充
足
率
を
、
約
六
0
%

(平
成

七
年
度
末
)
か
ら
約
七
五
%

(平
成
三
一年
度
末
)
ま
で

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る

(資
料
3
)
。

五

地
下
駐
車
場
の
整
備
の
推
進

都
市
の
中
心
部
な
ど
で
は
、
土
地
の
有
効
利
用
等
を
図



資料 3

る
観
点
か
ら
、
道
路
、
公
園
等
の
公
共
施
設
の
地
下
空
間

を
活
用
し
て
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
日
本
で
は
市
街
地
の
地
価
が
著
し
く
高
く
、
新
た

な
適
地
を
得
る
の
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

平成7年度末 五箇年計画中 平成12年度末

駐車場充足率= S / D

離論
約60% 約75%

134万台

2l6万台

36万台 170万台

226万台

(注 1 ) 駐車場は、 不特定多数に対する一時預かり駐車場。
(注 2 ) 供給量は過去 3ヵ年の増加台数の平均値をもとに推計。
(注 3 ) 需要量は平成 2年の道路交通センサスをも げこす性計。
(注 4 ) 駐車充足率 目よ、 市街地 (D I D ) における駐車場の需要量に

対する供給量の割合である。

参考 一時預かり駐車場の整備台数の推移

地
下
空
間
の
有
効
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
か
ら
有
料
融
資
事

業
等
の
無
利
子
融
資
制
度
に
よ
り
駐
車
場
整
備
を
進
め
て

き
た
が
、
地
下
駐
車
場
の
建
設
に
は
莫
大
な
資
金
を
要
す

平成 2年度末 第 5次交安五計中 平成7年度末 第 6 次交安五計中 平成12年度末

ノ′

充 足 率 = S / D

供 給 量 = S

?ち道路事業計

碆騎馨霊
-道路開発資奄

l需 要 量 - D

約50% 約60% 約75%

100万 34万 134万 36万 170万

4.2万 5.7万 9‐9万 6.0万 15 .9万

特定交安事業
有料融資事業
道路開発資金

1.1万

3 4 万

0 .5万

1,0万

4 .2万

0‐5万

2,1万

7.3万

1.0万

1.0万

4.0万

1.5万

3.1万

11.3万

200万 216万 226万

G主 1 ) 平成 2年度末の供給量は駐車場年報による調査

(注 2 ) ･平成 2年度の路上駐車台数は、 約100万台

･一方、 都市における一時預かり駐車場の整備台数は約100万台

･平成 2年度の駐車需要としては、 約200万台

　　　　
　　　　　

道路地下 76

沙も｣＼ぺ立体等25 !
公園地下 9 沿道地下 5

る
こ
と
か
ら
、
事
業
採
算
の
観
点
に
よ
り
、
必
ず
し
も
道

路
地
下
に
お
い
て
整
備
が
推
進
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
解
決
し
た
の
は
、
平
成
三
年
に
創
設
さ

れ
た
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
で
あ
る
。
駐
車
可

能
台
数
は
一
0
○
-
二
〇
〇
台
と
比
較
的
小
規
模
な
駐
車

場
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
補
助
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
採
算
に
難
の
あ
っ
た
駐
車
場
も
整
備

河川地下 1

有料道路融資事業等

道路地下 32 ル ー、!立体等 30

公園地下 16 沿道地下 7

※幹線箇所及び事業中箇所を対象。
※有料融資事業等はN T T - A 型事業を含む。



可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
の
地

下
空
間
を
活
用
し
た
駐
車
場
の
整
備
が
大
幅
に
進
む
こ
と

と
な

っ
た
も
の
で
あ
る

(資
料
4
)
。

ま
た
、
地
下
に
お
い
て
、
駐
輪
場
、
地
下
鉄
、
融
雪
槽

等
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
空
間
を
有

効
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(資
料
5
)。

と 下 可 資料 4 ー 2
ま な 空 能 有料道路融資事業等(こょる駐車場の整備箇所 昭和48年度 ~ 平成 7年度新規)
た つ 間 と

整 備 箇 所
箇 所 数

箇 所 名
完成 整備中 計

道路地下空間に整備
l5

箇所
17

箇所
32

箇所

神戸市 ハーバーランド第 1駐車場
岡山市 城下駐車場

芦屋市 JR 芦屋駅北駐車場

草加市 草加駅東口地下駐車場

与野市 北与野駅北口地下駐車場

練馬区 練馬駅北口地下駐車場 等

公園地下空間に整備
13

箇所
3

箇所
16

箇所

仙台市 匂当台公園地下駐車場

厚木市 厚木中央公園歩樹下駐車場
千代田区 清水谷公園地下駐車場 等

沿道≠也下空間に整備
2

箇所
5

箇所
7

箇所

旭川市 七条駐車場

福岡市 川端駐車場
神戸市 北野駐車場

立体式駐車場等
24

箇所
6

箇所
30

箇所

下館市 下館駅前駐車場
木更津市 木更津駅前西ロ駐車場
掛川市 掛川大手門駐車場 等

合 計
54

箇所
31

箇所
85

箇所

(注) 有料道路融資事業等は、 N T T‐A 型事業を含む。

交通安全事業による駐車場の整備箇所 (平成 3年度から平成 7年度新規)

整 備 箇 所
箇 所 数

箇 所 名
完成 整備中 計

道路地下空間に整備
0

箇所
76

箇所
76

箇所

青森市柳町地下駐車場

東京都中央区銀座七 ･八丁目駐車場
府中市府中駅南口駅前地下駐車場
金沢市武蔵地区地下駐車場
大阪市本町地下駐車場

高松市瓦町駅前駐車場

うち地下鉄と一体整備
0

箇所
5

箇所
5

箇所

東京都港区白金駐車場 (営団 7号線)

藤沢市湘南台駅前j也下駐車場

(横浜市営地下鉄 ･相模鉄道)
横浜市元町地下駐車場 (M M 21線)
大阪市桜橋地下駐車場 (片福連絡線)
神戸市和田岬駐車場 (地下鉄海岸線)

公園地下空間に整備
3

箇所
6

箇所
9

箇所

横浜市福富西公園地下駐車場
吹田市吹田西公園地下駐車場
和歌山市城北公園地下駐車場 等

河川地下空間に整備
0

箇所
1

箇所
1

箇所
東京都江戸川区新川地下駐車場

沿道地下空間に整備
4

箇所
l

箇所
5

箇所
高崎市高松第一駐車場 (市民ホール)
倉敷市中央第二駐車場 (市民ホール) 等

立体式駐車場等
12

箇所
13

箇所
25

箇所

甲府都市圏P & R 駐車場
大垣市大垣立体駐車場

神戸市舞子駅前駐車場

北九州市折尾駐車場 等

合 計
19

箇所
97

箇所
116

箇所

こ
の
た
め
、
沿
道
の
建
築
物
内
の
通
路
や
敷
地
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
駐
車
場
の
出
入
り
ロ
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
沿
道
の
建
築
物
内
に
設
け

た
駐
車
場
と
出
入
ロ
を
共
用
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
利

た 重 す な
駐 要 る こ ら

と な の な
日 な ど た い

っ し め o

て て 、

く 駐 ミ八

を
設
け
る
場
合
に
は
、
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
や
、
交

差
点
と
の
関
係
、
沿
道
と
の
関
係
等
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

駐
車
場
の
出
入
ロ
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
問

題
が
あ
る
。
幅
員
の
狭
い
道
路
に
あ
っ
て
は
、
道
路
や
出

入
ロ
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
な
場
合
が
多
い
。
道
路
の
幅

員
が
狭
く
な
く
と
も
、
道
路
の
車
線
を
減
ら
し
て
出
入
口

薬
物
と
の
接
続
)

六

地
下
駐
車
場
の
出
入
口
の
確
保
(沿
道
建



資料 5
有料融資駐車場と駐輪場との一体整備

(平成 8年 3月末現在)

都 市 名 箇 所 名 構造 駐車場 駐輪場

山 形 市 済生館前 立体 444台 410台

和歌山市 けやき大通り 地下 352台 2019台

三 田 市 新三田駅前 立体 280台 2360台

町 田 市 町田駅前 立体 250台 700台

特定交安駐車場と駐輪場との一体整備

(平成 8年 3月末現在)

都 市 名 箇 所 名 構造 駐車場 駐輪場

札 幌 市 札幌駅北口 地下 200台 700台

中 央 区 浜町公園 地下 200台 300台

藤 沢 市 湘南台駅前 地下 180台 830台

相模原市 相模原駅前 立体 200台 2,600台

名古屋市 大曽根駅前 地下 200台 590台

豊 橋 市 豊橋駅前 地下 200台 1,200台

京 都 市 出町柳 地下 180台 400台

吹 田 市 吹田西公園 地下 200台 2,000台

高 槻 市 高槻駅南 立体 160台 1,750台

神 戸 市 新長田駅前 地下 169台 410台

神 戸 市 和田岬 地下 140台 260台

神 戸 市 舞子駅前 立体 176台 200台

米 子 市 米子駅前 地下 200台 L ooo台

広 島 市 西新天地公共広場 地下 95台 500台

松 山 市 松山市役所前 地下 200台 500台

北九州市 折尾駅前 立体 102台 1ユ00台

高 松 市 瓦町駅前 地下 184台 L O16台

駐輪場はミニバイクも含む

地下鉄等との一体整備

(平成 8年 3月末現在)

都市名 箇 所 名 地 下 鉄 路 線 名

港 区
横浜市
藤沢市

大阪市

神戸市

白金駐車場

元町地下駐車場

湘南台駅前地下駐車場

桜橋地下駐車場

和田岬駐車場

営団 7号線

M M 21線

横浜市営 1号線、 相鉄いづみ野線

片福連絡線
神戸市営海岸線

5 箇所

防災施設との一体整備

(平成 8年 3月末現在)

都市名 駐 車 場 名 事 業 名

札幌市 札幌駅北ロ地下駐車場 雪寒事業 鍋虫雪槽)

資料 6 民間の駐車場等と一体的な駐車場 (事業中又は供用中)
(平成 8年 3月末現在)

都市名 地域名 有料駐車場 交安駐車明
民 間 駐 車 場

合 計 入 ロ 出 n
再開発ビル その他

府中市 府中駅南n 112台 308台 420台 再開発ビルのみ 両方

狛江市 狛江駅北ロ 103台 88台 191台 道路のみ (再開発ビル経由)道路

名古屋市 池下 190台 300台 490台 両方 両方

大阪市 大阪駅前 340台 873台 421台 1,634台 両方 両方

神戸市 新長田駅前 169台 63台 232台 道路のみ 道路のみ

神戸市 舞子駅前 176台 250台 426台 道路のみ 道路のみ

芦屋市 芦屋駅北 286台 579台 865台 両方 両方

伊丹市 宮ノ前 200台 170台 370台 両方 両方

奈良市 JR奈良駅 200台 316台 516台 両方 両方

生駒市 生駒駅北ロ l58台 326台 484台 両方 再開発ビルのみ

広島市 西新天地 95台 104台 199台 道路のみ 道路のみ

高松市 高松瓦町 184台 238台 422台 両方 民間ビルのみ

用
し
や
す
く
な
る
こ
と
、
駐
車
場
の
規
模
が
拡
大
し
利
用

効
率
が
向
上
す
る
こ
と
、
交
通
処
理
上
も
よ
り
適
切
な
も

の
と
な
る
こ
と
等
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

現
に
、
道
路
･
建
築
物
内
に
そ
れ
ぞ
れ
出
入
ロ
が
あ
る

場
合
、
入
ロ
は
道
路
･
出
口
は
建
築
物
内
に
あ
る
場
合
、

入
ロ
も
出
ロ
も
建
築
物
内
に
あ
る
場
合
な
ど
、
様
々
な
事

※民間の駐車場 (再開発ビル含む)の駐車台数は、一時預かり駐車場及び専用駐車場の合計。
※再開発ビル揉ま、都市再開発法に基づく市街地再開発事業により建築される施設建築物。
※大阪駅前の再開発ビルは、(旧)市街地改造法に基づく市街地改造事業により建築された施設建築物。



例
が
あ
る

(資
料
6
)。

事
例
で
は
、
民
間
駐
車
場
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に

よ
る
場
合
が
多
い
が
、
接
続
に
つ
い
て
比
較
的
容
易
に
合

意
形
成
が
図
ら
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
地
方

公
共
団
体
が
当
該
再
開
発
ビ
ル
の
車
路
の
床
を
取
得
し
て

い
た
り
、
都
市
計
画
事
業
で
あ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に

よ
る
再
開
発
ビ
ル
で
あ
る
た
め
将
来
に
わ
た
っ
て
あ
る
程

度
公
共
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る
な
ど
、

一
定
の
担

保
が
あ
り
、
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
度
よ
り
、
道
路
地
下
等
の
駐
車
場
と

民
間
駐
車
場
と
の
接
続
を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
主
体
が

整
備
す
る
駐
車
場
本
体
や
接
続
部
分
に
対
す
る
道
路
開
発

資
金
の
低
利
融
資
制
度
と
し
て

｢官
民
一
体
型
駐
車
場
整

備
事
業
｣
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七

地
下
空
間
を
利
用
し
彪
新
た
な
技
術

今
後
、
道
路
等
の
地
下
空
間
を
活
用
し
た
駐
車
場
整
備

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
建
設
費
の
低
減
、

経
済
的
な
施
工
法
の
開
発
、
機
械
式
駐
車
装
置
の
導
入
に

よ
る
収
容
効
率
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
地
下
の
駐
車
空
間
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

管
理
の
省
人
化
、
安
全
性
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
平
面

往
復
方
式
と
い
わ
れ
る
機
械
式
駐
車
装
置
の
適
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

平
面
往
復
方
式
駐
車
装
置
の
一
例
と
し
て
は
、
入
庫

(出
庫
)
の
際
に
降
車

(乗
車
)
す
る
入
庫
バ
i
ス

(出

庫
バ
ー
ス
)
と
格
納
部
と
の
間
を
昇
降
移
動
す
る
入
庫
リ

フ
ト

(出
庫
リ
フ
ト
)
で
構
成
さ
れ
る
。
格
納
部
は
複
数

の
格
納
段
か
ら
な
り
、
各
格
納
段
に
は
車
両
運
送
用
の
台

車
が
あ
り
、
台
車
走
路
の
両
側
に
は
自
動
車
を
納
め
る
格

納
ま
す
が
配
置
さ
れ
て
い
る

(資
料
7
)。

平
面
往
復
方
式
駐
車
装
置
は
、
下
記
の
と
お
り
処
理
能

力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

①

入
庫
位
置
と
出
庫
位
置
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
庫
動
作
と
出
庫
動
作
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

"る
0

②

利
用
者
が
入
庫

(出
庫
)
し
て
い
る
間
に
機
械
を
動

作
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

入
庫
リ
フ
ト

(出
庫
リ
フ
ト
)
の
昇
降
動
作
と
格
納

空
間
に
あ
る
各
台
車
の
走
行
動
作
を
並
行
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
o

④

制
御
技
術
の
向
上
や
セ
ン
サ
ー
技
術
の
進
歩
に
よ
り

台
車
や
リ
フ
ト
に
よ
る
車
両
の
高
速
搬
送
が
可
能
で
あ

る
%

ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

①

車
と
人
と
の
動
線
が
分
離
さ
れ
駐
車
場
内
の
事
故
が

減
少
す
る
。

②

利
用
者
が
自
ら
駐
車
場
場
所
を
探
す
必
要
も
な
く

｢前
進
入
庫
･
前
進
出
庫
｣
で
あ
る
こ
と
か
ら
誰
で
も

簡
単
に
駐
車
で
き
る
。

③

入
出
庫
バ
ー
ス
と
自
動
車
の
格
納
庫
が
完
全
に
分
離

さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
薄
暗
く
、
排
気
ガ
ス
臭
い
と
い

う
地
下
駐
車
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
も
の
で
あ
る
。

④

従
来
の
機
械
式
よ
り
高
速
で
出
庫
で
き
る
こ
と
か
ら
、

待
ち
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
平
面
往
復
方
式
駐
車
場
は
、
資
料
7
の
よ
う

に
、
台
車
走
路
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は

細
長
い
形
状
の
土
地
が
適
し
て
お
り
、
道
路
地
下
空
間
を



活
用
す
る
場
合
に
た
い
へ
ん
効
果
的
で
あ
る
。
道
路
幅
員

が
狭
い
場
合
で
あ
っ
て
も
効
率
よ
く
収
納
が
可
能
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
道
路
地
下
で
こ
の
技
術
が
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八

こ
れ
か
ら
の
駐
車
場
整
備

土
地
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
都
市
の
中
心
部
で
駐
車

場
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
･
公
園
･
河
川
の

上
下
空
間
な
ど
公
丑
免
エ間
の
有
効
活
用
、
地
下
鉄
、
物
流

拠
点
、
防
災
拠
点
等
と
の
一
体
的
整
備
、
公
共
駐
車
場
と

民
間
駐
車
場
の
共
同
整
備
･
接
続
整
備
、
立
体
道
路
制
度

の
活
用
に
よ
る
建
築
物
一
体
整
備
等
を
図
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
整
備
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

特
に
、
民
間
駐
車
場
等
と
の
沿
道
建
築
物
で
の
車
路
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
｢担
保

が
と
れ
な
い
｣
や

｢道
路
管
理
上
や
や
こ
し
い
｣
な
ど
、

消
極
的
な
対
応
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
交
通
処
理
、
利
用
者
の
利
便
の
増
進
、
事
業
費
の
節

減
等
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
駐

車
場
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
民
間
駐
車
場
と
の

接
続
や
建
築
物
内
で
の
車
路

(出
入
ロ
)
の
確
保
を
検
討

し
、
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

駐
車
対
策
は
、
徐
々
に
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。
東
京

都
内
及
び
大
阪
府
内
に
お
け
る
瞬
間
路
上
駐
車
台
数
は
、

法
改
正
前
と
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
%
、
二
0
%
減
少

し
て
い
る

(資
料
8

警
視
庁
調
べ
)。

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
相
当
数
の
路
上
駐
車
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
適

正
な
交
通
機
関
の
分
担
の
も
と
、
駐
車
場
の
整
備
･
有
効

利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
交
通
規
制
･
取
り
締
ま

猟
平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年 平成 5 年 平成 6 年

東
京
都
内

瞬間路上駐車台数

(指数)
23万 1 千台

100

21万 5 千台

93

台7

視
坊 台蜥

お
坊 16万 5 千台

71

うち違法駐車台数 20万 5 千台 拾坊 台千RU万15 台千11坊 台千Qu坊リム
大
阪
府
内

瞬間路上駐車台数

(指数)

36万 7 千台

loo

台珊 檜掬 台爾
台許

"
坊

うち違法駐車台数 3l万 1 千台 台千お" 台千nU坊り乙 台千自生坊リム 拾杤
(注 1 ) 東京都は各年 4、 5月警視庁調査、 大阪府は各年 5月大阪府轡調査。
(注 2 ) 指数は、 平成 2年度の瞬間路上駐車台数を100としたもの。

り
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
道
路
の
利
用
者
で
あ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
モ
ラ
ル
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。



遭
略
地
下
剩
騙
⑭
騨
状
と
騨
塾

穴
深
廳
地
下
利
用
の
検
討
に
つ
い
て

.1
臨
時
大
深
度
地
下
利
用
調
査
会
の
設
置
-

建
設
省
建
設
経
済
局
調
整
課

鎌
原

宜
文

昨
年
六
月
に
臨
時
大
深
度
地
下
利
用
調
査
会
設
置
法
が

成
立
し
、
大
深
度
地
下
利
用
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
な
検
討
を
行
う
臨
時
大
深
度
地
下
利
用
調
査
会
が

設
置
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

1

大
深
度
地
下
利
用
構
想
に
つ
い
て

大
深
度
地
下
利
用
構
想
と
は
、
大
都
市
圏
等
に
お
け
る

社
会
資
本
整
備
の
着
実
な
進
展
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
土

地
所
有
者
に
よ
る
通
常
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
大
深
度
地
下
空
間
を
公
共
的
な
施
設
整
備
に
利

用
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

こ
の
大
深
度
地
下
利
用
構
想
の
特
徴
と
し
て
は
、
社
会

資
本
整
備
の
緊
急
性
及
び
当
該
空
間
が
土
地
所
有
者
に
よ

る
通
常
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
空
間
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
迅
速
な
大
深
度
地
下
使
用
権
の
設
定
を
可
能
と

す
る
制
度
の
創
設
や
、
権
利
設
定
の
た
め
に
土
地
所
有
者

の
利
用
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
専
門
的
に
調
査
審
議

に
支
払
う
補
償
を
原
則
と
し
て
不
要
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
大
深
度
地
下
と
は

大
深
度
地
下
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
土
地
所

有
者
等
の
通
常
の
利
用
が
行
わ
れ
な
い
地
下
、
具
体
的

に
は
、
建
築
物
の
地
下
室
が
通
常
存
す
る
深
さ
よ
り
下

で
、
か
つ
、
建
築
物
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤

よ
り
下
の
地
下
を
指
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

2

臨
時
大
深
度
地
下
利
用
調
査
会
の
設
置
に
つ
い
て

平
成
七
年
六
月
に
、
議
員
立
法
に
よ
り
、
臨
時
大
深
度

地
下
利
用
調
査
会
設
置
法
が
成
立
し
、
同
法
に
基
づ
き
、

大
深
度
地
下
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用
の
確
保
と
そ
の

公
共
的
利
用
の
円
滑
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
大
深
度
地
下

す
る
機
関
と
し
て
、
総
理
府
に
、
臨
時
大
深
度
地
下
利
用

調
査
会

(以
下

｢調
査
会
｣
と
い
う
。)が
設
置
さ
れ
た
。

3

調
査
会
の
概
要

①

調
査
会
の
目
的
及
び
設
置

土
地
利
用
に
関
す
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
か

ん
が
み
、
大
深
度
地
下
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用

の
確
保
と
そ
の
公
共
的
利
用
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
調
査
会
は
総
理
府

に
置
か
れ
、
そ
の
庶
務
は
国
土
庁
が
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

②

所
掌
事
務

調
査
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
大

深
度
地
下
の
利
用
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
広



く
、
か
つ
、
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
大
深
度
地
下

の
利
用
に
関
す
る
基
本
理
念
及
び
施
策
の
基
本
と
な

る
事
項
並
び
に
大
深
度
地
下
の
公
共
的
利
用
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調

査
審
議
す
る
o

③

答
申
等
の
尊
重

内
閣
総
理
大
臣
は
、
調
査
会
の
答
申
及
び
意
見
を

受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
国

会
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

④

組
織

調
査
会
は
、
委
員
三
一人
以
内
で
組
織
す
る
と
と

も
に
、
委
員
は
、
大
深
度
地
下
の
利
用
に
関
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
、
国
会
の
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
す
る
。
ま
た
、
調
査
会
に
は
、
専
門
の
事

項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
専
門
委
員
及
び
部
会

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

(構
成
員
)

会

長

味
寸

治

弁
護
士
･
元
最
高
裁
判

弁
護
士
･
元
最
高
裁
判

所
判
事

日
本
大
学
理
工
学
部
教

授日
本
労
働
組
合
総
連
合

会
会
長

中
部
大
学
工
学
部
教
授

大
阪
大
学
経
済
学
部
客

味
村

会
長
代
理

岸
谷

孝
一

委

員

芦
田
甚
之
助

植
下

協

大
田

弘
子

鎌
田

薫

五
代
利
矢
子

今
田

徹

鈴
木

精
二

鈴
木

礼
治

藤
田

宙
靖

松
本

嘉
司

⑤

資
料
提
出
そ
の
他
の
協
力

調
査
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長

及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
、
資
料
の

提
出
、
意
見
の
開
陳
等
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す

る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
れ

以
外
の
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑥

存
続
期
間

調
査
会
の
設
置
期
間
は
三
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。

4

調
査
会
に
お
い
て
今
後
検
討
さ
れ
る
事
項

調
査
会
に
お
い
て
は
、
今
後
、
法
制
面
、
技
術
面
、
安

全
面
、
環
境
面
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
専
門
的
な

員
助
教
授

早
稲
田
大
学
法
学
部
教

授評
論
家

東
京
都
立
大
学
工
学
部

教
授

三
菱
化
学
株
式
会
社
相

談
役

愛
知
県
知
事

東
北
大
学
法
学
部
教
授

東
京
理
科
大
学
理
工
学

部
教
授

検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、

○
大
深
度
地
下
に
土
地
所
有
権
が
及
ぶ
の
か
ど
う
か

○
土
地
所
有
権
が
及
ぶ
と
し
た
場
合
、
損
失
･
補
償
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

○
土
地
所
有
権
制
限
の
考
え
方
、
大
深
度
地
下
を
利
用

す
る
権
利
の
性
格

○
大
深
度
地
下
の
定
義
･
範
囲
の
考
え
方

○
適
用
地
域
、
適
用
事
業

○
安
全
の
確
保
(耐
震
性
、
工
事
中
･
供
用
中
の
安
全
、

防
災
、
避
難
)

○
環
境
の
保
全

(地
下
水
へ
の
影
響
、
地
盤
沈
下
、
土

壌
の
汚
染
等
)

○
事
業
者
間
の
調
整
方
法
の
確
立

等
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
o

調
査
会
の
開
催
状
況

第
1
回

平
成
7
年
11
月
9
日

第
2
回

物
月
14
日

第
3
回

平
成
8
年
1
月
30
日

6

技
術
･
安
全
･
環
境
部
会
の
設
置

(平
成
八
年
一
月

三
〇
日
)

大
深
度
地
下
空
間
の
利
用
に
関
す
る
制
度
の
確
立
に
当

た
っ
て
は
、
土
地
所
有
権
の
考
え
方
、
補
償
･
損
害
賠
償

の
要
否
等
の
法
制
度
に
関
す
る
課
題
、
安
全
の
確
保
、
環



境
の
保
全
等
の
技
術
に
関
す
る
課
題
等
、
事
前
に
解
決
す

べ
き
課
題
が
数
多
く
あ
る
。

特
に
、
技
術
、
環
境
、
安
全
の
分
野
の
調
査
審
議
に
当

た
っ
て
は
、
各
々
専
門
的
な
知
見
、
経
験
等
を
必
要
と
す

る
こ
と
に
加
え
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
極
め
て
多
岐
に
わ

た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
国
臨
時
大
深
度
地
下

利
用
調
査
会
に
お
い
て
、
技
術
･
安
全
･
環
境
部
会

(以

下

｢部
会
｣
と
い
う
。
)
の
設
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の

部
会
に
お
い
て
今
後
検
討
さ
れ
る
事
項

○
技
術
に
関
す
る
分
野

･
掘
削
技
術
等
の
到
達
し
て
い
る
水
準

･
地
下
調
査
技
術
、
設
計
技
術

･
土
地
所
有
者
等
が
通
常
利
用
し
て
い
る
空
間
へ
の
影

響
･
大
深
度
地
下
空
間
に
お
け
る
施
設
が
備
え
る
べ
き
構

造
上
の
条
件

･
大
深
度
地
下
の
定
義

(地
質
･
地
盤
構
造
、
地
下
空

間
の
利
用
状
況
等
か
ら
の
検
討
)

･
経
済
性

○
環
境
に
関
す
る
分
野

･
地
盤
沈
下
、
陥
没
の
防
止

･
地
下
水
汚
染
、
地
下
水
･
温
泉
の
流
況
変
化
の
防
止

･
工
事
中
･
供
用
中
の
地
下
水
の
汲
上
げ

･
土
壌
汚
染
の
防
止

･
有
害
ガ
ス
へ
の
対
策

○
安
全
に
関
す
る
分
野

･
地
震
対
策

･
浸
水
･
冠
水
、
湧
水
対
策

･
排
気
、
排
水
、
換
気
対
策

･
火
災
、
爆
発
へ
の
対
応
等
消
防
上
の
対
策

･
安
全
な
避
難
の
た
め
の
対
策

･
停
電
対
策

･
犯
罪
、
事
故
防
止
対
策

･
漠
然
と
し
た
不
安
感
の
払
拭
、
精
神
衛
生
上
の
対
策

②

部
会
委
員

部
会
長

部
会
長
代
理

委

岸
谷

孝
一

松
本

嘉
司

植
下

協

五
代
利
矢
子

今
田

徹

日
本
大
学
理
工
学
部
教
授

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部

教
授

中
部
大
学
工
学
部
教
授

評
論
家

東
京
都
立
大
学
工
学
部
教

授日
本
開
発
銀
行
企
画
部
長

警
視
庁
警
備
部
災
害
対
策

課
長

日
本
電
信
電
話
㈱
サ
ー
ビ

ス
生
産
本
部
理
事
設
備
企

画
部
長

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
建

設
本
部
副
本
部
長

東
京
電
力
㈱
理
事
建
設
部

長

河
田

博
之

黒
川

杉
本

有
養

園
田
眞
理
子

辻
本

誠

陶
野

郁
雄

中
村

高
也

橋
元

良
明

長
谷
川
逸
子

水
谷

敏
則

村
岡

浩
爾

森
地

茂

森
野

美
徳

山
本

毅
史

吉
田

あ
こ 洸

拙
土
木
学
会
地
下
空
間
研

究
委
員
会
委
員

東
京
工
業
大
学
総
合
理
工

学
研
究
科
教
授

東
京
消
防
庁
予
防
部
長

鰯
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
主

任
研
究
員

名
古
屋
大
学
工
学
部
教
授

国
立
環
境
研
究
所
水
土
壌

環
境
部
地
下
環
境
研
究
室

長鰤
水
道
管
路
技
術
セ
ン

タ
ー
常
務
理
事

東
京
大
学
社
会
情
報
研
究

所
助
教
授

長
谷
川
逸
子
建
築
計
画
工

房
㈱
代
表
取
締
役

建
設
省
土
木
研
究
所
企
画

部
長

大
阪
大
学
工
学
部
教
授

東
京
工
業
大
学
工
学
部
教

授日
本
経
済
新
聞
社
編
集
局

地
方
部
編
集
委
員

問
地
盤
工
学
会
長
期
財
務

計
画
推
進
委
員
会
委
員

筑
波
技
術
短
期
大
学
教
授

専
門
委
員

荒
木

幹
夫

伊
藤

信
義

上
野

至
大

大
門

信
之

上
條

一貫



平
成
六
年
度
の
道
路
関
係
の
判
例
紹
介

(そ
の
一
)

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

llll1l!Illl1ll===llI==lIl川田川洲====川菱川=lll=1l1======l匙

一
は
じ
め
に

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
で
は
例
年
四
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
全
国
の
道
路
管
理
者

(地
方
建
設
局
、
都

道
府
県
、
市
町
村
、
公
団
及
び
公
社
)
に
お
願
い
し
て
、

道
路
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
翌
年
の

三
月
頃
に
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

今
般
、
平
成
六
年
度
分
の
調
査
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る

の
で
、
本
誌
で
順
次
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
ず
、
今
号
で
は
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
を
11
の
類
型
に

分
類
し
、
二
号
に
わ
た
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
次

号
で
は
そ
の
後
半
部
を
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
号
で
は
全
国

の
訴
訟
、
示
談
の
件
数
や
そ
の
金
額
の
統
計
の
結
果
を
紹

介
す
る
予
定
で
あ
る
。

二

平
成
六
年
度
判
決
の
概
要

地
方
建
設
局

(直
轄
国
道
)、
都
道
府
県

(補
助
国
道

及
び
都
道
府
県
道
)、
市
町
村

(市
町
村
道
)、
日
本
道
路

公
団

(高
速
自
動
車
国
道
及
び

一
般
有
料
道
路
)、
首
都

及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団

(首
都
及
び
阪
神
高
速
道
路
)、

道
路
公
社

(公
社
管
理
の
有
料
道
路
、
高
速
道
路
公
社
を

含
む
)
の
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
平
成
六
年
度
中
に
判

決
を
受
け
た
案
件
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
総
数

は
二
六
件
で
あ
る
。

全
体
の
有
責
･
無
責
の
割
合
に
つ
い
て
は
二
六
件
中
二

一
件
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
は
鉦
坐
貝
(勝
訴
)
と
さ
れ
、

残
り
の
五
件
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
に
何
ら
か
の
責
任
が

認
め
ら
れ
た
。

道
路
管
理
者
別
の
内
訳
は
、
地
方
建
設
局
五
件
、
都
道

府
県
一
一
件
、
市
町
村
七
件
、
日
本
道
路
公
団
三
件
、
で

あ
り
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び

道
路
公
社
に
お
い
て
は
平
成
六
年
度
言
い
渡
し
の
判
決
は

な
か
っ
た
。

裁
判
の
審
級
別
の
状
況
は
地
方
裁
判
所
及
び
簡
易
裁
判

所

(第
一
審
)
が
一
六
件
、
高
等
裁
判
所

(控
訴
審
)
が

九
件
、
最
高
裁
判
所

(上
告
審
)
が
一
件
で
あ
る
。

事
故
の
態
様
別
の
内
訳
は
、
穴
ぼ
こ
･
段
差
に
関
す
る

も
の
が
四
件
、
ス
リ
ッ
プ
に
関
す
る
も
の
が
一
件
、
障
害

物
に
関
す
る
も
の
が
二
件
、
道
路
崩
壊
に
関
す
る
も
の
が

一
件
、
家
屋
浸
水
に
関
す
る
事
件
が
一
件
、
路
肩
で
発
生

し
た
事
故
に
関
す
る
も
の
が
五
件
、
道
路
構
造
に
関
す
る

も
の
が
二
件
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
不
備
に
関
す
る
も

の
が
五
件
、
側
溝
の
蓋
不
全
に
関
す
る
も
の
が
一
件
、
道

路
環
境
に
関
す
る
も
の
が
一
件
、
そ
の
他
の
事
件
が
三
件



別表

番号 類型 事 件 名 道路種別 道 路 、 事 故 の 状 況 被害状況 結果 過失相殺 裁 判 所 年月 日

1 1 兵庫国道372号歩行者段差転倒事件 補助国道 グレーチング周辺の突起したコンクリート角で転倒 1名負傷 無塀書鼬 神戸地裁 6 .11‐30

2 1 大分県道穴ぼこ原付転倒事件 県道 原付がマンホール凹部で転倒負傷した 1名負傷 有責 6割 福岡高裁 7 . 3. 8

3 1 北海道道穴ぼこ自転車転倒事件 道道 自転車で走行中、 直径約1oc血深さ 7 ~ 8 cmの穴で転倒 1名負傷 無蓑 札幌地裁 6 . 8 .31

4 1 札幌市道歩道陥没転落事件 市道 歩行中アスファルトが陥没し下の空洞に転落した 1名負傷 無責 札幌地裁 6･ 9 . 8

5 2 山梨国道413号トンネル内スリップ事件 補助国道 自動二輪車がトンネル内でスリップ転倒して後続の乗用車が衝突 2名負傷 無責 横浜地裁 7. L 20

6 3 束名高速道路路上落下物衝突事件 有料道路 道路上にバンパーが落下しており、 それにより車両破損 車両損害 無蓑 東京簡裁 6 .12 .26

7 3 大津市道トラック電柱衝突事件 市道 拡幅工事により電柱が中央よりに位置することとなり衝突 1名負傷 有責 5割 大阪高裁 6.12･13

8 4 横浜市道民地崖崩壊家屋倒壊事件 市道 台風で道路からの排水が民地崖を崩落させた 2名負傷 無垢蓑 東京高裁 7 . 1 .25

9 5 大分国道212号原付緑石衝突転倒事件 補助国道 原付が路嶺=帯内を通行中19cmの緑石に衝突転倒し死亡した 1名死亡 無責 大分地裁日田支部 6.12.21

10 5 広島県道迂回路(芸北町道)路肩崩壊事件 町道 県道の迂回路としての町道の路肩が崩落した 車両損傷 無責 広島高裁 7 - 2 .20

11 5 東予市道ショベルローダー転落事件 市道 拡幅工事中路肩からショベルローダーが河川に転落した 1名死亡 無彰青" 松山地裁 7 . 3 .15

12 5 新潟国道 8号原付自転車転倒事件 直轄国道 原付が先行車両を追い越すため路肩に侵入し泥土により転倒 1名死亡 有責 7割 新潟地裁高田支部 6. 9 .22

13 5 滋賀国道161号自動二輪車転倒事件 直轄国道 原付が先行車両を追い越すため路肩に侵入し転倒 1名死亡 有貴 8割 大津地裁 7‐ 1.10

14 6 静岡国道 1号自動二輪車転倒事件 直轄国道 S 字カーブを曲がりきれず、 対向車線に侵入して衝突 1名死亡 無責 東京高裁 7. 9･27

15 6 青森県道下田町道交差点二輪車衝突事件 県道 Y 字交差点において一時停止せず侵入し、 トラックと衝突 1名死亡 無責 東京高裁 6 ･ 7.27

16 7 沖縄県道工事家屋浸水事件 県道 工事に当たっての仮排水及び側溝の設備が不全なため浸水した 家屋損害 無責 那覇地裁 6.10 .11

17 8 岡山国道313号拡幅部自動車転落事件 補助国道 未舗装から舗装部へ入った所でカーブを曲がりきれず川に転落 2名死亡 無責 広島高裁岡山支部 6. 8. 2

18 8 岩手県道ガードレール衝突事件 県道 トラックがカーブを曲がりきれずガードレールを破って転落 1名死亡 無責 盛岡地裁一関支部 6. 6 . 8

19 8 三重県飯高町道幼児倶洪溝転落事件 町道 幼児が自転車で防護柵のない箇所から転落した 1名負傷 無責 滓地裁 6-12 .27

20 8 愛媛国道11号歩行者転落事件 直轄国道 歩行者がガードレールの外根りを歩道と見誤り落下 1名負傷 無鰺薔" 福岡地裁 6･11.29

21 8 岐阜国道L56号自動車転落事件 補助国道 自動車が走行中カーブの部分で逸脱しダム湖に転落 1名死亡 無蓑 名古屋高裁 6.11･29

22 9 直方市道歩行者側溝転落事件 市道 対向車両の照明に幻惑され無蓋側溝に転落した 1名負傷 無責 福岡地裁直方支部 6 .11. 1

23 10 愛媛県道建築差止請求事件 県道 県道供用により騒音、 照明等のため酪農に支障がでると提訴 環境 無黄 松山地裁西条支部 7 . 2.28

24 11 道央自動車道多重衝突事件 有料道路 追越車線を走行中の除雪車に気づき減速し、 後方から追突された 車両損傷 有責 なし 札幌地裁 6.10.31

25 11 岐阜国道258号般若谷トンネル内追突事件 直轄国道 トンネル入り口で追い越しのため第二車線に出て清掃車に追突 1名負傷 無責 名古屋高裁 7. 1-19

26 11 中国縦貫道清掃車砂ぼこり追突事件 有料道路 路面清掃車の砂ぼこり“こより、 ブレーキをかけた先行車に追突 車両損害 無責 最高裁 6. 4 . 8

類型 1 :穴ぼこ ･段差に関するもの。 2 :スリップに関するもの。 3 :障害物 ･落下物に関するもの。 4 :排水施設に関するもの。 5 :路肩部分で起こった事故に関するもの。 6 :道路構造

に関するもの。 7 :工事不全に関するもの。 8 :ガードレールに関するもの。 9 :供=溝の蓋に関するもの。 10 :道路の環境に関するもの。 11 :その他。



で
あ
る
。

三

事
故
の
形
態
別
の
判
決
の
紹
介

◎

穴
ぼ
こ
･
段
差
に
関
す
る
も
の

穴
ぼ
こ
･
段
差
に
関
す
る
判
決
は
四
件
あ
り
、
そ
の
中

で
は
三
件
が
道
路
管
理
者
は
鉦
坐
貝
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一

件
に
つ
い
て
有
責
と
さ
れ
て
い
る
。

①
有
責
例

の

大
分
県
道
穴
ぼ
こ
原
付
転
倒
事
件

へ確
定
〉

福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
七
年
三
月
八
日
判
決
、
平

成
六
年
困
第
一
四
一
号

(原
審
…
大
分
地
方
裁
判
所
平
成
六
年
一
月
一
四

日
判
決
、
平
成
二
年
例
第
五
二
三
号
)

へ事
件
の
概
要
〉

原
告
は
、
昭
和
六
二
年
一
月
二
九
日
午
前
八
時
五

分
頃
、
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
て
、
大
分
市
大

字
賀
来
字
車
木
地
先
の
大
分
県
道
大
分
狭
間
バ
イ
パ

ス
上
を
狭
間
方
面
か
ら
大
分
市
街
地
方
面
に
向
け
て

走
行
中
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ロ
環
取
り
替
え
の
た
め
に

円
形
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
中
心
に
一
辺
二
m
の
正
方

形
に
掘
削
し
、
砕
石
が
敷
か
れ
て
い
た
部
分
と
の
三

m
の
段
差
に
よ
っ
て
転
倒
し
頭
部
を
打
ち
脳
挫
傷
の

障
害
を
負
っ
た
も
の
で
あ
る
。

へ判
決
要
旨
〉

(第
一
審
)

本
件
工
事
部
分
の
砕
石
は
機
械
に
よ
り
転
圧
し
た

の
管
理
者
及
び
工
事
担
当
者
に
お
い
て
は
、
防
護

の
み
で
あ
り
、
一
般
車
両
の
通
行
の
用
に
開
放
さ

れ
た
後
に
徐
々
に
砕
石
が
飛
散
し
路
面
と
の
段
差

が
生
じ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
原
告
の
転
倒
原
因

は
こ
の
段
差
や
路
面
状
態
の
変
化
に
あ
る
も
の
と

い
わ
ざ
る
得
な
い
。

･
原
告
は
免
許
取
得
か
ら
年
数
も
経
過
し
て
お
り
、

ま
た
、
事
故
時
の
走
行
速
度
は
三
○
如
-
四
○
如

程
度
の
通
常
の
範
囲
内
で
あ
り
、
そ
の
程
度
か
ら

転
倒
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
件
道
路
は
二
輪

車
の
走
行
に
つ
き
道
路
の
安
全
性
に
問
題
が
あ
っ

た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

･
し
た
が
っ
て
、
掘
削
部
を
砕
石
で
埋
め
戻
し
て
転

圧
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
速
や
か
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
舗
装
し
、
あ
る
い
は
工
事
部
分
が
存
在
す
る

こ
と
を
示
す
看
板
等
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
通
行

車
両
に
危
険
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
道
路
管
理

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。

･
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
注
意
義
務
の
欠

如
と
加
速
進
行
を
し
た
こ
と
を
考
慮
し
て
四
割
と

す
る
。

(控
訴
審
)

･
本
件
工
事
部
分
は
、
直
進
車
線
と
左
折
車
線
の
区

分
線
上
に
あ
り
、
通
常
、
原
付
自
転
車
の
通
行
が

予
想
さ
れ
る
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
道
路

柵
を
設
け
る
か
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
標

識
又
は
車
両
を
本
件
工
事
部
分
を
避
け
る
よ
う
に

誘
導
す
る
矢
印
識
を
設
け
る
な
ど
し
て
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
も

の
で
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
る
べ
き
通
行
上
の

安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

･
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、
被
控
訴
人
に
お
い
て
、

原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
す
る
に
際
し
、
前
方
を

注
視
し
、
進
路
の
安
全
を
確
認
し
、
安
全
な
方
法

で
進
行
す
べ
き
注
意
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
り
、
右

過
失
が
本
件
事
故
の
一
因
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
の
で
、
六
割
を
相
当
と
す
る
。

②

無
責
例

D

札
幌
市
道
歩
道
陥
没
転
落
事
件
へ確
定
〉

札
幌
地
方
裁
判
所
平
成
六
年
九
月
八
日
判
決
、
平

成
四
年
例
第
二
〇
二
三
号

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
元
年
一
一
月
二
日
午
前
六
時
四
〇
分
頃
、
札

幌
市
西
区
発
寒
地
先
市
道
の
歩
道
上
に
お
い
て
歩
行

中
の
原
告
が
出
勤
の
た
め
歩
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

歩
道
が
突
然
陥
没
し
、
陥
没
箇
所
か
ら
舗
装
部
分
の

下
に
で
き
て
い
た
空
洞
に
転
落
し
腰
椎
捻
挫
等
の
傷

害
を
お
っ
た
。
本
件
訴
訟
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
札

幌
市
と
配
水
管
埋
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
工
事
会
社

3 4 道イテセ 96,3



の
双
方
が
訴
え
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。

つ
れ
て
散
歩
中
、
歩
道
上
の
用
水
路
の
鉄
蓋
周
辺
の

〈判
決
要
旨
〉

己
し

と

m
呈

1
1
ト

B
ト
こ

･
本
件
空
洞
を
生
じ
た
原
因
は
配
水
管
埋
設
工
事
の

後
の
通
水
の
際
、
仕
切
り
弁
の
閉
塞
が
不
十
分
で

あ
っ
た
た
め
、
本
件
事
故
現
場
を
含
む
付
近
一
帯

に
漏
水
状
態
が
発
生
し
、
右
漏
水
が
本
件
事
故
現

場
付
近
歩
道
の
舗
装
し
た
部
分
の
土
砂
を
流
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

･
工
事
会
社
に
は
必
要
な
点
検
を
十
分
に
行
わ
な
か
っ

た
過
失
が
認
め
ら
れ
る
が
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

札
幌
市
に
お
い
て
は
、
空
洞
の
発
生
が
深
夜
で
、

事
故
の
発
生
は
早
朝
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
す
る

と
、
空
洞
の
発
生
を
知
り
又
は
知
る
可
能
性
は
な

か
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
事
故
発
生
を
阻
止

し
う
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
被
告
札
幌
市
が
道
路
管
理
を
怠
っ
た
と
い
う

瑕
疵
に
よ
り
本
件
事
故
が
発
生
し
た
と
は
い
え
な

い
。

の

兵
庫
国
道
三
七
二
号
歩
行
者
段
差
転
倒
事
件へ確

定
〉

神
戸
地
方
裁
判
所
平
成
六
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
、

平
成
五
年
例
第
六
九
七
号

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
四
年
七
月
二
二
日
午
前
九
時
三
〇
分
頃
、
兵

庫
県
姫
路
市
飾
東
町
山
崎
地
先
の
一
般
国
道
三
七
二

号
の
北
側
歩
道
を
原
告

(三
八
歳
、
女
性
)
が
犬
を

突
起
し
た
五
皿
程
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
角
部
分
に
足

を
引
っ
か
け
て
転
倒
し
、
右
手
指
骨
折
等
の
傷
害
を

負

っ
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
五
鰤
の
突
起
を
も
っ
て
、
本
件
歩
道
に
歩
道
と
し

て
の
安
全
性
を
欠
く
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

･
グ
レ
ー
チ
ン
グ
部
分
は
歩
道
の
中
で
も
歩
行
に
注

意
を
要
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
外
観
か
ら

明
白
で
あ
り
、
か
か
る
部
分
に
本
件
程
度
の
角
の

突
起
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
通
常
の
歩
行

者
が
予
想
で
き
な
い
危
険
な
凹
凸
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

の

北
海
道
道
穴
ぼ
こ
自
転
車
転
倒
事
件

へ確
定
〉

札
幌
地
方
裁
判
所
平
成
六
年
八
月
三
一
日
判
決
、

平
成
四
年
の
第
五
〇
八
一
号

へ事
故
の
概
要
〉

(原
告
の
主
張
で
は
、)平
成
元
年
五
月
二
五
日
午

後
六
時
三
〇
分
頃
北
海
道
雨
竜
郡
北
竜
町
地
先
道
道

増
毛
稲
田
線
路
上
を
自
転
車
で
通
行
し
て
い
た
と
こ

ろ
直
径
一
○
伽
深
さ
七
な
い
し
八
釦
の
舗
装
検
査
体

(
コ
ア
)
の
抜
き
取
り
跡
に
黒
色
の
直
径
五
伽
長
さ

=
伽
の
細
長
い
石
が
落
ち
込
み
、
石
の
一
部
が
突

き
出
し
て
い
た
た
め
、
自
転
車
の
前
輪
が
穴
に
落
ち

込
む
と
と
も
に
石
の
突
出
部
分
に
衝
突
し
転
倒
、
負

傷
し
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
証
拠
に
よ
れ
ば
事
故
当
時
本
件
現
場
に
直
径
五
な

い
し

一
○
血
の
穴
が
開
存
し
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
右
穴
が

コ
ア
の
抜
き
取
り
跡
の
穴
で
あ
っ
た
と
認
め
る
に

足
り
な
い
。

･
石
の
存
在
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。

･
原
告
の
証
言
は
変
遷
し
、
符
合
し
な
い
部
分
も
多

く
、
そ
の
他
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
原
告
が
穴
に
自

転
車
の
タ
イ
ヤ
を
落
ち
込
ま
せ
て
転
倒
し
た
と
認

め
る
に
足
り
な
い
。
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②

ス
リ
ッ
プ
に
関
す
る
も
の

ス
リ
ッ
プ
に
関
す
る
事
件
は
一
件
の
み
で
あ
り
、
道
路

管
理
者
は
無
責
と
さ
れ
て
い
る
o

山
梨
国
道
四
一
三
号
ト
ン
ネ
ル
内
ス
リ
ッ
プ
事
件

へ原
告
控
訴
〉

横
浜
地
方
裁
判
所
平
成
七
年
一
月
二
〇
日
判
決
、

平
成
二
年
の
第
八
一
一
号

へ事
件
の
概
要
〉

昭
和
六
三
年
四
月
九
日
午
後
二
時
五
〇
分
頃
、
山

梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
地
先
の
一
般
国
道
四
一
三
号

山
伏
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
原
告
が
自
動
二
輪
車
で

走
行
中
、
前
方
に
バ
ス
が
停
止
し
て
い
る
の
を
認
め

た
た
め
対
向
車
線
に
侵
入
し
た
と
こ
ろ
転
倒
し
、
相



被
告
の
運
転
す
る
普
通
乗
用
自
動
車
が
転
倒
し
て
横

臥
し
て
い
た
原
告
に
衝
突
し
、
負
傷
し
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
本
件
事
故
当
時
の
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
坑
ロ
付
近
が

除
雪
作
業
の
際
排
土
板
か
ら
横
に
は
み
出
し
た
雪

が
車
道
両
端
の
監
査
廊
に
溜
ま
り
、
車
道
路
面
上

に
も
除
雪
さ
れ
ず
に
残

っ
た
雪
が
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
あ
る
い
は
圧
雪
さ
れ
一
部
凍
結
し
た
状
態
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
路
面
状
況
は
全
体
と
し
て
自
動
二

輪
車
の
走
行
に
と
っ
て
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
こ

と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
に
至
る
ま
で
の
当
該
道
路
上
は
、

路
肩
あ
る
い
は
日
陰
部
分
の
路
面
上
に
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
状
に
な
っ
た
雪
が
残
っ
て
い
た
が
、
路
面
は
ほ

ぼ
乾
い
て
い
る
状
態
で
あ
り
、｢
こ
の
先
路
面
凍
結

ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
｣、
｢こ
れ
よ
り
先
路
面
凍
結
の

た
め
注
意
し
て
下
さ
い
｣、
｢路
面
凍
結
ス
リ
ッ
プ

注
意
｣
等
の
路
面
凍
結
を
警
戒
さ
せ
る
大
小
の
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

･
路
面
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
る
か

否
か
の
判
断
は
、
道
路
の
危
険
性
の
有
無
、
管
理

者
の
管
理
状
況
等
と
道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
運

転
者
に
期
待
し
う
る
危
険
防
止
措
置
と
の
総
合
的

判
断
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
ト
ン
ネ

ル
内
の
路
面
の
危
険
な
状
況
は
い
ず
れ
も
原
告
に

お
い
て
認
識
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応

す
る
適
応
な
被
害
車
両
の
運
転
操
作
に
よ
っ
て
危

険
防
止
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

③

障
害
物
･
落
下
物
に
関
す
る
も
の

障
害
物
、
落
下
物
に
関
す
る
事
件
は
二
件
あ
り
、
有
責

例
、
無
責
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
あ
る
。

①

有
責
例

大
津
市
道
ト
ラ
ッ
ク
電
柱
衝
突
事
件

へ確
定
〉

大
阪
高
等
裁
判
所
平
成
六
年
一
二
月
一
三
日
判
決
、

平
成
六
年
困
第
一
四
三
八
号

(原
審
)
大
津
地
裁
平
成
六
年
四
月
一
九
日
判
決
、

平
成
五
年
回
第
一
九
七
号

へ事
件
の
概
要
〉

原
告
は
、
平
成
四
年
六
月
一
八
日
午
後
五
時
三
〇

分
頃
、
大
津
市
田
上
里
町
地
先
の
大
津
市
道
に
お
い

て
普
通
貨
物
自
動
車
を
運
転
中
、
電
柱
に
衝
突
す
る

事
故
を
起
こ
し
た
。
こ
の
電
柱
は
も
と
も
と
幅
員
四

m
の
道
路
の
端
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
宅
地
造
成
に
伴
い
開
発
者
に
よ
っ
て
道
路
が

拡
幅
さ
れ
、
幅
員
六
m
に
な
っ
た
際
に
移
設
さ
れ
ず
、

道
路
端
か
ら
二
m
の
地
点
に
設
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
道
路
管
理
者
で
あ
る
大
津
市
は
こ
の
よ
う
な
危
険

性
を
容
易
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
電
柱

付
近
に
防
護
柵
を
設
け
る
な
ど
す
れ
ば
、
本
件
事

故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

明
ら
か
で
、
国
賠
法
に
基
づ
く
賠
償
を
行
う
責
任

が
あ
る
。

･
電
柱
の
設
置
者
に
つ
い
て
は
そ
の
保
存
方
法
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
民
法
七
一
七

条
一
項
に
基
づ
き
賠
償
の
責
任
が
あ
る
。

･
宅
地
造
成
開
発
者
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
危

険
の
あ
る
道
路
を
現
出
さ
せ
た
工
事
施
工
者
と
し

て
、
電
柱
が
電
柱
設
置
者
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
ま

で
衝
突
事
故
の
発
生
を
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
が

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
民
法
七
〇
九
条
に

基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
。

･
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、
前
方
不
注
視
を
理
由
に

五
割
と
し
た
。

②

無
責
例

東
名
高
速
道
路
路
上
落
下
物
衝
突
事
件
へ確
定
〉

東
京
簡
易
裁
判
所
平
成
六
年
一
二
月
二
六
日
判
決
、

平
成
六
年
内
第
四
一
〇
四
号

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
六
年
四
月
五
日
午
後
五
時
三
〇
分
頃
、
普
通

乗
用
自
動
車
を
運
転
し
東
名
高
速
道
路
の
海
老
名
パ
ー

キ
ン
グ
の
手
前
の
上
り
車
線
を
走
行
中
、
道
路
上
に

落
下
し
て
い
た
バ
ン
パ
i
に
乗
り
上
げ
、
同
車
が
破

損
し
た
。

36 道行セ 96.3



へ判
決
要
旨
〉

･
公
団
は
、
午
後
五
時
一
七
分
に
一
般
の
通
行
者
か

ら
の
通
報
で
当
該
落
下
物
が
落
下
し
て
い
る
事
実

を
知
り
、
ラ
ジ
オ
で
落
下
物
の
情
報
を
放
送
し
、

電
光
板
に
よ
っ
て
も
警
告
し
、
か
つ
、
回
収
車
が

緊
急
出
動
し
、
同
三
七
分
な
い
し
三
八
分
ご
ろ
に

現
場
に
到
着
し
、
同
四
〇
分
ご
ろ
当
該
落
下
物
を

路
肩
に
排
除
し
た
。

･
当
日
の
巡
回
報
告
等
か
ら
判
断
し
て
、
落
下
物
の

落
下
か
ら
原
告
が
衝
突
し
た
と
考
え
ら
れ
る
時
間

ま
で
の
間
は
三
〇
分
程
度
し
か
存
し
な
い
も
の
と

考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

･
被
告
に
と
っ
て
三
〇
分
程
度
で
は
落
下
物
を
除
去

し
て
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

言
え
る
か
ら
、
被
告
の
本
件
道
路
の
管
理
に
何
等

の
瑕
疵
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

④

排
水
施
設
に
関
す
る
も
の
(無
賣
例
)

排
水
施
設
に
関
す
る
事
件
は
一
件
あ
り
、
鉦
堂
貝
と
さ
れ

て
い
る
。横

浜
市
道
民
地
崖
崩
壊
家
屋
倒
壊
事
件

(確
定
〉

東
京
高
等
裁
判
所
平
成
七
年
一
月
二
五
日
判
決
、

平
成
五
年
黛
第
五
二
〇
七
号

原
審
、
横
浜
地
裁
昭
和
五
八
年
例
第
一
四
五
六
号

外へ事
件
の
概
要
〉

昭
和
五
七
年
の
台
風
一
七
号
の
影
響
で
、
原
告
所

平
成
五
年
の
第
五
二
七
号

有
建
物
の
裏
手
の
崖
が
崩
壊
し
損
害
を
負
っ
た
が
、

〈

牛

屍

〉

そ
の
原
因
は
崩
壊
地
の
所
有
者
が
適
切
な
崩
壊
防
止

工
事
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
隣
接
す
る
市
道
に
排

水
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
雨
水
が
流
れ
込
ん
だ
た
め

崩
壊
を
助
長
し
た
と
し
て
関
係
者
を
訴
え
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
本
件
市
道
に
降
っ
た
雨
が
あ
る
程
度
は
原
告
所
有

地
の
方
へ
流
れ
て
い
く
こ
と
は
一
応
推
定
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
雨
水
が
本
件
崖
崩
れ
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
く
、

因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
し
、
排
水
設
備
を
設

け
な
か
っ
た
こ
と
が
直
ち
に
違
法
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
)

③

路
肩
部
分
で
起
こ
っ
た
事
故
に
関
す
る
も
の

路
肩
部
分
で
起
こ
っ
た
事
故
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は

五
体
あ
り
、
路
肩
が
崩
壊
し
た
二
例
は
い
ず
れ
も
運
転
者

の
不
注
意
に
よ
る
も
の
と
し
て
鉦
坐
貝
と
さ
れ
て
い
る
が
、

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
路
肩
部
分
を
二
輪
車
が
走
行
し

事
故
を
起
こ
し
た
件
で
あ
る
二
件
は
有
責
と
さ
れ
て
い
る
。

①

有
責
例

D

滋
賀
国
道
一
六
一
号
自
動
二
輪
車
転
倒
事
件

へ被
告
控
訴
〉

大
津
地
方
裁
判
所
平
成
七
年
一
月
一
〇
日
判
決
、

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
二
年
九
月
二
三
日
午
後
六
時
一
五
分
項
、
滋

賀
県
高
島
郡
高
島
町
鵜
川
地
先
の
国
道
一
六
一
号
に

お
い
て
被
害
者
が
自
動
二
輪
車
を
運
転
中
前
方
の
ト

ラ
ッ
ク
を
約
八
〇
如
で
追
い
越
そ
う
と
し
て
道
路
左

側
路
肩

(路
側
帯
)
に
出
た
と
こ
ろ
、
前
方
の
橋
梁

部
に
お
い
て
路
肩
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
り
、
当
該
ト
ラ
ッ
ク
に
礫
過
さ

れ
死
亡
し
た
。

(判
決
要
旨
〉

･
自
動
二
輪
車
が
路
側
帯
を
通
行
す
る
こ
と
は
日
常

的
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
は
そ
の
た
め
の
事
故
回

避
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

･
路
肩
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

明
示
す
る
施
設
の
設
置
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
あ
る
。

･
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
側
の
速
度
違
反
、

前
方
不
注
視
等
を
考
慮
し
て
八
割
と
す
る
。

の

新
潟
国
道
八
号
原
付
自
転
車
転
倒
事
件へ被

告
控
訴
〉

新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
平
成
六
年
九
月
二
二

日
判
決
、
平
成
四
年
@
第
六
二
号

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
三
年
一
月
二
一
日
午
後
六
時
頃
、
糸
魚
川
市

大
字
大
和
川
地
先
の
国
道
八
号
に
お
い
て
被
害
者
が

道行セ 96.3 3 7



原
動
機
付
自
転
車
で
走
行
中
、
同
地
点
が
渋
滞
し
て

い
た
た
め
、
約
二
〇
蝿
の
ス
ピ
ー
ド
で
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
左
側
か
ら
同
車
を
追
い
越
そ
う
と
し
て
路
肩
に

進
入
し
た
と
こ
ろ
、
路
肩
に
存
し
て
い
た
泥
土
に
ス

リ
ッ
プ
、
転
倒
し
同
車
に
礫
過
さ
れ
て
死
亡
し
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
被
害
車
の
通
行
し
た
路
肩
に
は
、
当
時
厚
さ
約
三

皿
の
泥
土
が
ほ
ぼ
路
肩
の
幅
に
堆
積
し
て
い
た
状

態
で
あ
り
、
車
道
と
路
肩
を
区
分
す
る
車
道
外
測

線
は
車
両
の
タ
イ
ヤ
に
削
ら
れ
た
り
、
泥
土
に
覆

わ
れ
て
そ
の
標
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が
あ

っ
た
。

･
路
肩
の
清
掃
に
つ
い
て
は
前
年
一
一
月
一
三
日
に

行

っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
行

っ
て
い
な
か
っ
た
。

･
路
肩
は
そ
の
目
的
か
ら
し
て
車
両
が
一
時
的
に
車

道
を
は
み
出
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
し

て
は
、
車
両
が
車
道
を
は
み
出
し
て
走
行
し
た
と

き
に
お
い
て
も
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
管
理
す

べ
き
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

･
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
注
意
義
務
違

反
を
考
慮
七
割
と
す
る
。

②
生
霊
貝
例

D

東
予
市
道
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
転
落
事
件

へ原
告
控
訴
〉

松
山
地
方
裁
判
所
西
条
支
部
平
成
七
年
三
月
一
五

日
判
決
、
昭
和
六
〇
年
例
第
一
三
九
号

へ事
件
の
概
要
〉

東
予
市
道
に
お
い
て
道
路
拡
幅
工
事
中
路
肩
に
お

い
て
タ
イ
ヤ
付
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
運
転
中
に
路

肩
が
崩
落
し
て
同
車
が
道
路
脇
の
河
川
に
転
落
し
運

転
者
が
死
亡
し
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
本
件
事
故
は
運
転
者
が
道
路
舗
装
部
分
中
央
を
走

行
中
右
側
に
ハ
ン
ド
ル
が
切
ら
れ
た
た
め
右
前
輪

が
落
輪
し
、
直
後
に
左
側
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
替

え
た
も
の
の
右
前
後
輪
と
も
落
輪
し
て
右
側
に
傾

き
な
が
ら
横
滑
り
し
、
左
前
後
輪
が
路
肩
か
ら
半

分
以
上
は
ず
れ
た
こ
と
に
よ
り
崩
壊
が
生
じ
全
面

的
に
転
倒
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件

道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も

の
と
い
え
ず
、
道
路
の
設
置
、
管
理
に
つ
い
て
は

瑕
疵
は
な
い
。

の

大
分
国
道
二
一
二
号
原
付
緑
石
衝
突
転
倒
事
件

へ原
告
控
訴
〉

大
分
地
裁
日
田
支
部
平
成
六
年
三
一月
二
一
日
判

決
、
平
成
四
年
例
第
一
エ
ハ
号

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
二
年
一
〇
月
一
七
日
午
後
六
時
四
五
分
頃
、

大
分
県
日
田
市
大
字
花
月
地
先
の
一
般
国
道
二
三
一

号
上
に
お
い
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
て
い

た
被
害
者
が
同
所
付
近
に
土
留
の
た
め
設
置
さ
れ
て

い
た
高
さ
約
一
九
伽
の
緑
石
に
衝
突
転
倒
し
、
死
亡

し
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
被
害
者
は
路
側
帯
内
を
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
が
、
当
時
の
交
通
の
状
況
か
ら
す
る
と

被
害
者
が
路
側
帯
内
を
や
む
を
得
ず
通
行
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

･
被
害
者
は
衝
突
す
る
ま
で
、
全
く
制
動
措
置
を
行
っ

て
い
な
い
が
、
法
定
速
度
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
、

本
件
事
故
現
場
付
近
の
見
通
し
は
よ
い
の
で
あ
る

か
ら
、
緑
石
に
衝
突
す
る
前
に
そ
れ
を
発
見
し
、

衝
突
を
回
避
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
衝
突
の

原
因
は
同
人
の
前
方
不
注
視
と
い
う
過
失
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

･
①
被
害
者
は
や
む
な
く
路
側
帯
を
通
行
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
、
②
同
人
は
本
件
道
路
を
通
行
し

た
こ
と
が
あ
り
、
路
肩
の
幅
や
路
面
状
況
が
変
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
得
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
、
③
同
人
が
法
定
速
度
を
遵
守
し
て
い
れ

ば
事
故
は
回
避
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
④

緑
石
が
原
因
と
な
っ
た
事
故
は
他
に
報
告
さ
れ
て

い
な
こ
と
等
考
慮
す
る
と
事
故
原
因
は
本
人
の
過

失
の
み
で
あ
り
、
道
路
の
管
理
瑕
疵
は
認
め
ら
れ

な
い
い
。

め

広
島
県
道
迂
回
路

(芸
北
町
道
)
路
肩
崩
壊
事
件



へ確
定
〉

で
き
な
い
。

広
島
高
等
裁
判
所
平
成
七
年
二
月
二
〇
日
判
決
、

平
成
四
年
㈱
第
二
四
九
号

以
下
、
次
号

原
審
、
広
島
地
裁
平
成
二
年
例
第
三
七
八
号

へ事
件
の
概
要
〉

平
成
元
年
一
〇
月
一
六
日
午
後
一
〇
時
頃
、
(天
候

…
雨
)
普
通
貨
物
自
動
車
が
県
道
が
工
事
中
の
た
め

迂
回
路
に
指
定
さ
れ
て
い
た
町
道
を
通
行
中
路
肩
が

崩
壊
し
、
左
下
の
川
に
転
落
し
た
。

へ判
決
要
旨
〉

･
県
道
の
通
行
を
止
め
る
標
識
等
を
設
置
す
れ
ば
、

町
道
が
迂
回
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高

く
な
る
こ
と
は
十
分
予
測
で
き
る
。

･
本
件
町
道
は
本
件
事
故
車
の
よ
う
な
幅
と
長
さ
と

重
量
を
も
つ
自
動
車
を
安
全
に
通
過
さ
せ
る
こ
と

は
通
常
の
運
転
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
か
な
り
困

難
で
あ
る
。

･
し
か
し
そ
れ
が
通
行
止
め
を
し
た
者
に
町
道
へ
の

そ
の
よ
う
な
自
動
車
の
進
入
防
止
を
義
務
づ
け
た

も
の
と
は
い
え
な
い
。

･
結
論
と
し
て
、
本
件
町
道
に
存
す
る
程
度
の
危
険

性
は
通
常
の
注
意
を
払
う
運
転
者
に
と
っ
て
十
分

に
予
測
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
町
道
に

事
故
車
程
度
の
自
動
車
が
進
入
し
な
い
よ
う
な
措

置
を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
本
件
町
道
の

設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は



建設省北陸地方建設局富山工事事務所

道路管理第一課長 上田

所

誠

富
山
工
事
事
務
所
は
、
河
川
事
業
の
ほ
か
富
山
県

内
の
一
般
国
道
八
号
、
四
一
号
、
一
五
六
号
、
一
六

〇
号
の
改
築
、
維
持
修
繕
、
交
通
安
全
事
業
及
び
そ

の
他
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
総
合
事
務
所
で
、
加

え
て
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
四
七
〇
号

能
越
自
動
車
道
の
新
設
工
事
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
延
長
は
、
四
路
線
で
一
八
四
･
八
畑

(表
1
)、
富
山
、
高
岡
、
黒
部
の
三
国
道
維
持
出

張
所
で
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。

能登半島と一般国道160号

一
能
越
自
動
車
道

能
越
自
動
車
道

(
一
般
国
道
四
七
〇
号
)
は
、
小

矢
部
砺
波
J
C
T
か
ら
高
岡
市
付
近
、
七
尾
市
付
近

を
通
過
し
て
輪
島
市
に
至
る
延
長
約
一
〇
0
m
の
自

動
車
専
用
道
路
で
す
。

こ
の
能
越
自
動
車
道
は
、
二
一
世
紀
へ
の
望
ま
し

い
国
土
構
造
形
成
の
方
向
を
踏
ま
え
、
道
路
交
通
の

量
適
拡
大
と
広
域
化
に
こ
た
え
て
い
く
た
め
、
ま
た
、

高
速
性
、
定
時
性
と
い
っ
た
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
て
い
く
た
め
、
規
格
の
高
い
広
域
幹
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
拡
充
を
目
的
と
し
た

｢高
規
格
幹

線
道
路
網
計
画

(
ハ
イ
ウ
エ
イ
プ
ラ
ン
)｣
の
一
環
と

し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
既
定
の
北
陸
自
動
車
道
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
等
の
高
速
自
動
車
国
道
網
と
有

機
的
に
結
合
し
、
富
山
県
西
部
地
域
及
び
能
登
地
域

と
三
大
都
市
圏
と
の
高
速
交
通
体
系
を
確
立
す
る
と

と
も
に
地
域
間
の
連
結
を
強
化
し
、
人
や
物
流
の
円

滑
化
を
図
り
、
産
業
の
振
興
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
の

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
促
す
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
重
要
な
路
線
で
す
。

ま
た
、
本
地
域
の
豊
富
な
水
産
、
観
光
等
の
資
源

を
有
機
的
に
連
結
し
、
新
た
な
需
要
を
創
出
す
る
な

ど
、
地
域
産
業
と
観
光
等
を
支
援
す
る
役
割
も
果
た

し
ま
す
。

･
計
画
の
経
緯

高
岡
砺
波
道
路
区
間

(①
区
間
)

①
起
終
点

起
点

②
延
長

③
車
線
数
及
び
幅
員

④
事
業
化
年
度

⑤
用
地
着
手

⑥
工
事
着
手

⑦
そ
の
他

有
料
道
路
認
可

有
料
工
事
告
示

指
定
区
間
指
定

区
域
決
定

目
専
道
指
定
予
定

起
点

高
岡
市
五
十
里

終
点

礪
波
市
鷹
巣

一
八
･
0
0
0
如

四
車
線

一
三
ニ
･
五
m

昭
和
六
三
年
度

平
成
二
年
度
延
伸

平
成
元
年
度

平
成
二
年
度

平
成
二
年
一
二
月

平
成
三
年
一
月

平
成
五
年
四
月

平
成
二
年
一
一
月

平
成
八
年
三
月

現場における道路管理の一端



供
用
開
始
予
定

平
成
八
年
三
月

(福
岡
I
C
ま
で
)

路
道
道

道
草

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

氷
見
高
岡
道
路
区
間

(②
区
間
)

①
起
終
点

起
点

氷
見
市
大
野

終
点

高
岡
市
五
十
里

②
延
長

一
二
･
0
0
o
m

高
高
直

③
車
線
数
及
び
幅
員

四
車
線

ニ
ニ
･
o
m

④
事
業
化
年
度

平
成
四
年
度

･
事
務
処
理

表 1 指定区間の現況

路 線 名 起 点 及 び 終 点 延 長

一般国道 8号 ~境
折

酊
軌

朝
幅

郡
津糊

鰤
下
河

県

県

山

川

富
石 樹

一般国道 41号 ~酪棡榔
鷆

吉
金

県

市

阜
山

岐

富 鰡
一般国道156号 ~救臓粧者ね、、‘‐"

砺

屋

東

四

県

市

山

岡
富
高 搬

一般国道160号 ~
屋

脇

四

市

市

見

岡

氷
高 加

( )は複線区間で外書き 鞠◎

今
回
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
区
間
に
お
け
る

能
越
自
動
車
道
に
与
え
ら
れ
た
肩
書
き
は
、
｢
一
般
国

道
四
七
〇
号
｣
｢指
定
区
間
内

(直
轄
)
国
道
｣
｢地

方
道
路
公
社
が
新
設
し
、
管
理
す
る
有
料
道
路
｣

、ノー･、･＼‘　　　

0 10 20hm

　

　
　

湾

鰹

ノ

ハ.｣′‐/:

　

　
　
　
　
　
　
　　
　



｢自
動
車
専
用
道
路
｣
｢高
速
道
路
へ
ゲ
ー
ト
を
く

ぐ
ら
ず
に
入
ら
れ
る
道
路
｣
｢車
両
総
重
量
が
二
五

ト
ン
ま
で
O
K
道
路
｣
等
々
、
名
刺
に
刷
っ
た
ら
余

白
が
な
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ
の
資
格
を
取
る
た

め
の
事
務
処
理
に
は
大
変
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　　　 　　　　 　
2.4 4.5 6.7 4 5 !2,0 6.0 11J n .8 4 1嫡

県

　　　
　
　　

能越自動車道 (一般国道470号) の計画概要

ま
ず
、
｢地
方
道
路
公
社
が
新
設
し
、
管
理
す
る

有
料
道
路
｣
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(以
下

｢特
措
法
｣
と
呼
び
ま
す
。)
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
地
方
道
路
公
社

(以
下

｢道
路
公
社
｣
と
呼
び
ま
す
。)が
有
料
道
路

の
新
設
の
た
め
の
工
事
開
始
告
示
を
す
る
と
、
道
路

法
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
多
く
を
道

路
公
社
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
自
体
に
は
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
能

越
自
動
車
道
に
関
し
て
は
、
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、

道
路
本
体
の
大
部
分
は
道
路
管
理
者
が
施
工
し
、
舗

装
及
び
道
路
附
属
物
等
は
道
路
公
社
が
施
工
す
る
方

式
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
道
路
公
社
の
施
工
範
囲

を
道
路
管
理
者
が
受
託
工
事
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
工
事
開
始
告
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
道

路
法
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
行
使
及
び
受
託
工
事
の

施
行
上
の
管
理
等
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
頭
の
中
を

整
理
す
る
た
め
に
事
務
所
内
担
当
者
勉
強
会
を
何
回

も
開
催
し
ま
し
た
。

次
に
、
道
路
公
社
が
権
限
代
行
せ
ず
、
道
路
管
理

者
が
行
う
も
の
に

｢自
動
車
専
用
道
路
の
指
定
｣
が

あ
り
、
県
公
安
委
員
会
と
の
協
議
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
協
議
は
建
設
大
臣
が
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
臣
協
議
が
成
立
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
大
変
で

す
か
ら
、
事
務
所
に
お
け
る
事
前
調
整
に
は
神
経
を

使
い
ま
す
。
指
定
に
係
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
計

画
、
施
工
等
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
調
整
が
十

分
に
、
か
つ
、
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

な
お
、
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
、
あ
ら
か
じ
め
道

路
公
社
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
車
両
制
限
令
の
規
定
に
よ
り

｢車
両
総
重
量

が
二
五
ト
ン
ま
で
O
K
道
路
｣
の
指
定
に
お
い
て
は
、

県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
意
見
照
会
は
地
方
建
設
局
長
が
行
い
ま

す
。供

用
開
始
に
つ
い
て
は
、
特
措
法
の
規
定
に
よ
り
、

道
路
公
社
は
工
事
が
完
了
し
た
場
合
に
は
建
設
大
臣

の
検
査
を
受
け
、
建
設
大
臣
は
検
査
を
合
格
と
し
た

と
き
は
遅
滞
な
く
供
用
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

" ＼ミいき"ミミきざ
、

/"
＼〉

、
、
、
、
/
＼、＼いく 、

　　　　　　　 　　

散居村に伸びる能越自動車道
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表 2 規制区間

路線名
規 制 区 間 通 行 止 規 制 条 件

名 称 区 間 距離標 延長 基 準 値 規制内容

号RU 安楽寺
小矢部市安楽寺

石川県河北郡津幡町九折
か
弘

媒
“

蜷
如轆 土砂崩落

41号 猪 谷 谷
原

猪
楡

村
村

入

入

細
細

鄭
鰡

婦
婦

~
4

9

郊

14
り“

ワム 稀
如 纖

等石
崩

落
雪

156号 小 牧
牧

屋

小

金
阿
阿
--.--
･11･

眠
隣

囃
鰡

騙
繊

み
僻

血
“

芻
如 臓

崩雪

落

等
崩

石
砂

落

土

160号 中 波
皮
皮

中
宇

市
市

見

見

氷
氷

浄
れ

れ 稍
如 纖

臟
等

砂
石

土

落

160号 阿 尾 徴
轆

市

市

見

見
氷
氷

鉢
就

筑 鯛
如 纖

落崩
等

砂
石

土

落

こ
こ
で
、
は
て
?

と
思
案
し
た
こ
と
は
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
主
催
す
る
の
は
誰
か
し
ら
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

本
来
道
路
管
理
者
?

権
限
代
行
者
?

供
用
開

始
し
た
人
?

料
金
徴
収
者
?

真
面
目
な
議
論
と

な
り
ま
し
て
、
結
局
両
者
合
同
主
催
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
手
続
き
は
ま
だ
進
行
中
で
す
し
、
今
後
に

お
い
て
も
、
例
え
ば
、
道
路
台
帳
の
調
整
、
保
管
及

び
閲
覧
は
道
路
管
理
者
が
行
う
と
か
、
区
域
変
更
は

道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
い
て
道
路
公
社
が
行
う
が

官
報
告
示
の
手
続
き
は
実
質
道
路
管
理
者
が
行
う
と

力

と
い
う
よ
う
な
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
事
務
処

理
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
も
つ
れ
た
糸
を
解
く
よ
う

に
根
気
よ
く
処
理
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二

一般
国
道
一六
〇
号
規
制
緩
和

管
内
に
は
、
五
箇
所

(表
2
)
の
一
般
通
行
規
制

区
間
が
あ
り
ま
す
が
、
一
六
〇
号
に
は
、
北
陸
地
方

建
設
局
管
内
で
も
最
も
き
つ
い
基
準
値
で
管
理
を
し

て
い
る
区
間
が
二
箇
所
あ
り
ま
す
。

一
般
国
道
一
六
〇
号
は
、
石
川
県
七
尾
市
を
起
点

と
し
、
富
山
県
氷
見
市
を
経
由
し
、
高
岡
市
を
終
点

と
す
る
総
延
長
四
六
･
一
如
の
国
道
で
、
こ
の
う
ち

富
山
県
側
は
、
昭
和
四
〇
年
か
ら
一
部
直
轄
に
移
管

さ
れ
、
昭
和
四
八
年
に
は
県
内
の
全
区
間
二
七
額
が

指
定
区
間
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
境
か
ら
高
岡
市
ま
で
の
路
線
平
均
交
通
量
は
、

約
一
○
、
七
四
〇
台
/
日
(平
成
六
年
度
脇
地
点
ピ
ー

ク
時
)
と
県
内
有
数
の
交
通
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
該
道
路
は
富
山
県
と
能
登
半
島
を
結
ぶ

産
業
上
の
大
動
脈
で
あ
る
と
同
時
に
、
富
山
湾
に
沿
っ

て
能
登
半
島
国
定
公
園
の
風
光
明
娼
な
海
岸
線
を
通

過
す
る
観
光
道
路
で
も
あ
り
ま
す
が
、
海
食
崖
の
露

岩
が
連
続
す
る
海
岸
斜
面
下
を
通
過
し
て
い
る
た
め
、

過
去
に
お
い
て
、
落
石
、
土
砂
崩
落
等
の
災
害
が
発

生
し
や
す
い
路
線
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
雨
量
に
よ
る
事
前
通
行
規
制
基
準
値

は
一
〇
〇
皿
、
一
二
〇
皿
と
低
く
、
梅
雨
時
期
、
台

風
時
期
に
は
毎
年
の
よ
う
に
、
幾
度
と
な
く
通
行
規

制
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
該
路
線
の
石
川
県
七
尾
市
大
田
町
か

ら
富
山
県
氷
見
市
阿
尾
間
は
迂
回
す
る
道
路
が
な
い

う
え
に
、
入
江
毎
に
集
落
が
張
り
付
き
、
地
元
に
と
っ

て
は
大
事
な
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
側
も
含
め
る
と
四
箇
所
の
規
制
区
間
が
続

い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
住
民
の
生
活
を
脅

か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
早
く
道
路
整
備
を
し
て
規
制

の
な
い
道
路
に
と
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。事

務
所
で
は
、
氷
見
市
と
高
岡
市
の
連
携
強
化
及

び
能
登
半
島
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
も
当
該
路

線
を
整
備
促
進
し
て
通
行
規
制
基
準
値
を
緩
和
す
る

こ
と
が
重
要
と
し
て
、
平
成
二
年
防
災
点
検
の
結
果

を
受
け
て
危
険
度
の
高
い
ラ
ン
ク
よ
り
工
事
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
八
年
度
か
ら
規
制
基
準

値
の
緩
和
を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。



カ
ス
･
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

･
サ
ウ
ン
ド

マ
シ
ー
ン
の
ス

を
す
て
る
な
｣“
“富
山
名
物
ホ
タ
ル
イ
カ
を
使
っ
た

三

｢道
の
日
｣
行
事

平
成
七
年
度
の
富
山
県
に
お
け
る

｢道
の
日
｣
の

行
事
は
、
県
内
三
箇
所

(富
山
市
･
高
岡
市
･
黒
部

市
)
で
八
月
一
〇
日
に
同
時
に
実
施
し
て
し
ま
す
。

富
山
市
の
メ
イ
ン
会
場
で
は

｢
%
出
会
い
ふ
れ

あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
と
銘
打

っ
て
、
道
路

管
理
者
連
絡
協
議
会

(富
山
市
内
の
道
路
管
理
者
、

富
山
工
事
事
務
所
、
富
山
県
、
富
山
市
、
日
本
道
路

公
団
で
構
成
)
の
主
催
に
よ
り
、
富
山
県
警
察
本
部
、

富
山
県
教
育
委
員
会
、
北
日
本
放
送
㈱
、
間
北
陸
建

設
弘
済
会
、
ぺ
ん
て
る
㈱
そ
の
他
占
用
企
業
者
の
後

援
、
協
力
を
得
て
、
富
山
駅
前
周
辺
で
、
、、さ

サ
ー

世界で一番小さいサーカスのはじまり、 はじまり

道路管理事務担当者便り

ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
い
わ
ゆ
る
大
道
芸
を

中
心
に
、
そ
の
他
金
魚
す
く
い
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と
ジ
ャ

ン
ケ
ン
、
輪
投
げ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等
々
、
｢道
を
利

用
し
た
お
祭
り
｣
と
い
っ
た
催
し
物
と
、
｢道
の
日
｣

の
P
R
品
の
配
布
を
交
互
に
配
置
し
、
効
果
的
に
街

頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

J
R
、
富
山
地
方
鉄
道
の
利
用
者
が
沢
山
通
る
場

所
で
あ
り
、
大
道
芸
が
始
ま
る
と
何
千
人
と
い
う
取

り
ま
き
が
で
き
、
さ
な
が
ら
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
多
く
の
市
民
に

｢道
の
日
｣

を
P
R
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

午
前
中
に
式
典
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で

は
、
県
内
各
道
路
管
理
者
推
薦
の
道
路
功
労
者
･
愛

護
団
体
の
表
彰
、
県
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

｢
お
も
し
ろ
ア
イ
デ
ィ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
｣

の
表
彰
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

｢
お
も
し
る
ア
イ
デ
ィ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
｣

は
、
平
成
七
年
度
で
七
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
夏
休

み
前
の
年
中
行
事
に
な
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

マ
ン
ネ
リ
化
と
い
う
捉
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
反

対
に
こ
れ
だ
け
地
元
に
定
着
し
て
い
る
行
事
は
全
国

的
に
も
珍
し
く
、
内
容
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
争

っ
た

"
ペ
リ

カ
ン
の
ロ
を
バ
ケ
ッ
ト
に
見
立
て
た

｢走
行
中
ゴ
ミ

｢
ラ
イ
ト
は
早
め
に
｣

“
を
は
じ
め
楽
し
い
標
識
で

道
路
利
用
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
た
一
、
二

五
七
点
も
の
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
は
、
七
回
分
の
優
秀
作
品
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
各
関
係
機
関
に
配
布
、
P
R
を

し
ま
し
た
が
、
今
後
、
道
路
、
公
園
、
パ
ー
キ
ン
グ

そ
の
他
の
公
共
施
設
等
の
現
場
で
実
用
化
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
新
た
な
発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

｢おもしるアイディア道路標識コンテスト｣双
品グランプリ ･準グランプリ等優秀作品

"

識

　　
　

　

/

道



四

道
路
一
一〇
番
の
利
用
状
況

富
山
県
に
お
け
る

｢道
路
相
談
室
｣
(道
路

=
○

番
)
は
、
当
事
務
所
と
富
山
県
土
木
部
、
富
山
市
建

設
部
の
県
内
三
道
路
管
理
者
で
協
議
を
進
め
、
平
成

六
年
四
月
か
ら
当
事
務
所
の
道
路
管
理
第
一
課
に

｢窓
ロ
｣
を
開
設
し
、
以
来
約
二
年
間
、
広
く
道
路

利
用
者
や
地
域
住
民
の
問
い
合
わ
せ
や
意
見
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。

相
談
件
数
は
、
取
り
立
て
て
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
二
年
間
の
相
談
内
容
、
年
度
比
較
等

に
つ
い
て
、
簡
単
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
は
、
年
間
六
一
件
の
相
談
が
あ
り
、

う
ち
直
轄
国
道
に
関
す
る
も
の
が
三
三
件

(五
四

%
)、補
助
国
道

･
県
道
に
関
す
る
も
の
が
二
〇
件

(三
三
%
)、市
町
村
道
に
関
す
る
も
の
が
八
件

(
一

三
%
)
で
、
約
半
分
が
直
轄
国
道
に
関
す
る
も
の
と

い
う
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
別
に
見
る
と
、
全
体
で
は
、
約
半
分
が

｢道
路
及
び
附
属
物
の
管
理
｣
に
関
す
る
相
談
で
あ

り
、
他
に
は

｢規
制
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
｣｢占
用

等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
｣
が
そ
れ
ぞ
れ
五
件

(八

%
)
と
目
立
ち
、
｢窓
ロ
に
対
す
る
意
見
･
批
判
｣
が

開
設
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
八
件

(
一
三
%
)

も
あ
り
ま
し
た
。

直
轄
国
道
で
は
、｢管
理
｣
は
一
〇
件

(三
0
%
)

と
比
率
が
下
が
り
、
か
わ
り
に

｢規
制
｣
｢占
用
等
｣

が
そ
れ
ぞ
れ
五
件

(
一
五
%
)
と
比
率
が
上
が
り
、

｢窓
□
｣
が
七
件

(二
一
%
)
と
は
ね
上
が
り
ま
す
。

補
助
国
道
･
県
道
で
は
、
｢管
理
｣
が
一
四
件

(七

0
%
)
と
大
半
を
占
め
、
そ
の
他
の
件
数
は
少
な
い

と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
道
も
同
様
に
、
｢管
理
｣
が
五
件

(六
三
%
)

と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
六
年
度
と
七
年
度
を
比
較
し
て
み
ま

す
と
、
ま
ず

｢管
理
｣
が
直
轄
で
は
若
干
増
え
ま
し

た
が
、
補
助
国
道
･
県
道
、
市
町
村
道
で
は
大
幅
に

減
り
、
全
体
の
件
数
も
か
な
り
減
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
｢落
下
物
、
排
水
の
処
理
｣
と

｢規
制
｣

が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
六
年
度
に
多
か
っ
た

｢窓
口
に
対
す

る
意
見
･
批
判
｣
は
、
今
年
度
は
今
の
と
こ
ろ
一
件

も
き
て
い
ま
せ
ん
。｢道
路
相
談
室
｣
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
、
あ
る
程
度
、
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
に
浸

透
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

二
年
間
の

｢道
路
相
談
室
｣
の
効
果
を
三
日
で
ま

と
め
る
と
、｢道
路
に
関
す
る
相
談
窓
ロ
が
開
い
て
お

り
、
ど
ん
な
相
談
に
も
何
ら
か
の
対
応
を
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
よ
り
も
道
路
管
理

者
と
道
路
利
用
者
･
地
域
住
民
の
間
に
信
頼
ら
し
き

も
の
が
生
ま
れ
て
き
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
｣
と

い
う
点
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、｢道
路
相
談
室
｣
を
そ
う
い
う
目
で

見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
道
路
管
理
の
業
務
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
全
て
に
万
全
と
な
る
よ
う

に
努
力
し
な
が
ら
、
今
後
も
道
路
管
理
担
当
者
と
し

て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道路相談室(道路110番)内容別円グラフ(平成 6年度)

体 61件



一

背

景

平
成
八
年
二
月
、
総
理
府
よ
り

｢道
路
に
関
す
る
世
論

調
査
｣
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

｢道
路
｣
は
国
民
生
活
･
国
民
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

を
支
え
る
最
も
基
本
的
な
施
設
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
存
在
が
見
過
ご
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
｢道
路
｣
は
、
国
民
が
特
に
整
備
し

て
ほ
し
い
社
会
資
本
の
第
一
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(｢社

会
資
本
の
整
備
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
平
成
七
年
六
月
総

理
府
調
査
)。
こ
の
よ
う
な

｢道
路
｣
に
対
す
る
国
民
の
意

識
を
把
握
し
、
道
路
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今

後
の
道
路
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
今
回
、

道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

二

概
…
要

｢道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
は
、
過
去
四
回
実
施
し

て
お
り
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
主
に
今
後
の
道
路

計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
調
査
は
昨
年
三

月
、
全
国
二
〇
歳
以
上
の
者
三
、

○
○
0
人
を
対
象
と
し
約
七
割
の
者
か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
施
策
と
の
連
携
を
重
視

す
る
立
場
か
ら
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
柱
に

沿
っ
て
構
成
し
、
併
せ
て
現
時
点
で
世
論
の
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
、
次
期
五
箇
年
計
画
を
に
ら
み
つ
つ
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
等
を
追
加
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
以
下
の
通
り
。

①

道
路
一
般
に
関
す
る
意
識

･
道
路
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の
対
策

･
歩
行
者
の
立
場
か
ら
道
路
整
備
に
望
む
こ
と

･
大
地
震
発
生
の
際
の
道
路
の
安
全
性
等

･
道
路
や
自
動
車
の
通
行
に
よ
る
迷
惑
に
対
す
る
利

便
性
に
つ
い
て

･
自
動
車
に
よ
る
迷
惑
を
な
く
す
た
め
の
対
策

･
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備

･
｢道
の
駅
｣
の
周
知
度

②

道
路
整
備
の
費
用
負
担
等
に
関
す
る
意
識

･
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の

費
用
負
担

.
高
速
道
路
の
料
金
設
定
に
つ
い
て

③

今
後
の
道
路
整
備
に
関
す
る
意
識

.
新
し
い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

『通
路
に
関
す
る
世
論
調
査
辰
総
理
府
)
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課



三

主
な
調
査
結
果
に
つ
い
て

の

一
般
道
路
に
お
け
る
交
通
渋
滞
に
つ
い
て
、
半
数
以

上
の
人

(五
三
･
七
%
)
が

｢渋
滞
が
あ
る
｣
と
答
え

て
い
る
。
都
市
規
模
別
に
見
る
と
、
大
都
市
、
特
に
東

京
都
区
部
に
お
い
て
そ
の
割
合
が
大
き
く
減
少

(大
都

市
"
六
七
･
五
%
↓
五
七
･
七
%
、
東
京
都
区
部
…
六

五

･
七
%
↓
五
0

･
0
%
)
し
て
い
る
。
し
か
し
、
町

村
に
お
い
て
は
、
絶
対
数
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、

そ
の
割
合
は
増
加

(三
五
･
五
%
↓
四
五
･
0
%
)
し

て
お
り
、
地
方
部
に
お
い
て
渋
滞
緩
和
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

(図
1
)
。

ま
た
、
交
通
渋
滞
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
は
、

｢車
線
数
を
増
や
す
｣
｢バ
イ
パ
ス

(市
街
地
を
避
け

て
通
る
迂
回
路
)
･
環
状
道
路
を
建
設
し
て
、
通
過
交

通
を
排
除
す
る
｣
｢路
上
駐
車
を
減
ら
す
｣
｢路
上
工
事

(補
修
工
事
、
ガ
ス
、
水
道
工
事
な
ど
)
の
集
中
化
等

に
よ
り
、
通
行
規
制
の
回
数
、
時
間
を
少
な
く
す
る
｣

｢時
差
出
勤
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
等
を
図
り
、

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
緩
和
す
る
｣
の
順
で
高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
東
京
都
区
部
で
は

｢路
上
工
事
の
集

中
化
等
に
よ
り
、
通
行
規
制
の
回
数
、
時
間
を
少
な
く

す
る
｣
を
挙
げ
た
者
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
、
政
令
指

定
都
市
で
は

｢路
上
駐
車
を
減
ら
す
｣
を
挙
げ
た
者
の

割
合
が
高
い
な
ど
、
大
都
市
問
題
と
し
て
そ
の
対
策
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

%

70

60

50

ゆ

め

ゆ

め

o

②

大
地
震
発
生
の
際
の
道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
六

が
困
難
で
あ
る
｣
等
を
挙
げ
て
い
る

(図
2
)。

割
を
越
え
る
人
が

｢不
安
が
あ
る
｣
と
答
え
、
不
安
の

こ
れ
は
、
阪
申

･
炎

也

こ

~
･

･

内
容
と
し
て

｢道
路
が
狭
く
、
避
難
や
消
防
活
動
な
ど

こ
れ
は
、
阪
神
･
淡
路
大
地
震
に
お
い
て
、
沿
道
建

物
、
電
柱
等
の
倒
壊
に
伴
う
道
路
の
閉
鎖
が
避
難
活
動

回

賑

擬
の
倒

筍

道
路
の
陥
没

、
地
割
れ

翔　
る
)

す

5

事

“

沿
道
の
建
物
ゃ
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

路道図 2 大地震発生の際、道路に対する不安の要因

　62

道
路
が
抜
く
避
競
や
消
防
活
動
な
ど
が
困

る

る

あ

あ

　

　



全国均一の料金水準とすることが適切である

地域ことの料金を
設定すべきである

や
消
防
活
動
等
に
支
障
を
与
え
た
こ
と
、
ま
た
、
道
路

く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

が
狭
い
こ
と
や
道
路
の
渋
滞
に
伴
う
消
防
活
動
の
遅
れ

③

高
速
道
路
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
へ
、
サ
ー
ビ

等
に
起
因
す
る
火
災
の
延
焼
等
、
地
震
被
害
の
発
生
が

ス
面
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
｢不
満
あ
り
｣
と
回

国
民
の
意
識
に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

答
し
た
割
合
が
前
回
に
比
べ
増
加

(三
0
･
四
%
↓
四

ま
た
、
大
地
震
に
備
え
た
道
路
整
備
と
し
て
、｢救
急

一
･
二
%
)
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
｢交

活
動
等
の
確
実
な
実
施
に
必
要
な
道
路
整
備
｣
や

｢ラ

通
情
報
の
不
十
分
さ
、
不
正
確
さ
｣
｢休
憩
施
設
の
数

イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
に
必
要
な
共
同
溝
等
の
整
備
｣
等
か

や
駐
車
場
の
数
｣
に
対
す
る
不
満
が
多
く
、
利
用
者
が

挙
っ
て
い
る
。
阪
神
･
淡
路
大
地
震
に
お
い
て
、
水
道
、

･
よ
り
快
適
性
･
利
便
性
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る

電
気
、
電
話
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
災
に
伴

結
果
と
な

っ
て
い
る

(図
3
)
。

う
供
給
停
止
等
地
震
被
害
の
発
生
が
国
民
の
意
識
に
強

ま
た
、
高
速
道
路
の
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
現
時

の
費
用
負
担
等
に
関
す
る
意
識
｣
の
調
査
の
一
環
と
し

て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
。
調
査
結
果
に
ょ

　
　

　　
　
　
　
　

れ
ば
、
｢全
国
均
一
の
料
金
水
準
が
適
切
、
も
し
く
は
や

む
を
得
な
い
｣
と
回
答
し
た
者
が
約
四
･
五
割
(四
四
･

リ

ニ
%
)、
｢地
域
毎
の
料
金
の
設
定
す
べ
き
、
も
し
く
は

H(

や
む
を
得
な
い
｣
と
回
答
し
た
者
が
約
三
割

(三
一
･

て

金
制
を
支
持
す
る
割
合
が
上
回
っ
て
お
り
、
現
行
の
料

　

　　
　

　　
　
　　

金
制
度
が
概
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る

(図
4
)
。

図 4 高速道路の料金設定について (H 7 )

地域ごとの料金を設定す
ることはやむを得ない

交通情報を伝える情報板が少ないなど 交通情報が遅れてたり、不正確である パーキングエリア、サービスエリアが パーキングエリア、サービスエリアの
交通情報が不十分 少ない 駐車場が少ない

図 3 高速道路のサービスの不満の内容

四

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
の
特
徴
と
し
て
、
大
都
市
地
域
と
そ
れ
以

外
の
地
域
で
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

｢交
通
渋
滞
対
策
｣
｢歩
行
者
の
立
場
か
ら
の
道
路
整
備
｣

10



等
の
項
目
に
つ
い
て
、
大
都
市
地
域
で
は
、
道
路
の
利
用

の
あ
り
方
に
関
す
る
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
挙
げ
る
者
が
多

い
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
道
路
そ
の
も
の
の

施
設
整
備
の
一
層
の
充
実
の
要
望
が
増
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
道
路
整
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

は
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
、
｢歩
道
･
生
活
道
路
の
整

備
｣
に
関
す
る
要
望
が
大
き
く
、
一
方
、
特
に
地
方
部
に

お
い
て
は
、
｢幹
線
道
路
の
整
備
｣
｢高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
｣
等
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
望
む
声
が
大

き
い
な
ど
、
大
都
市
地
域
、
そ
れ
以
外
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
道
路
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

伺
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
自
動
的
に
車
が
障
害
物
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
等
安
全
な
運
転
の
支
援
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

要
望
が
大
き
い
こ
と
な
ど
、
よ
り
安
全
、
快
適
で
環
境
に

や
さ
し
い
新
し
い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

か
増
し
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
五
箇
年
計
画
な
ど
今
後

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
-
-
0
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

の
道
路
計
画
策
定
の
際
の
基
礎
資
料
と
す
る
と
と
も
に
･

圏
靴

国
民
の
二
-
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
道
路
行
政
を
重
点
的
･

迎
,

集
中
的
に
推
進
し
て
ぃ
く
こ
と
が
重
要
で
ぁ
る
。

鍬

宛
先

一T
一
○
○

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
ニ
ー
一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局



福岡県土木部道路維持課 友添 和彦

は
じ
め
に

福
岡
県
と
聞
い
て
、
み
な
さ
ん
は

何
を
思
い
浮
べ
ま
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
人
な
ら
、
王
監

督
率
い
る
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス

を
真
っ
先
に
あ
げ
る
で
し
ょ
う
。

サ
ッ
カ
ー
で
は
、
J
F
L
の
福
岡
ブ

ル
ッ
ク
ス
が
、
今
年
か
ら
J
リ
ー
グ

に
｢ア
ビ
ス
パ
福
岡
｣
と
い
う
新
チ
ー

ム
名
で
登
場
し
、
そ
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
福
岡
大
会
は
、
一
三

○
を
超
え
る
国
と
地
域
か
ら
選
手
を

迎
え
、
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

音
楽
好
き
の
人
な
ら
、
福
岡
県
出

身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
井
上
腸
水
、

チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
甲
斐
バ
ン
ド
、

チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
、
チ
ャ
ゲ
&
飛
鳥
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
女
性
ア
イ
ド
ル
で
は
、

松
田
聖
子
、
酒
井
法
子
、
森
ロ
博
子

な
ど
が
い
ま
す
。
音
楽
だ
け
で
な
く
、

テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
芸
能
人
は
、

数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
で
す
。

お
い
し
い
も
の
に
目
の
な
い
人
な

ら
、
め
ん
た
い
こ
、
も
つ
鍋
、
と
ん

岡
と
博
多
が
互
い
に
譲
ら
な
い
の
で
、

こ
つ
ラ
ー
メ
ン
、
そ
し
て
屋
台
や
中

市
名
を
福
岡
に
、
駅
名
を
博
多
に
し

洲
の
歓
楽
街
を
連
想
さ
れ
る
で
し
ょ

た
と
い
い
ま
す
。
翌
二
三
年
に

｢博

う
o

多
市
｣
へ
の
改
称
が
市
議
会
に
提
案

福
岡
県
に
支
社
な
ど
を
持
つ
会
社

さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
反
対
と
も
に

に
勤
務
し
て
い
る
人
な
ら
、
出
張
先

同
数
だ
っ
た
た
め
に
、
議
長
裁
決
で

や
転
勤
先
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

改
称
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
都
会
東
京
か
ら
遠
く

博
多
湾
に
臨
む
港
は
博
多
港
で
す

離
れ
て
は
い
て
も
、
｢地
方
｣
を
感
じ

し
、
博
多
ど
ん
た
く
、
博
多
紙
園
山

さ
せ
な
い
活
気
と
明
る
さ
が
福
岡
県

笠
、
博
多
人
形
、
博
多
織
な
ど
博
多

に
は
あ
り
ま
す
。
県
民
の
気
質
は
、

の
名
は
今
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

陽
気
で
明
る
い
け
れ
ど
骨
が
あ
る
と

と
こ
ろ
で
、
空
の
玄
関
ロ
の
空
港

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
福
岡
空
港
と
い
い
ま
す
。
か
つ
て

む
し
ろ
だ

の
陸
軍
の
席
田
飛
行
場
で
、
昭
和
二

福
岡
と
博
多

○
年
一
一
月
に
米
軍
に
接
収
さ
れ
て

い
た
づ
け

県
名
の
福
岡
は
、
一
六
〇
一
年
に

板
付
飛
行
場
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

く
る
だ
な
が
ま
き

ち
く
ぜ
ん
のくに

黒
田
長
政
が
筑
前
国
(福
岡
県
北
部
)

に
入
国
し
て
築
城
し
た
地
を
、
黒
田

び
ぜ
ん
の
く
に
お
く
ぐ
ん

氏
発
祥
の
地
で
あ
る
備
前
国
邑
久
郡

ふ
く
お
か

お
さ
ふ
ね÷茎
う

福
岡
(岡
山
県
邑
久
郡
長
船
町
福
岡
)

に
ち
な
ん
で

｢福
岡
｣
と
命
名
し
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
県
庁
所
在
地

名
も
福
岡
で
す
。

福
岡
市
政
の
施
行
と
九
州
鉄
道
の

開
業
は
、
い
ず
れ
も
明
治
二
二
年
の

こ
と
で
す
が
、
市
名
を
め
ぐ
っ
て
福

そ
の
後
、
昭
和
四
七
年
四
月
に
米
軍

か
ら
正
式
に
返
還
さ
れ
て
、
運
輸
大

臣
が
設
置
管
理
す
る
第
二
種
空
港
と

し
て
供
用
開
始
さ
れ
、
｢福
岡
空
港
｣

が
正
式
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

博
多
と
い
う
地
名
は
奈
良
期
か
ら

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
由
来
は
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
鳥
が
羽
を
伸
ば
し

た
よ
う
な
地
形
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

｢羽
形
｣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

r筑紫の国』いまむかし
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岡

図

幅

で
す
。

顔

分

行

･

は

ち
く
し

と
も

の
二
国
、
つ
ま
り
福
岡
県
の
大
部
分

で
す
。｢筑

紫
｣
は

｢ち
く
し
｣
と
も
呼

ば
れ
、
尽
く
す
と
い
う
意
味
か
ら
来

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
都
か
ら
遠
い

地
の
果
て
、
つ
ま
り
尽
き
た
地
を
指

す
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。



現
在
県
内
の
市
町
村
及
び
郡
に

開
業
し
、
博
多
駅
ま
で
新
幹
線
回
送

表 2 筑紫郡の人

市 町 名 人臼総数 増減数 増加率

福 岡 市 1
,
284

,
741 47,

679 粥
筑紫野市 81,

988 11,
685 碗

春 日 市

鰡鰔 鰕
大野城市

緘 那 駝
太宰府市

鑓 搬 如
那珂川町

箏 贓 瑯
計

鬱那 稀
資料 :平成 7年国勢調査結果 (速報値)

｢筑
紫
｣
の
名
が
付
く
の
は
、
筑
紫

ぐ
ん

ち
く
し
の
し

郡
と
筑
紫
野
市
で
す
。
明
治
二
九
年

だ
ざ
い
ふ

ふ
つ
か
い
ち

当
時
、
筑
紫
郡
は
太
宰
府
、
二
日
市

の
二
町
と
二
〇
の
村
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

一
○
村
が

福
岡
市
に
編
入
さ
れ
二
町
七
村
が
筑

紫
野
、
春
日
、
大
野
城
、
太
宰
府
の

四
市
と
な
り
、
現
在
で
は
三
村
が
合

併
し
た
那
珂
川
町
を
残
す
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
七
年
国
勢
調
査
結
果

(速
報

値
)
に
よ
る
と
、
旧
筑
紫
郡
の
五
市

は
大
幅
な
人
ロ
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
筑
紫
郡
の
那
珂
川
町
も
、
平
成
二

年
四
月
に
町
内
の
新
幹
線
車
両
基
地

が
博
多
南
線

｢博
多
南
駅
｣
と
し
て

列
車
で
一
〇
分
、
運
賃
片
道
二
九
〇

円
と
便
利
に
な
り
、
福
岡
市
へ
の
通

勤
圏
と
し
て
急
速
に
都
市
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

か
つ
て
の

｢筑
紫
の
国
｣
の
中
心

地
は
、
鉄
道
や
道
路
が
縦
横
に
走
り
、

中
高
層
建
築
物
が
視
界
を
さ
え
ぎ
り
、

丘
陵
地
は
宅
地
開
発
で
切
り
崩
さ
れ

て
、
自
然
景
観
は
大
き
く
変
貌
し
ま

し
た
。
生
き
た
歴
史
の
化
石
で
あ
る

地
名
も
、
そ
の
変
貌
に
あ
わ
せ
て
少

し
ず
つ
形
を
変
え
る
か
又
は
消
え
て

い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

九
州
王
朝
説

古
田
武
彦
氏
は
、
『失
わ
れ
た
九
州

王
朝
』、
『盗
ま
れ
た
神
話
I
記
･
紀

の
秘
密
-
』
な
ど
一
連
の
著
作
の
中

で
、
近
畿
天
皇
家
に
先
立
つ
九
州
王

朝
の
存
在
を
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
王
朝
説
は
、
奈
良
時
代
の
権

力
階
級
が
政
治
的
な
意
図
か
ら
作
成

し
た

『古
事
記
』
(七
三
一年
)
及

び

『日
本
書
紀
』
(七
二
〇
年
)
と
、

そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
数
百
年
前
に
日

ふ
で
の
見
聞
を
基
に
中
国
人
が
書
き

国
語
〆
諸塑
糊字
!
脳
斬
メ
ピ
凋
ん

　

　

　

　

　

　
　　

　
　

　　
　
　
　

　

　

　
　

　
　

残
し
た
文
献

(『漢
書
』
『三
国
志
』

舗

資料 :昭文社刊 『福岡県都市地図』

『後
漢
書
』
『宗
書
』
『階
書
』
『旧

唐
書
』
等
)
と
を
比
較
分
析
し
て
導

き
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

わ
が
国
は
、
紀
元
前
二
世
紀
か
ら

紀
元
後
七
世
紀
末
ま
で
筑
紫
を
中
心

と
す
る
九
州
王
朝
だ
っ
た
の
で
す
が
、

白
村
江
の
戦
い

(六
六
三
年
)
で
唐

に
完
敗
し
て
力
を
失
い
、
代
っ
て
そ

の
分
派
で
あ
る
近
畿
の
地
方
豪
族
つ

ま
り
天
皇
家
が
八
世
紀
初
頭
に
権
力

を
握
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
『古
事
記
』

や

『日
本
書
紀
』
に
は
、
九
州
王
朝

の
史
実
が
盗
用
さ
れ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

も
っ
と
も
、
九
州
王
朝
の
史
実
を

記
し
た
確
実
な
文
献
が
、
す
で
に
禁

書
と
し
て
廃
棄
さ
れ
て
い
る
に
し
ろ
、

現
存
し
て
い
な
い
こ
と
が
こ
の
説
の

弱
点
で
す
。

資料汀昭文社刊『福岡県都市地図』

五
代
)
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

み
や
こ
ぐ
ん
か
つ
や
ま
ま
ち
ま
つ
だ

た
が
わ
ぐ
ん
か

京
都
郡
勝
山
町
松
田
と
田
川
郡
香

わ
ら
ま
ち
かがみや
ま

春
町
鏡
山
を
結
ぶ
標
高
三
三
三
･
五

m
の
峠
を

｢仲
哀
峠
｣
と
い
い
ま
す

が
、
仲
哀
天
皇
が
こ
れ
を
越
え
た
と

い
う
伝
説
に
由
来
し
ま
す
。
明
治
二

三
年
に
旧
仲
哀
ト
ン
ネ
ル

(全
長
四

三
二
m
)
が
開
通
し
、
昭
和
四
二
年

に
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル

(全
長
一
二
二

古
代
説
話
と
道
路

福
岡
県
に
は
、
景
行
天
皇

(
三
一

ちゆうあ
い

代
)、仲
哀
天
皇

(
一
四
代
)、神
功
皇

后

(仲
哀
天
皇
妃
)、応
神
天
皇

(
一

シリーズ/ あの道 この道



o
m
)
が
開
通
し
て
い
ま
す
。
旧
仲

哀
ト
ン
ネ
ル
は
勝
山
町
と
香
春
町
の

町
道
で
、
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
は
国
道

二
〇
一
号
で
す
。

か
ほ
ぐ
ん
ち
く
ぼ
ま
ち
な
いじゅう

か
す

ま
た
、
嘉
穂
郡
筑
穂
町
内
住
と
粕

や
ぐ
ん
す
え
ま
ち
き
た
に

屋
郡
須
恵
町
佐
谷
を
結
ぶ
標
高
約
五

ご
え

0
o
m
の
峠
を
｢
シ
ョ
ウ
ケ
越
｣
と
い

い
ま
す
が
、
神
功
皇
后
が
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
応
神
天
皇
を
シ
ョ
ウ
ケ

(竹
篭
)
に
寝
か
せ
て
越
え
た
と
い

う
伝
説
に
由
来
し
ま
す
。
昭
和
五
四

い
い
づ
か

年
に
主
要
地
方
道
飯
塚
大
野
城
線
が

開
通
し
、
か
つ
て
の
難
所
も
容
易
に

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『古
事
記
』
に
よ
る
と
、
仲
哀
天

し
ら
ぎ

う

皇
は
新
羅
を
討
て
と
の
神
託
を
信
じ

か
し
ひ

な
か
っ
た
の
で
詞
志
比

(福
岡
市
東

区
香
椎
)
で
没
し
、
代
り
に
神
功
皇

后
が
新
羅
親
征
を
行
っ
て
帰
還
し
た

と
い
い
ま
す
。
神
功
皇
后
が
応
神
天

う
み

う

皇
を
生
ん
だ
地
が
宇
美

(粕
屋
郡
宇

み
ま
ち

美
町
)
で
す
。
宇
美
八
幡
宮
は
古
く

か
ら
安
産
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、

け
いだ
い

境
内
に
は
子
安
の
木
や
子
安
の
石
な

ぎ
し
わ
じ
ん
で
ん

ど
が
あ
り
ま
す
。
『巍
志
倭
人
伝
』
に

ふ
み
こ
く

い
う

｢不
弥
国
｣
は
、
宇
美
で
は
な

大和郷と夜須郡の地名 い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
『日
本
書
紀
』
の
記
述

か
ら
、
神
功
皇
后
は
紀
元
後
三
世
紀

に
邪
馬
台
国
を
統
治
し
て
い
た
女
王

卑
弥
呼
だ
、
と
い
う
説
を
唱
え
る
人

も
あ
り
ま
す
。

邪
馬
台
国
論
争

邪
馬
台
国
の
所
在
地
に
つ
い
は
、

候
補
地
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
大
き

く
九
州
説
と
近
畿
説
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
福
岡
県
に
は
候
補
地

が
一
〇
以
上
も
あ
り
、
そ
の
中
で
も

あ
ま
ぎ
し

有
力
な
の
が
福
岡
市
、
甘
木
市
そ
れ

や
ま
と
ぐ
ん

に
山
門
郡
で
す
。

資料 :安本美典著 『邪馬台国と卑弥呼の謎』

｢南
、
邪
馬
壼
国
に
至
る
、
女
王

の
都
す
る
所
、
水
行
十
日
陸
行
一

月
。ー
!
!
･其
の
国
、本
亦
男
子
を

以
っ
て
王
と
為
し
、
住
ま
る
こ
と

わ
こ
く

七
･
八
〇
年
。
倭
国
乱
れ
、
相
攻

伐
す
る
こ
と
歴
年
、
乃
ち
一
女
子

を
立
て
て
王
と
為
す
。
名
づ
け
て

卑
弥
呼
と
曰
う
。｣
(『巍
志
倭
人

伝
』)

表 3 九州と近畿の似た地名

九 州 近 畿

旧 名 現 名 旧 名 現 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

u

と門

賀
の納
た
田

ぃ轢

摩
と土

た
田

鈴

熊

な髓

*山

志
み
耳
ひ
日

き基

志
ぃ恰

ぁ吾

伊

郡

島

山

田

川

都

部

村

多

職
印

門
賀
納

磨
離
島
土

潴

山

志

耳

日

球

三

糸

恰

博

阿

伊

止

賀

野

騨

野

伊

摩
そ蘇

大

大

川

摩

灘

齢

郡

滋

三

飛

熊

紀

志
ぃ伊

阿
安
五

和
都
濃
騨
野
伊
摩
勢
方
糊
倒
月

伏
妃
鈴

賀

地
村
G
彎

献
田
+

大

滋

美

飛

熊

紀

志

伊

灘

大

有

五
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福
岡
市
、
特
に
博
多
湾
に
臨
む
平

野
と
周
辺
丘
陵
部
を
邪
馬
台
国
と
す

る
根
拠
は
、
『醜
志
倭
人
伝
』
に
記
載

さ
れ
た
方
角
と
里
程
に
合
致
す
る
こ

と
(候
補
地
は
す
べ
て
そ
う
で
す
が
)

と
、
弥
生
期
の
遺
跡
が
多
数
分
布
し
、

そ
こ
か
ら
裏
付
け
と
な
る
遺
物

(漢

ど
う
ほ
こ

式
鏡
、
鋼
矛
等
)
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
大
陸
と
の

窓
ロ
で
、
当
時
九
州
一
の
人
ロ
を
擁

す
る
都
市
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ

と
も
有
力
な
根
拠
で
す
。
古
田
武
彦

氏
な
ど
が
そ
の
立
場
で
す
。



古
田
氏
は
そ
の
著
『｢邪
馬
台
国
｣

は
な
か
っ
た
』
で
、
｢壼
｣
を

｢薹
｣

の
書
き
誤
り
だ
と
し
て
当
用
漢
字
の

｢台
｣
を
あ
て
る
こ
れ
ま
で
の
通
説

を
退
け
て
い
ま
す
。
強
引
に

｢
ヤ
マ

ト
｣
と
読
も
う
と
し
た
た
め
の
誤
り

で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
九
州
説
と

近
畿
説
の
代
表
格
で
あ
る
筑
後
山
門

地
方
と
近
畿
大
和
地
方
は
候
補
地
か

ら
外
れ
る
と
い
い
ま
す
。

や
す
も
と
び
で
ん

し
か
し
、
安
本
美
典
氏
は
そ
の
著

『｢邪
馬
愛
国
｣
は
な
か
っ
た
』
で
、

『醜
志
倭
人
伝
』が
｢薹
與

(台
与
)｣

を

｢壼
與

(壱
与
)｣と
書
き
誤
っ
て

や
ま
た
い

い
る
こ
と
や
、
｢邪
馬
薹
｣
と
記
し
た

中
国
の
史
書
が
多
数
あ
る
こ
と
な
ど

を
根
拠
に
、
｢壼
｣
は

｢薹
｣
の
書
き

誤
り
と
考
え
る
方
が
正
し
い
と
主
張

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
近
刊

行
の

『虚
妄
の
九
州
王
朝
ー
･独
断
と

歪
曲
の
｢古
田
武
彦
説
｣を
撃
つ
･ー
』

で
、
九
州
王
朝
説
な
ど
の
古
田
氏
の

諸
説
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
ま
す
。

そ
の
安
本
氏
な
ど
は
、
甘
木
市
を

邪
馬
台
国
と
す
る
説
を
唱
え
て
い
ま

す
。
そ
の
根
拠
は
、
近
畿
大
和
地
方

と
地
名
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
と

格
の
高
い
神
社
が
多
く
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。
甘
木
市
に
あ
っ
た

邪
馬
台
国
が
、
近
畿
大
和
地
方
に
移

住
し
て
故
郷
の
地
名
を
付
け
た
と
考

じ
ん
む

え
ら
れ
ま
す
。
神
武
天
皇

(初
代
)

東
征
の
伝
説
は
、
邪
馬
台
国
東
遷
の

史
的
事
実
を
中
核
と
し
た
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

甘
木
市
に
は
弥
生
期
の
遺
跡
が
多

く
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
弥
生
後
期

か
ん
ご
う

ひ
ら
つ
か
か
わ
ぞ
え

の
多
重
環
濠
集
落
･
平
塚
川
添
遺
跡

(国
史
跡
)
が
発
掘
さ
れ
、
考
古
学

者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

現
在
地
元
で
は
、
そ
れ
ら
古
代
遺

跡
や
近
代
の
城
下
町
な
ど
の
様
々
な

歴
史
資
源
を
見
学
ル
ー
ト
と
し
て
つ

な
ぐ

｢甘
木
朝
倉
歴
史
回
廊
構
想
｣

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

せ
た
か
ま
ち

や
ま
と

最
後
に
山
門
郡

(瀬
高
町
、
大
和

ま
ち

み
つ
は
し
ま
ち

や
ま
か
わ
ま
ち

町
、
三
橋
町
、
山
川
町
)
を
邪
馬
台

国
と
す
る
根
拠
は
、
筑
後
川
下
流
の

広
大
な
筑
後
平
野
に
位
置
す
る
農
業

が
盛
ん
な
地
域
で
、
縄
文
期
や
弥
生

期
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
と

｢ヤ
マ
ト
｣
と
同
音
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。
瀬
高
町
に
あ
る
巨

大
隅
国
府
に
向
か
う
西
路

ぞ
や
ま
こ
う
ご
い
し

石
遺
溝
女
山
神
篭
石

(国
史
跡
)
が

卑
弥
呼
の
居
城
跡
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

瀬
高
町
で
は
、
毎
年
七
月
に

｢卑

弥
呼
ま
つ
り
｣
が
行
わ
れ
、
｢卑
弥

呼
の
里
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

(旧

ミ
ス
卑
弥
呼
)｣
が
ま
つ
り
に
花
を

添
え
ま
す
。

⑤
肥
前
国
府
を
経
て
島
原
半
島
に
至

る
肥
前
路

⑥
筑
前
･
肥
前
の
海
岸
を
経
て
肥
前

登
望
駅
か
ら
壱
岐
･
対
馬
に
渡
る

壱
岐
･
対
馬
路

九
州
各
地
の
産
物
は
、
い
っ
た
ん

大
宰
府
に
集
め
て
か
ら
都
に
搬
送
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
大

宰
府
と
都
と
の
行
程
は
、
上
り
二
七

日
、
下
り
一
四
日
、
博
多
湾
か
ら
の

海
路
だ
と
三
〇
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

道
路
は
経
済
的
役
割
の
ほ
か
、
全

国
を
統
治
し
、
従
わ
な
い
部
族
は
征

伐
す
る
と
い
っ
た
軍
事
的
役
割
も

持

っ
て
い
ま
し
た
。

古
代
の
道
が
発
展
し
て
、
そ
の
ま

ま
現
代
の
道
に
な
っ
た
の
か
ど
う
力

は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
当
時
の
地

名
の
ほ
と
ん
ど
が
、
市
町
村
名
、
郡

名
、
大
字
名
な
ど
、
千
年
以
上
た
っ

た
現
在
も
何
ら
か
の
形
で
残
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
地
を
通
過
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。
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古
代
九
州
の
道

あ
し
か
が
け
ん
りよう

え
ん
ぎ
し
き

足
利
健
亮
氏
は
、
『延
喜
式
』
(九
二

さ
い
か
い

七
年
)
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
の
西
海

ど
う道

す
な
わ
ち
九
州
の
駅
路
を
復
原
さ

れ
て
い
ま
す
。
(『日
本
歴
史
地
理
総

説
古
代
編
』)

と
お

み
か
ど

｢遠
の
朝
廷
｣
と
呼
ば
れ
た
大
宰

府
か
ら
、
都
及
び
各
国
府
に
向
か
う

六
本
の
路
が
放
射
状
に
広
が
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

い
た
む
つ

①
大
宰
府
か
ら
到
津
駅
を
経
て
都
へ

向
か
う
令
制
大
路
ー
大
宰
府
路

②
豊
前
国
府
へ
向
か
う
田
河
道

③
豊
後
国
府
へ
向
か
う
豊
後
路
及
び

そ
の
延
長
で
あ
る
日
向
路

④
筑
後
･
肥
後
･
薩
摩
国
府
を
経
て

シリーズ / あの道 この道



資
料
が
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
『日
本
書
紀
』
に

｢筑
紫
大

‘

　

　
　

　
　
　
　
　

駅
在
官
以
以

市

式
現
式
式
式
府
府
界

(打

)
"

　

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　

涎

延
延
延
大

国
国

硼〉
縁

腱炉
却睡桝
ゾ
)

j

宰
｣
の
名
が
見
え
る
の
は
六
○
九
年

稻QJ

の
こ
と
で
す
。そ
の
前
身
は
、五
三
六

セ

を
の
っ

一T

年
に
博
多
湾
岸
の
郡
津

(福
岡
市
南

繖

み
や
げ

み
や
げ

区
三
宅
付
近
)
に
置
か
れ
た
｢宮
家
｣

『延喜式』の駅家と交通路

　　　　

　
　
　　　
　　　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

)
敷

(由
布
院
じ

･＼

j
鰡
幌

下
毛
軍
滓
)

〔玖
球
?
ご

蚊
繋

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　

安本美興著 『邪馬台国と卑弥呼の謎』.

み
ま
な

安

五
六
二
年
に
朝
鮮
半
島
の
任
那
日

酵

本
府
が
新
羅
に
滅
ぼ
さ
れ
･

さ
ら
に

･】協継続…
楜輛
拝
で
し

、鮑
贓
弱
ガ
リ
叩

く
蓑
弼
焔
烟
謝
り
)

、で
等
′

　　
　　
　
　
　　　
　
　　　　　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　　

　

　　
　
　　
　　　　　　　　
　
　　　
　
　

　
　

　　
　
　
　
　
　
　

　

,}

!

弼
調

J
.
′

拜
拝
,

帥
長
崎
)

朽
蝮
主

大

(　

　
　

　　
　

　

　

　
　

　

百
済
救
援
に
端
を
発
し
た
六
六
三
年

の
白
村
江
の
戦
い
で
、
唐
･
新
羅
連

合
軍
に
大
敗
を
喫
し
て
朝
鮮
半
島
か

ら
完
全
撤
退
す
る
と
、
大
宰
府
は
国

防
基
地
の
役
割
を
い
っ
そ
う
強
め
ま

す
。
大
陸
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
て
、

大
宰
府
を
郡
津
か
ら
内
陸
側
に
後
退

さ
せ
ま
す
。
現
在
の
大
宰
府
政
庁
跡

が
そ
れ
で
す
。

頌
田
(“
方
)

比
菩

o
佐
逡
尾
寺
)

鯛

深
江?ご

水
水

)

高
来

大
宰
府

も
ち
ろ
ん
わ
が
国
は
大
陸
と
常
時

大
宰
府
は
、
九
州
の
交
通
網
の
起

戦
闘
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、

終
点
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
と

遣
階
便

(六
〇
七
ー
六
一
四
年
)
や

い
う
の
も
大
宰
府
が
九
州
を
統
括
し

遣
唐
使

(六
三
0
-
八
九
四
年
)
に

た
官
庁
で
あ
り
、
大
陸
と
の
交
流
拠

よ
っ
て
大
陸
文
化
の
摂
取
に
努
め
て

点
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
｢大
宰
府
｣

ぃ
ま
す
。
唐
や
新
羅
と
の
外
交
関
係

と
は
、
大
い
な
る
国
府
の
意
味
で
す
。

が
友
好
的
に
な
り
、
侵
略
の
危
険
が

大
宰
府
の
設
置
年
は
、
直
接
的
な

小
さ
く
な
る
に
し
た
が
い
、
大
宰
府
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は
国
防
都
市
か
ら
外
交
都
市
に
性
格

現
在
太
宰
府
市
で
は
、｢九
州
国
立

を
変
え
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
中
央

集
権
体
制
が
確
固
と
な
る
に
つ
れ
て
、

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
の
地
と
な

り
、
大
宰
府
の
官
職
に
就
く
こ
と
は

左
遷
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

だ
ざ
い
のご
ん
の
そ
つ

す
。
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
た
右

ず
が
わらのみ
ち
ざ
ね

大
臣
菅
原
道
真

(八
四
五
…
九
〇
三

年
)
な
ど
が
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
、
大
宰
府
と
い
え
ば
そ

の
菅
原
道
真
公
を
祭
神
と
す
る

｢太

宰
府
天
満
宮
｣
を
連
想
す
る
人
が
多

い
の
で
す
が
、
社
殿
の
造
営
は
大
宰

府
の
設
置
よ
り
ず
っ
と
後
の
九
一
九

年
の
こ
と
で
す
。

な
お
、｢太
宰
府
｣
の
表
記
は
、
中

世
か
ら
混
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
に
な
っ
て
村
名
と
し
て
使
わ
れ

て
か
ら
は
、
太
宰
府
市
、
太
宰
府
天

満
宮
、
西
鉄
太
宰
府
線
太
宰
府
駅
の

よ
う
に

｢太
宰
府
｣
の
方
が
一
般
的

に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
古
代
の
政
庁
に
関
す
る

も
の
は
、
大
宰
府
政
庁
跡
、
大
宰
府

展
示
館
の
よ
う
に
、
｢大
宰
府
｣
と
書

き
表
し
ま
す
。

博
物
館
｣
の
誘
致
運
動
を
進
め
て
お

り
、
建
設
予
定
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
が
、
課
題
の
一
つ
と
な

っ

て
い
ま
す
。

鴻
臘
館
と
平
和
台

唐
や
新
羅
か
ら
の
外
交
団
を
接
待

す
る
迎
賓
館
は
、
『
日
本
書
紀
』
に

つく
し
の
む
ろ
づ
み

｢筑
紫
館
｣
の
名
で
六
八
八
年
に

登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
後
の
｢鴻
臆

館
｣
で
す
。
『日
本
三
代
実
録
』
(九
〇

一
年
)
の
八
六
九
年
の
記
事
に

｢鴻

廳
館
｣
の
名
が
見
え
ま
す
。

昭
和
六
二
年
三
一月
、
平
和
台
球

場
外
野
席
の
改
修
工
事
中
に
そ
の
遺

構
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら

｢鴻
腫
館
｣
の
所
在
地
と
し
て
想
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
確
認
で
き
な

い
で
い
た
も
の
で
す
。

か
つ
て
福
岡
城
が
あ
り
、
明
治
に

に
じ
ゅ
う
し
れ
ん
た
い

な
っ
て

｢歩
兵
第
二
十
四
聯
隊
｣
本

営
が
置
か
れ
て
か
ら
は
軍
施
設
だ
っ

た
所
で
す
。そ
の
地
に
、昭
和
二
三
年

第
三
回
国
民
体
育
大
会
の
中
心
会
場

と
し
て
、
陸
上
競
技
場
や
サ
ッ
カ
i

･
ボ
ク
シ
ン
グ
･
ラ
グ
ビ
ー
の
各
競

有
明
海
沿
岸
道
路

技
施
設
が
建
設
さ
れ
、
平
和
の
ス
タ

一
〇
世
紀
以
降
も
源
平
の
争
乱
、

ー
ト
台
と
い
う
意
味
で

｢平
和
台
｣

蒙
古
襲
来
、
南
北
朝
の
動
乱
、
豊
臣

秀
吉
の
全
国
統
一
と
朝
鮮
出
兵
な
ど
、

現
在
の
福
岡
県
に
当
た
る
地
域
は
歴

史
の
表
舞
台
に
た
び
た
び
登
場
し
ま

す
。し

か
し
、
こ
こ
で
時
代
を
現
代
に

戻
し
、
場
所
を
筑
前
国
か
ら
筑
後
国

(福
岡
県
南
部
)
に
移
し
て
、
道
路

に
ま
つ
わ
る
話
題
を
い
く
つ
か
述
べ

る
こ
と
に
し
ま
す
。

や
つ

福
岡
県
南
部
を
含
む
有
明
海
･
八

代
海
の
沿
岸
地
域
に
は
、
広
域
的
な

道
路
で
お
互
い
を
環
状
に
連
結
し
、

経
済
文
化
交
流
圏
を
形
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
体
的
な
発
展
を
図
ろ
う

と
い
う

｢有
明
海
･
八
代
海
沿
岸
地

域
開
発
構
想
｣
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

構
想
の
一
部
を
な
す
の
が
、
｢有
明
海

沿
岸
道
路
｣
で
す
。

お
お
む
た
し

そ
の
う
ち
大
牟
田
市
を
起
点
と
し

佐
賀
県
鹿
島
市
を
終
点
と
す
る
延
長

六
○
如
が
、
平
成
六
年
三
一月
に
地

域
高
規
格
道
路
の
計
画
路
線
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
内
の
延

56 道イテセ 963

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
西
鉄
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
だ
っ
た
平

和
台
球
場
は
、
そ
の
サ
ッ
カ
ー
競
技

場
跡
に
昭
和
二
五
年
に
完
成
し
ま
し

た
。国

道
二
〇
二
号
の
平
和
台
付
近
の

ぎ
お
ん

区
間

(枇
園
交
差
点
-
大
濠
一
丁
目

交
差
点
)
は
、｢国
体
道
路
｣
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
四
年
に
、
福

岡
市
制
施
行
八
〇
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
市
内
主
要
幹
線
道
路
に
公
募

で
愛
称
が
付
け
ら
れ
た
六
路
線

(昭

和
通
り
、
大
博
通
り
、
渡
辺
通
り
、

国
体
道
路
、
筑
紫
通
り
、
住
吉
通
り
)

の
一
つ
で
す
。
(『福
岡
市
史
第
十
巻

昭
和
編
続
編

(二
≦
)

と
こ
ろ
で
、
二
巡
目
の
第
四
五
回

国
民
体
育
大
会
は
、
｢と
び
う
め
国
体
｣

を
テ
ー
マ
に
、
福
岡
市
博
多
区
の
東

平
尾
公
園
博
多
の
森
陸
上
競
技
場
を

中
心
会
場
と
し
て
、
平
成
二
年
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

シリーズ/あの道 この道



長
は
二
九
如
で
、
そ
の
う
ち
五
如
が

筑
後
川
の
渡
し
船

調
査
区
間
に
、
三
一如
が
整
備
区
間

7

陸
上
交
通
を
遮
断
し
た
筑
後
川
に

5

に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
昔
か
ら
多
く
の
渡
し
船
が
あ
り

3

｢有
明
海
沿
岸
道
路
｣
は
ま
た
、

ま
し
た
が
、
架
橋
技
術
が
向
上
し
、

セ

平
成
一
o
年
夏
に
開
港
予
定
の
佐
賀

テ

自
動
車
交
通
量
が
増
大
す
る
に
つ
れ

漸

空
港

(第
三
種
空
港
)
へ
の
ア
ク
セ

て
、
長
大
橋
が
架
け
ら
れ
る
よ
う
に

ス
機
能
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

な
り
、
次
々
と
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

ン

水

鰹

“

す
。

写
真
は
、
昭
和
五

一
年
当
時
の

J

出

あ
お
き

あ
お
き

｢青
木
の
渡
し
｣
の
朝
の
光
景
で
、

み
ず
ま
ぐ
ん約しようじ
ま
ま
ち
う
き
し
ま

三
潴
郡
城
島
町
浮
島
か
ら
対
岸
の
中

　
　　

　

　

載蝉
を
‐
]

こ
そ

.

-̂く‘ /
で一〉~℃〉

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
ノ
を
枌

八代

溌
ま
し

を
、

(昭和51年)

や
"
渡

　　
　

　　

　

有明海 ･八代海を環状に結ぶ広域的道路構想

　　

　

　　

　　

ず

縦
　

　

ふ
き

　

　　
　



表 4 筑後川下流の主な県営渡船

航 路 名 船 渡 名 廃 止 年 月 日 橋 梁 名

新田 ･大野島航路 新 山 渡 船 昭和48年4月25日 新 田 大 橋

鐘ヶ江･道海島航路 鐘ヶ江渡船 旧目
“鉾榔昭 橋大江ケ鐘

青木 ･ 浮島航路 青木渡船 鯛目
~

イ優鴎廟 橋款中木青

浜 ･ 下 田 航 路 下 田 渡 船 旧日
"

“性年AV成平 橋大田下

学
校
に
通
う
生
徒
達
が
写
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
五
七
年
四
月
五
日
に

｢青

木
中
津
大
橋
｣
が
開
通
し
、
そ
の
翌

日
に
お
別
れ
式
が
行
わ
れ
て
廃
止
に

な
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
の
が

｢下

田
の
渡
し
｣
で
す
が
、
そ
れ
も
平
成

六
年
三
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た

｢下

田
大
橋
開
通
式
｣
と

｢下
田
の
渡
し

廃
船
式
｣
に
よ
っ
て
、
三
〇
〇
年
の

長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

と
せ
ん

役
目
を
終
え
た
渡
船
｢浜
丸
｣
は
、

社
会
教
育
の
資
料
と
し
て
城
島
町
が

無
償
譲
渡
を
受
け
、
近
く
整
備
さ
れ

る

｢下
田
の
渡
し
記
念
広
場
｣
に
保

存
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ち
な
み
に
、
下
田
大
橋
は
平
成
二

年
着
工
で
全
長
四
五
六
m
、
総
事
業

費
は
四
三
億
六
千
万
円
で
す
。

水
路
か
ら
陸
路
ヘ
ー
大
川
市

大
川
市
は
、
筑
後
川
河
□
の
左
岸

に
位
置
す
る
木
工
業
の
盛
ん
な
ま
ち

昇開橋
福岡県総務部広報課発行 『グラフ福岡1995 .11』

　　

　

　　

　

　　

　

　

渡

･

＼

き

勘

も

ぎ

下田

で
す
。
市
名
の
由
来
は
、
川
幅
の
広

が
る
河
ロ
近
く
の
筑
後
川
を
、
昔
か

お
お
か
わ

ら

｢大
川
｣
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

材
料
の
木
材
は
、
筑
後
川
上
流
の

ひ
た

大
分
県
日
田
地
方
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
丸
太
が
、
筏
に
組
ま
れ
て
運
ば
れ

て
き
た
と
い
い
ま
す
。
製
品
化
す
る

と
、
有
明
海
か
ら
船
で
各
地
に
輸
送

し
た
そ
う
で
す
。
一
六
八
〇
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
筏
流
し
は
、
昭
和

を
閉
じ
、
代
わ
っ
て
外
材
の
利
用
が

主
流
に
な
り
ま
す
。
市
場
は
全
国
に

拡
大
し
、
輸
送
手
段
は
大
型
ト
ラ
ッ

ク
に
な
り
ま
す
。

大
川
市
内
に
は
、
有
明
海
沿
い
に

邱

熊
本
県
か
ら
佐
賀
県
へ
向
か
う
国
道

セ一丁

二
〇
八
号
が
あ
り
、
東
西
に
は
そ
れ

道

を
終
点
と
す
る
国
道
四
四
二
号
が

58

や
め

あ
っ
て
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
八
女

　
　
　　　よ

あ
げ

二
七
年
、
筑
後
川
上
流
に
夜
明
ダ
ム

ひ
た
し

(大
分
市
日
田
市
)が
完
成
す
る
と
幕

シリーズ/ あの道 この道



イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
さ
ら
に
は
大

分
市
へ
と
通
じ
て
い
ま
す
。
国
道
と

は
い
え
、
い
ず
れ
も
片
側
一
車
線
で

拡
幅
も
困
難
な
た
め
、
バ
イ
パ
ス
計

画
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
本
線
瀬
高
駅
と
長
崎
本
線

佐
賀
駅
と
を
結
ぶ
佐
賀
線
が
昭
和
一

〇
年
に
全
線
開
通
し
、
大
川
市
内
を

走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
二
年

三
月
に
廃
止
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
跡

地
の
道
路
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

列
車
通
過
時
に
中
央
部
分
が
下
が
る

仕
組
み
の
｢筑
後
川
昇
開
橋
｣
は
、

す
で
に
大
川
市
と
佐
賀
県
佐
賀
郡
諸

富
町
が
国
鉄
清
算
事
業
団
か
ら
無
償

譲
渡
を
受
け
て
お
り
、
平
成
八
年
夏

に
は
遊
歩
道
と
し
て
一
般
に
開
放
さ

れ
る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
民
栄
誉
賞
を
を
受

賞
し
た
作
曲
家
古
賀
政
男

(
一
九
〇

四
-
一
九
七
八
年
)は
、大
川
市

(旧

三
瀦
郡
田
口
村
)
の
出
身
で
、
市
内

に
は
古
賀
政
男
記
念
館
の
ほ
か
、
｢丘

を
越
え
て
橋
｣
や
｢影
を
慕
い
て
橋
｣

と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
橋
梁

が
あ
り
ま
す
。｢丘
を
越
え
て
橋
｣
は

押
ボ
タ
ン
で
、
｢影
を
慕
い
て
橋
｣
は

セ
ン
サ
ー
感
知
で
、
そ
れ
ぞ
れ
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す
。

道行セ 96.3 59

夢
の
コ
ス
モ
ス
街
道
･ー
北
野
町

み
い
ぐ
ん
き
た
の
ま
ち

三
井
郡
北
野
町
に
は
、
延
長
四
･

三
如
に
も
及
ぶ

｢夢
の
コ
ス
モ
ス
街

道
｣
が
あ
り
、
秋
に
は
可
憐
な
花
を

咲
か
せ
て
、
通
行
す
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

か
く
み
つ
み
ち
お

近
く
に
住
む
会
社
員
角
光
迪
夫
さ

網
)

“

　
　

　

内

、

道

管

-
(柳川土木事務所管内図) 諺箋
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県
鯲
賀

ん

(五
四
歳
)
が
、
昭
和
四
七
年
五

月
に
、
娘
の
誕
生
と
筑
後
川
堤
防
の

美
化
を
願
っ
て
、
コ
ス
モ
ス
の
種
を

一
0
m
ほ
ど
ま
い
た
の
が
始
ま
り
だ

そ
う
で
す
。
沿
道
住
民
の
協
力
で
コ

ス
モ
ス
の
帯
は
年
々
伸
び
続
け
て
い

ま
す
。
筑
後
川
堤
防
を
中
心
に
し
て
、

と
よ
た
き
た
の

え
が
わ

一
般
県
道
豊
田
北
野
線
や
町
道
江
川

ぐ
ち
せ
ん
で

と
う
の
き
よ
こ
ま
ち

と
う
の
き
お
お

ロ
千
出
線
、
当
木
横
町
線
、
当
木
大

つぼ坪
線
な
ど
が
コ
ス
モ
ス
街
道
に
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
角
光
さ
ん
は
願
い
が

か
な

っ
て
、
そ
の
年
の
七
月
に
娘
さ

ん
が
生
れ
た
そ
う
で
す
。
平
成
七
年

一
〇
月
一
四
日
、
そ
の
美
奈
子
さ
ん

(二
三
歳
)
が
挙
式
前
に
白
む
く
姿



で
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
街
道
を
歩
き

ま
し
た
。

お
わ
り
に

コスモス街道を歩む花嫁
資料 :福岡県総務部広報課発行『グラフ福岡l995.12』

こ

の

道

こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
、

あ
か
し
や
の
花
が
咲
い
て
る
。

あ
の
丘
は
い
つ
か
見
た
丘
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
、

ほ
ら
、
白
い
時
計
台
だ
よ
。

こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
、

お
母
さ
ま
と
馬
車
で
行
っ
た
よ
。

あ
の
雲
は
い
つ
か
見
た
雲
、

あ
あ
、
そ
う
だ
よ
、

さ
ん
ざ
し

山
査
子
の
枝
も
垂
れ
て
る
。

童
謡

｢
こ
の
道
｣
の
作
者
北
原
白

秋
(
一
八
八
五
-
一
九
四
二
年
)
は
、

柳
川
市
(旧
山
門
郡
沖
端
村
)
の
出
身

で
す
。
詩
人
、
歌
人
と
し
て
大
き
な

業
績
を
残
し
た
ほ
か
、
｢か
ら
た
ち
の

花
｣
や

｢赤
い
鳥
小
鳥
｣
な
ど
の
童

謡
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

白
秋
が
生
き
た
時
代
に
比
べ
る
と
、

道
の
変
わ
り
方
は
、
社
会
的
･
経
済

的
変
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
速
く
そ
し

て
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

道
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
沿
道
の

風
景
や
住
民
の
生
活
を
変
え
て
い
く

こ
と
で
も
あ
り
、
｢
こ
の
道
｣
の
よ
う

な
幼
年
期
の
回
想
を
、
ま
す
ま
す
困

難
に
、
あ
る
い
は
不
可
能
に
し
て
い

き
ま
す
。
道
路
行
政
へ
の
批
判
的
意

見
に
は
、
そ
う
い
う
感
傷
的
な
気
持

ち
が
遠
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装

さ
れ
、
自
動
車
が
頻
繁
に
行
き
交
う

道
で
あ
っ
て
も
、
今
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
は
、
将
来
懐
か
し
く
回
想
さ

れ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
｢
こ
の
道
｣

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

"怪
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RU

月
･日

1▲
･
03

世
界
の
動

き

○
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
大
統
領
が
、
一
月
二
七
日
の
六
回
目
の
実

験
を
最
後
に
、
今
後
一
切
の
核
実
験
を
や
め
る
と
発
表
、
包
括
的

核
実
験
禁
止
条
約

(C
T
B
T
)
に
調
印
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
は
、
公
定
歩
合
と
短
期

金
利
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金

利
の
誘
導
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
○
･
二
五
%
引
き
下
げ
、
年
五
･
0

%
、
五
･
二
五
%
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
即
日
実
施
し
た
。
公
定

歩
合
の
引
き
下
げ
は
一
九
九
二
年
七
月
以
来
で
、
景
気
の
テ
コ
入

れ
が
ね
ら
い
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
、
九
七
財
政
年
度

(九
六
年
一
〇
月
;

九
七
年
九
月
)
の
連
邦
予
算
案
と
二
〇
〇
二
年
度
末
ま
で
の
財
政

見
通
し
を
盛
り
込
ん
だ

｢予
算
教
書
｣
を
議
会
に
提
出
し
た
。
内

容
は
本
年
度
を
含
む
七
年
間
で
約
六
千
億
ド
ル
の
歳
出
削
減
を
実

施
、
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
に
赤
字
ゼ
ロ
を
達
成
、
議
会
と
の
約
束

を
実
現
す
る
こ
と
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。

○
フ
ラ
ン
ス
銀
行

(中
央
銀
行
)
が
公
定
歩
合
に
相
当
す
る
政
策

金
利
の
市
場
介
入
金
利
を
四
･
0
五
%
か
ら
○
･
一
五
%
引
き
下

げ
て
三
･
九
0
%
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
即
日
実
施
し
た
。
二
週

連
続
の
引
き
下
げ
で
、
景
気
回
復
が
ね
ら
い
。

○
ド
イ
ツ
連
邦
雇
用
庁
発
表
の
一
月
の
雇
用
統
計
に
よ
る
と
、
ド

イ
ツ
の
失
業
者
は
四
一
五
万
九
、
○
○
0
八
で
、
統
一
後
で
は
最

悪
記
録
。

事

項

.

“
月
･日リノ“

国

内

の
動

き

○
政
府
が
臨
時
閣
議
で

｢
一
九
九
六
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済

運
営
の
基
本
的
態
度
｣
を
決
定
、
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実

質
成
長
率
を
二
･
五
%
と
し
た
。

○
日
本
銀
行
が
景
気
の
現
状
に
つ
い
て
情
勢
判
断
資
料
を
発
表
、

｢再
び
回
復
し
つ
つ
あ
る
｣
と
の
見
解
を
示
し
た
。

○
総
務
庁
が
九
五
年
度
の
年
平
均
全
国
消
費
者
物
価
指
数

(九
〇

年
=
-0
0
)
を
発
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
〇
七
･
0
で
、
前
年

に
比
べ
て
○
･
一
%
の
下
落
、
全
国
の
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
。
円
高
に
よ
る
安
い
輸
入
品
、

流
通
合
理
化
な
ど
が
要
因
。

○
全
国
の
乗
用
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
二
輪
車
な
ど
自
動
車
保
有
台
数

が
、
九
五
年
三

月
末
に
七
、
0
0
0
万
台
を
超
え
た
こ
と
が
運

輸
省
の
調
べ
で
わ
か
っ
た
。
総
数
七
、
○
○
○
万
一
、
三
一
五
台

で
、
こ
の
う
ち
乗
用
車

(軽
を
含
む
)
が
六
四
%
を
占
め
た
。

○
衆
院
予
算
委
員
会
が
政
府
提
出
の
住
宅
金
融
専
門
会
社
(住
専
)

七
社
の
大
ロ
融
資
先
上
位
五
〇
社
の
焦
げ
付
き
状
況
を
示
し
た
資

料
を
公
開
。
昨
年
六
月
末
時
点
で
延
べ
二
五
〇
社
･
グ
ル
ー
プ
に

計
四
兆
四
、
0
五
〇
億
円
を
融
資
。
｢損
失
｣
は
二
兆
七
、
七
二
一

億
円
に
の
ぼ
る
。

○
田
中
秀
征
経
済
企
画
庁
長
官
が
、
月
例
経
済
報
告
閣
僚
会
議
に

二
月
の
月
例
経
済
報
告
を
提
出
。
景
気
の
現
状
に
つ
い
て

｢穏
や

か
な
が
ら
再
び
回
復
の
動
き
か
み
ら
れ
始
め
て
い
る
｣
と
の
判
断

を
示
し
た
。

事

項

3 2 月
･日

道

路

行

政

の
動

き

○
北
海
道
古
平
郡
古
平
町
の
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
で
岩

盤
が
崩
落
、
通
行
中
の
乗
用
車
と
バ
ス
が
下
敷
き
と
な
っ
た
。
一

七
日
夜
ま
で
に
二
〇
八
の
遺
体
が
収
容
さ
れ
た
。

○
総
理
府
が
道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
を
発
表
。
今
回
の
調
査
は

国
民
の
道
路
に
対
す
る
意
識
を
調
査
し
、
今
後
の
施
策
の
参
考
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。
(標
本
数
は
三
千
人
、
有
効
回

収
数
は
七
一
･
八
%
、
平
成
七
年
一
月
一
六
ー
二
六
日
に
実
施
)

○
日
本
道
路
公
団
の
高
速
道
路
等
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え

る
範
囲
が
東
日
本
を
中
心
に
拡
大
。
束
名
、
名
神
全
線
等
、
一
五

路
線

(
一
般
有
料
道
路
含
む
)
で
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

事

項

道行セ 96.3 6ノ

◎

幽

9
醐

o
醐
o
諦
o
崗
Q閥
!



4月号の特集テーマは ｢各種道路の最近の動向｣ の予定です。
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政
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本
欄
末
尾
の
サ
イ
ン
-
既
済
ー
に
は
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
答

え
い
た
し
ま
す
。
既
済
と
は
既
に
済
ん
だ
と
い
う
こ

　　

　　　　

と
で
す
。
済
の
字
は
シ
が
つ
い
て
い
る
と
お
り
、
川

に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
既
済
と
は

｢既
に
川
を
わ
た

り
終
え
た
｣
と
い
う
意
味
で
す
。
川
の
向
う
岸
に
行

く
こ
と
を
わ
た
る
と
い
い
ま
す
。
漢
字
に
す
る
と
渡

た
る
、
渉
る
に
な
り
ま
す
。
渡
る
は
渡
船
の
よ
う
に

物
を
使
っ
て
わ
た
る
こ
と
で
す
。
渉
る
は
シ
に
歩
で

す
か
ら
、
水
の
中
を
歩
い
て
わ
た
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
易
で
一
つ
の
決
断
を
示
す
と
き
大
川
を

た
い
せ
ん

わ
た
る
に
よ
ろ
し

(利
し渉
二
大
川
こ

と
か
、
大
川

を
わ
た
る
に
よ
ろ
し
か
ら
ず

(不
し利
し渉
ニ
大
川
こ

と
い
＼
ま
す
。
易
が
作
ら
れ
た
紀
元
前
の
古
い
昔
、

大
き
な
川
を
無
事
に
渉
る
こ
と
は
、
人
々
の
運
命
を

左
右
す
る
ほ
ど
重
要
な
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
。

中
国
大
陸
に
は
大
き
な
川
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
中

で
も
黄
土
高
原
を
源
と
す
る
黄
河
(五
、
四
六
四
粁
)

は
、
荒
れ
河
と
し
て
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
河
の
流
域
で
中
国
古
代
文
明
が
発

達
し
た
の
で
す
か
ら
、
氾
濫
を
繰
り
返
す
荒
れ
河
は

恵
み
の
河
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
沈
殿
の
早
い
黄
土

質
を
多
量
に
含
ん
だ
濁
流
は
河
床
を
絶
え
ず
変
え
ま

す
か
ら
、
橋
は
だ
め
、
舟
も
危
い
と
な
る
と
足
で
渉

る
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
流
れ
に
足
を
と
ら
れ
て
、

流
さ
れ
て
し
ま
う
人
も
お
り
ま
し
た
。
濡
ニ
其
首
一

藺

(そ
の
首
を
ぬ
ら
す
。
あ
や
う
し
)
人
々
は
無
事

に
渉
れ
る
よ
う
神
意
を
問
い
祈
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
川
を
渉
り
終
え
て
対
岸
に
立
っ
た
と
き
の

喜
び
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
難
所

の
一
つ
を
通
過
し
た
、
や
れ
/
＼
と
言
う
気
持
ち
に

な
っ
た
の
で
す
。
現
代
に
生
き
る
私
達
で
も
い
ろ
い

ろ
な
困
難
を
乗
り
切
っ
た
安
堵
感
は
、
易
が
作
ら
れ

た
古
い
時
代
の
中
国
の
人
々
と
同
じ
気
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
昨
年
の
四
月
号
か
ら
既
済
の
サ
イ
ン

を
使
っ
た
の
は
、
本
誌
創
刊
満
五
年
六
〇
号
発
行
と

い
う

一
つ
の
節
目
を
無
事
に
越
す
こ
と
が
出
来
た
自

視
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
す
。

字
面
上
の
既
済
の
説
明
は
こ
の
程
度
で
よ
い
と
思

い
ま
す
。
が
こ
れ
だ
け
で
は
既
済
の
す
べ
て
を
説
明

し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
既
済
は
水
火
既
済
と

い
う
易
の
卦
名
の
一
つ
で
こ
れ
は
字
面
上
の
説
明
よ

り
も
、
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
易
は
八
卦

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
天
と
地
の
間
に
あ
る
天

沢

火

雷

(地
震
)

風

水

山

地
の
八
つ
の
自

然
現
象
を
自
乗
し
て
六
四
卦

(8
×
8
)
を
組
み
立

て
ま
す
。
組
み
立
て
か
た
は
唯
竹
を
使
い
ま
す
が
、

道
具
を
使
っ
て
出
た
卦
は
、
算
木
と
い
う
陰
と
陽
の

し
る
し
の
つ
い
た
六
本
の
木
片
に
示
さ
れ
ま
す
。

算
木
の
上
に
示
さ
れ
た
象
が
水
と
火
と
し
ま
し
ょ

う
o
獸

こ
れ
を
名
付
け
て
既
済
と
い
う
六
三
番
目

の
卦
と
な
り
ま
す
。
卦
の
印
象
は
水
が
上
に
あ
っ
て

火
が
下
に
あ
り
ま
す
。
燃
え
上
ろ
う
と
す
る
火
を
水

が
上
か
ら
押
え
つ
け
て
い
る
と
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。

火
は
水
に
か
な
い
ま
せ
ん
か
ら
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

燃
え
拡
が
ろ
う
と
し
た
火
事
を
無
事
に
消
す
こ
と
が

出
来
て
や
れ
ノ
＼
と
言
う
気
持
は
、
先
に
述
べ
た
大

川
を
無
事
に
わ
た
る
こ
と
が
出
来
て
や
れ
/
＼
と
思
っ

た
こ
と
、
ま
た
現
代
の
人
達
が
一
つ
の
仕
事
を
成
し

終
え
て
や
れ
/
＼
と
思
っ
た
気
持
ち
と
安
堵
感
に
お
い

き
せい
かん

て
共
通
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
既
済
感
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
易
は
人
間
の
事
即
ち
人
事

を
占
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
安
堵
感

だ
け
で
は
占
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
易
の
既
済
の
卦
で
警

告
し
て
い
る
の
は
、
や
れ
/
＼
と
思
っ
た
そ
の
あ
と
の

こ
と
で
す
。

一
つ
の
困
難
を
克
服
し
た
か
ら
と
言
っ
て

油
断
す
る
な
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
象
日
水
在
ニ
火

くんしもってうれいをおもいあらかじめこれをふせぐ

あん
ど

上
-既
済
。
君
子
以
思
し患
而
橡
防

し之
。
(安
堵
ば
か

り
し
て
い
な
い
で
、
こ
れ
か
ら
が
大
切
。
気
配
り
、

目
配
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
)
と
注
意
し
て
い
る
の

で
す
。

(既
済
)

振込銀行 :富士銀行虎ノ門支店
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｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣

一
九
九
五
年
度
既
刊
号
目
次、

.浅
ー
蛭

踞
ね
逢

L
鰺
ー

平
成
八
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

(肩
書
は
筆
跡
時
ま
た
は
座
談
会
実
施
時
の
も
の
で
す
)

○
新
法
の
成
立
に
あ
た
っ
て

○
国
土
づ
く
り
の
理
念
と
道
路
整
備

○
就
任
挨
拶

○
二
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
道
路

○
妖
精
横
断
注
意

0
I
T
S
と
道
路
交
通
管
理
･
運
用

○
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
思
う
日
本
の
道
路

○
遊
牧
国
家
の
草
が
危
な
い

○
年
頭
の
あ
い
さ
つ

○

『土
木
の
こ
こ
ろ
』
に
魅
せ
ら
れ
て

Q
未
来
か
ら
み
て
今
を
作
る

9
人
が
輝
く
道
づ
く
り

Q
歩
道
は
、
文
化
空
間
/

‐

U
移
動
と
ス
ト
レ
ス

U
十
七
歳
の
地
図

　
　

U
つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み

道

路

局

長

一
橋
大
学
教
授

明
治
学
院
大
学

国
際
学
部
講
師

㈱
日
刊
自
動
車
新
聞
社

常
務
･
編
集
局
長

慶
應
義
塾
大
学

理
工
学
部
教
授

政

治

評

論

家

武
蔵
野
女
子
大
学
教
授

(比
較
都
市
論
)

国
立
環
境
研
究
所

地

球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

㈱
サ
ン
ケ
イ
リ
ビ
ン
グ

新
聞
社
編
集
長

イ
ラ
ス
ト･レ
ー･夕
･【

㈱

N

E

X

T

代

表

取

締

役

道
路
局
道
路
総
務
課
長

道
路
局
路
政
課
長

道
路
局
道
路
交
通
管

理

課

長

藤
川

寛
之

杉
山

武
彦

橋
本
鋼
太
郎

田
中

紀
夫

栗
山

定
幸

川
嶋

弘
尚

三
宅

久
之

岡

並
木

橋
本
鋼
太
郎

田
村

喜
子

西
岡

秀
三

山
谷
え
り
子

真
鍋

博

村
岡

清
子

倉
林

公
夫

峰
久

幸
義

塩
島

高
雄

7
年
5
月
号
(第
鋭
号
)1
頁

7
年
6
月
号
(第
鎚
号
)1
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)1
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)3
頁

7
年
8
月
号
(第
節
号
)1
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)1
頁

7
年
10
月
号
(第
鋼
号
)1
頁

7
年
12
月
号
(第
鱒
号
)1
頁

8
年
1
月
号
(第
"
号
)】
頁

8
年
3
月
号
(第
“
号
)1
頁

7
年
6
月
号
(第
邱
号
)3
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)5
頁

7
年
8
月
号
(第
鋳
号
)3
頁

7
年
齢
月
号
(第
“
号
)3
頁

7
年
11
月
号
(第
鎚
号
)1
頁

8
年
l
月
号
(第
夘
号
)3
頁

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)】
頁

○
平
成
八
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

○
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
の
創
設

○
道
路
に
お
け
る
情
報
化
施
策
の
推
進

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室

道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室

道
路
局
道
路
環
境
課

道
路
局
道
路
環
境
課

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

道
路
局
道
路
環
境
課

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

道
路
局
道
路
総
務
課

企

画

官

道
路
局
国
道
課

建

設

専

門

官

道
路
局
国
道
課

建

設

専

門

官

道
路
局
有
料
道
路
課

課

長

補

佐

道
路
局
高
速
国
道
課

課

長

補

佐

道
路
局
地
方
道
課

建

設

専

門

官

道
路
局
地
方
道
課
市
町

村
道
室
建
設
専
門
官

道
路
局
道
路
総
務
課

画

官

道
路
局
国
道
課

建

設

専

門

官

道
路
局
国
道
課

建

設

専

門

官

佐
々
木

基

木
村

昌
司

山
田

篤
司

吉
崎

収

森

昌
文

下
保

修

福
井

孝

佐
々
木

基

木
村

昌
司

山
田

篤
司

7
年
9
月
号
(第
“
号
)3
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)u
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)お
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)"
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)劉
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)“
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)鵠
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)幻
頁

7
年
10
月
号
(第
“
号
)5
頁

7
年
10
月
号
(第
“
号
)拗
頁

7
年
10
月
号
(第
“
号
)鬚
頁

7
年
10
月
号
(第
“
号
)即
頁

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)u
頁

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)笏
頁

○
第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
策
等
整
備
事
業
五
箇
年

計
画
(案
)
に
つ
い
て

○
安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路

整
備
の
推
進

○
良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
施
策

の
推
進

○
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(T
D
M
)
に
よ
る
道
路

の
有
効
活
用

平
成
八
年
度
道
路
関
係
予
算

の
概
算
要
求

○
平
成
八
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要

○
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

○
有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

○
地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

②
予
算

○
平
成
八
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概
要

○
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要



○
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
の
概
要

○
有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

○
地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

○
街
路
関
係
予
算
の
概
要

　
　
　

○
今
後
の
有
料
道
路
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
中

間
答
申

(高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
)

○
料
金
水
準
抑
制
へ
の
対
応
策

○
も
っ
と
知
ら
れ
て
良
い
-
こ
ん
ど
の
答
申

○
高
速
道
路
の
早
期
整
備
へ
の
期
待

○
道
路
審
議
会
の
中
間
答
申
を
読
ん
で

[国
土
軸
地
域
連
携
等
-

○
建
設
省
に
お
け
る
地
域
の
連
携
･
交
流
へ
の
取
組

み
○
日
本
中
央
横
断
軸
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
連
携
軸

構
想
と
国
土
開
発

道
路
局
高
速
国
道
課

課

長

補

佐

道
路
局
有
料
道
路
課

課

長

補

佐

道
路
局
地
方
道
課

建

設

専

門

官

道
路
局
地
方
道
課
市
町

村
道
室
建
設
専
門
官

都
市
局
街
路
課

街
路
事
業
調
整
官

道
路
局
有
料
道
路
課

道
路
局
高
速
国
道
課

奥
谷

正

吉
崎

収

下
保

修

福
井

孝

8
年
2
月
号
(第
ね
号
)鍵
頁

8
年
2
月
号
(第
ね
号
)35
頁

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)“
頁

0
阪
神

淡
路
大
震
災
‘
‘
る
高
速
自
動
車
国
道
等

観
纜蝋
銀
*
柳

格
昭

の
被
災
と
復
旧
に
つ
い
て

調

0
阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
本
州
四
国
連
絡
道
路

鉢訓訓幅翻
鷺鶏鯰烟
神

弘
夫

一阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
一生

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
道
路
防
災
対
策

○
直
轄
国
道
に
お
け
る
復
旧
工
事

○
兵
庫
県
及
び
市
町
管
理
道
路
の
復
旧
と
復
興
に
つ

い
て

O
J
H
日
本
道
路
公
団
の
震
災
復
旧
状
況
と
今
後
の

震
災
対
策
に
つ
い
て

○
首
都
高
速
道
路
の
耐
震
性
向
上
対
策

○
阪
神
高
速
道
路
公
団
の
震
災
復
旧

○
兵
庫
県
南
部
地
震
の
明
石
海
峡
大
橋
へ
の
影
響
と

そ
の
後

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
時
の
道
路
交
通
情
報
活
動

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

制
定
に
つ
い
て

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
逐

条
解
説

○
大
和
･
万
葉
に
お
け
る
電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い

て
○
電
線
共
同
溝
の
整
備
に
係
る
地
方
か
ら
の
期
待

=
福
島
県

○
横
浜
市
の
道
路
に
お
け
る
電
線
類
地
中
化
と
高
度

情
報
化
へ
の
対
応

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
令
等
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課

道
路
防
災
対
策
室

近
畿
地
方
建
設
局

道
路
部
道
路
管
理
課
長

兵
庫
県
土
木
部

参
事
兼
道
路
建
設
課
長

兵
庫
県
土
木
部

参
事
兼
道
路
補
修
課
長

野
網

孝
之

山
下

良
男

小
河

保
之

岡
田

淳

7
年
4
月
号
(第
錠
号
)7
頁

7
年
4
月
号
(第
錠
号
)船
頁

8
年
1
月
号
(第
知
号
)5
頁

8
年
1
月
号
(第
の
号
)n
頁

8
年
1
月
号
(第
亢
号
)胆
頁

早
稲
田
大
学
教
授

杉
山

雅
洋

大

分

県

知

事

平
松

守
彦

建

設

経

済

局

事
業
調
査
官
室
調
整
官

富
山
県
企
画
部
計
画
課

副

主

幹

斎
藤

親

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)菊
頁

7
年
12
月
号
(第
錐
号
)第
頁

8
年
2
月
号
(第
ね
号
)3
頁

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)5
頁

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)7
頁

8
年
2
月
号
(第
ね
号
)9
頁

板
倉
信
一
郎

7
年
盟
月
号
(第
鋤
号
)3
頁

向
井

文
雄

7
年
12
月
号
(第
鞘
号
)9
頁

三
遠
南
信
地
域
づ
く
り

o
三
遠
南
信
地
域
の
新
し
還

づ
く
り
と
地
域
づ
く

麟
曜
ト競
艇
皸

黍
嶋
久
好

7
年
蟷
月
号
露

号
髭
頁

同鬮
圓
皿

委

員

会

o
新
し
い
国
土
づ
-
り
を
リ
ー
ド
す
る
西
日
本
中
央

纖鰓
論議
鯛
割

竹
内

功

7
年
乾
月
号
第
等
)加
頁

連
携
軸
の
形
成
に
向
け
て

鳥
取
県
企
画
部
長

○
21
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

新̂
し
い

全
国
統
合
開
発
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
の
概
要
〉

阪
神
･
淡
路
大
震
災

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災

(グ
ラ
ビ
ア
)

国
土
庁
計
画
･
調
整
局
計
画
課

8
年
2
月
号
(第
ね
号
)粥
頁

7
年
4
月
号
(第
錠
号
)口
絵

0
阪
神
"
･
淡
路
大
“鷲
“災
に
よ
る
阪
神
-崗
速
道
路
の
交

薇酬驚縦縞謳舩繃轢
志
二野

幸
‐功

7
年
4
月
号
(第
鋭
号
)
ー
頁

通
規
制
と
開
通
状
況
に
つ
い
て

J
H
臼
本
道
路
公
団
保

『

;
≦

全
交
通
部
保
全
第
二
課

明
石

達
雄

8
年
1
月
号
第̂
"
号
)25
頁

課

長

代

理

首
都
高
速
道
路
公
団
保

全
施
設
部
保
全
技
術
課

阪
神
高
速
道
路
公
団

計
画
部
計
画
第
一
課

阪
神
高
速
道
路
公
団

工
務
部
工
務
第
一
課

節
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

噸趨湯鰯“教聰噸鰡翻
久
川
憲
四
郎

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課

奈
良
県
土
木
部

道
路
維
持
課
長

福
島
県
土
木
部

道
路
維
持
課
長

横
浜
市
道
路
局

道
路
部
管
理
課
長

道
路
法
令
研
究
会

雪
本

雄
彦

仲

裏
史

8
年
1
月
号
(第
"
号
)即
頁

8
年
1
月
号
(第
"
号
)総
頁

章

8
年
1
月
号
(第
"
号
)虹
頁

8
年
1
月
号
(第
"
号
)儀
頁

8
年
1
月
号
(第
"
号
)姫
頁

7
年
5
月
号
(第
硴
号
)3
頁

7
年
5
月
号
(第
鉱
号
)9
頁

津
本

恒
和

7
年
5
月
号
(第
鎚
号
)第
頁

高
野

佳
久

7
年
5
月
号
(第
鉈
号
)総
頁

木
村

潤

7
年
5
月
号
(第
秘
号
)如
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)綿
頁



○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

施
行
に
つ
い
て

(通
達
)

道
路
地
下
利
用
の
現
状
と
展
望

○
道
路
の
地
下
利
用
に
つ
い
て

○
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
推
進

0
共
同
溝
の
整
備

道
路
法
令
研
究
会

道
路
局
路
政
課

道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
道
路
環
境
課

情
報
シ
ス
テ
ム
係
長

道
路
局
国
道
課

荻
原

直
彦

7
年
8
月
号
(第
範
号
)髭
頁

8
年
3
月
号
(第
“
号
)3
頁

8
年
3
月
号
(第
残
号
)9
頁

8
年
3
月
号
(第
複
号
)聡
頁

○
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
に
よ
る
渋
滞
対
策

へ
の
取
り
組
み

○
日
本
道
路
公
団
の
渋
滞
対
策

-
渋
滞
ス
ト
レ
ス
解
消
作
戦
ー

○
首
都
高
速
道
路
公
団
の
渋
滞
対
策

○
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
の

実
用
化
に
向
け
て

　
　
　

○
｢道
の
日
｣
(八
月
一
〇
日
)
に
つ
い
て

○
平
成
七
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語

○
平
成
七
年
度

｢道
の
日
｣
記
念

道
の
日
ま
つ
り
鋸

(グ
ラ
ビ
ア
)

○
平
成
七
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
つ
い
て

○
平
成
七
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
行
事

-道
路
関
係
争
皿

○
国
道
四
三
号
訴
訟
最
高
裁
判
決
及
び
西
淀
川
訴
訟

(第
二
次
ー
第
四
次
)第
一
審
判
決
に
つ
い
て

○
都
道
上
に
は
み
出
し
た
自
動
販
売
機
設
置
に
係
る

違
法
確
認
請
求
事
件
の
判
決
内
容

○
最
近
言
渡
さ
れ
た
二
つ
の
行
政
事
件
の
判
決
に
つ

い
て

○
滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線
土
砂
崩
壊
損
害
賠
償
請
求

事
件
の
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て

○
滋
賀
県
道
大
津
信
楽
線
土
砂
崩
落
事
件
控
訴
審
判

決
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
交
通
対
策
課

日
本
道
路
公
団
企
画
部
企
画
課

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部

渋
滞
対
策
事
業
推
進
室

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

道
路
局
道
路
総
務
課

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課局局局局局局局局局局課

道
路
局
道
路
総
務
課

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

7
年
8
月
号
(第
鋭
号
)5
頁

7
年
8
月
号
(第
稀
号
)蛇
頁

7
年
8
月
号
(第
邸
号
)“
頁

7
年
8
月
号
(第
$
号
)卸
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)劫
頁

7
年
8
月
号
(第
鐙
号
)鍔
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)口
絵

7
年
9
月
号
(第
“
号
)“
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)姫
頁

7
年
9
月
号
(第
“
号
)"
頁

○
地
下
埋
設
工
事
に
伴
う
諸
問
題

関
東
地
方
建
設
局
墾
夙

地
下
空
間
の
有
効
活
用
を
安
全
、
安
心
な
も
の
に

鯉
ェ讓
鱗
逼

中
川

誠

8
年
3
月
号
第
“
呂

頁

○
地
下
空
間
を
活
用
し
た
駐
車
場
整
備

○
大
深
度
地
下
利
用
の
検
討
に
つ
い
て

-環
境
と
道
路
の
調
和
一

○
道
路
環
境
施
策
を
め
ぐ
っ
て

○
道
路
環
境
訴
訟
の
判
例
の
紹
介

0
外
か
ん
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

○
商
業
･
業
務
地
に
お
け
る
沿
道
環
境
と
歩
道
整
備

に
つ
い
て

○
一
般
国
道
瑯
号
鬼
首
道
路
エ
コ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

○
建
設
省
等
に
お
け
る
沿
道
環
境
施
策
の
最
近
の
動

向
一大
都
市
圏
の
道
路
｢環
状
と
放
射
二

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
環
状
道
路
整
備
と
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
状
況
の
報
告

○
首
都
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
の
整
備

○
名
古
屋
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
と
放
射
道
路
の
整

備
○
京
阪
神
地
域
を
中
心
と
す
る
道
路
整
備
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
環
境
課

建
設
経
済
局
調
整
課

道
路
局
道
路
環
境
課
環
境
調
査
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

関
東
地
方
建
設
局
道
路

部
道
路
計
画
第
一
課

大
阪
市
建
設
局
土
木
部

交
通
安
全
施
設
課
長

東
北
地
方
建
設
局
道
路

部
道
路
計
画
第
一
課

道
路
局
道
路
環
境
課

建

設

専

門

官

繃路魂
稲
熱

中
川

鎌
倉

宜
文

8
年
3
月
号
(第
“
号
)盤
頁

8
年
3
月
号
(第
“
号
)“
頁

7
年
6
月
号
(第
鎚
号
)5
頁

7
年
6
月
号
(第
錨
号
)祖
頁

7
年
6
月
号
(第
鎚
号
)卸
頁

原

富
一

7
年
6
月
号
(第
“
号
)第
頁

7
年
6
月
号
(第
鎚
号
)蛇
頁

祢
屋

誠

7
年
10
月
号
(第
“
号
)“
頁

雅
之

7
年
7
月
号
(第
“
号
)7
頁

7
年
7
月
号
(第
餌
号
)露
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)れ
頁

7
年
7
月
号
(第
“
号
)“
頁

関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
計
画
調
整
課

中
部
地
方
建
設
局
道
路

部
道
路
計
画
第
二
課

近
畿
地
方
建
設
局
道
路

部
道
路
計
画
第
二
課

穰
酪漣蝸攝麗騎鱗
湯本
俊
明
7
年
m
月
号
(第
“
号
)靴
頁

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

7
年
11
月
号
(第
鎚
号
)50
頁

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

7
年
12
月
号
(第
鶏
号
)鞘
頁

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

8
年
1
月
号
(第
加
号
)即
頁

○
平
成
六
年
度
の
道
路
関
係
の
判
例
紹
介

(そ
の
ご

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

8
年
3
月
号
(第
“
号
)乾
頁



冬
期
の
道
路
管
理

0
冬
期
の
安
全
な
道
路
交
通
確
保

趨鰡
晦火事
細
録
前
佛

和
秀

7
年
u
月
口友
第
鉈
号
)3
頁

防
災
第
二
係
長

日
本
道
路
公
団
像

全
交
通
部
保
全
第
一課

藤
間

秀
之

7
年
11
月
号
(第
邸
号
)8
頁

課

長

代

理

○
高
速
道
路
の
雪
氷
対
策

0
冬
期
路
面
管
理
の
充
実
に
向
け
て

翔翻道籍強
潴
駕譲
中
谷

登

7
年
n
自
愛
第
邱
号
露
頁

0
冬
期
の
道
路
交
通
対
策
に
つ
い
て

蹠詠
塾
筋競
鍬評賜
菅
原
道
治
7
年
u
月
曼
第
“
号
滋
頁

○
冬
期
の
道
路
管
理
･
北
陸
の
現
場
特
性

北
陸
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課

7
年
n
月
号
(第
邸
号
)第
頁

0
冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

鵜
取
掬
訝
木
鸚

丸
岡

耕
平

7
年
11
月
号
第
鯛
号
酒
頁

○
冬
期
の
道
路
管
理
に
関
す
る
裁
判
例

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

7
年
11
月
号
(第
鎚
号
)鋭
頁

　
　
　

○
特
殊
車
両
の
通
行
許
可
制
度
に
つ
い
て

(そ
の
4
)

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
技
術
係

7
年
4
月
号
(第
鋭
号
)“
頁

O
P
H
S
無
線
基
地
局
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ

籟
路
晦
が
政
憲
矢
島

靖

7
年
4
月
号
菊
鎚
号
滋
頁

い
て

○
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命

道
路
法
令
研
究
会

7
年
n
月
号
(第
邸
号
)“
頁

令
の
改
正
に
つ
い
て

○
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命

道
路
法
令
研
究
会

7
年
溜
月
号
(第
鋤
号
)即
頁

令
の
改
正
に
つ
い
て

0
公
共
團用
地
等
の
先
行
"-取
得
は対
策
…に
つ
い
て

鰯
繊維購買蛔洌醒
悪
金
子
清…皆(
7
年
n
月
号
(第
鎚
号
)
“
頁

o
穰

法
施
行
令
の
‐
部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

7
年
#
号
(第
"
詫

頁

○
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
運
用

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

8
年
2
月
号
(第
れ
号
)即
頁

上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

　　
　

の
道
路
管
理
の
実
態
報
告

0
本
3州
"四
囲
=連
絡
堀道
路
に
お
け
る
…管
理
概
籍要
M及
び
)道

林州幽鬮醸鰡繃鉛圏灘
聯諮纏線

7
年
4
月
号
{第
錠
号
)斂
w頁

路
情
報
提
供
施
設
に
つ
い
て

持
企
画
課

②
道
路
管
理
事
務
担
当
者
便
り

○
一
般
国
道
四
六
号

｢仙
岩
道
路
｣
と
仙
岩
ト
ン
ネ

東
北
地
方
建
設
局
道
路
部
路
政
課

7
年
u
月
号
(第
鎚
号
)製
頁

ル
防
災
訓
練

0
道
路
管
理
に
お
け
る
住
民
参
加
に
つ
い
て

嗣棚認爛粃,豚囃せ婉み螂
石
原

昌
虚横

7
年
12
月
号
(第
醇
号
)頴
頁

0
道
路
環
境
問
題
を
中
心
に

繊鰊
蹴筋
醸
緘
騙
勝
又

正
秀

8
年
1
月
号
(第
"
号
)醇
頁

o
痛
児
島
県
道
路
情
報
総
合
,
さ
ま

だ

っ
い

鹿
児
島
県
土
木
部
道
路
維
持
課

8
年
2
月
曼
第
れ
呈
鰓
頁

0
現
場
に
お
け
る
道
路
管
理
の
-
端

鰔難襲繊麗遂麟鱒蝋
上田
誠

8
年
3
月
号
(聽
後
号
)卿
頁

　
　

0
道
路
局
の
組
織
編
成
に
つ
い
て

繭覊[癈椚傷ゞ鬆鰡
憲
大
野

和
也

7
年
4
月
号
(第
錠
号
)"
頁

0
適

の
駅
｣
に
つ
い
て

鰯磧
蠣
鰊
蝋
趨
島
村

喜
一

7
年
4
月
号
(第
撃
涌
頁

○
開
か
れ
た
S
A
･
P
A

道
路
局
高
速
国
道
課

7
年
6
月
号
(第
邸
号
)姫
頁

○
日
本
高
速
通
信
株
式
会
社
の
全
国
エ
リ
ア
展
開
に

日
本
高
速
通
信
株
式
会
社

7
年
6
月
号
(第
“
号
)艶
頁

に
つ
い
て

○
土
砂
災
害
防
止
月
間

土
砂
災
害
防
止
実
行
委
員
会

7
年
6
月
号
(第
鈴
号
)錐
頁

○
平
成
五
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通

7
年
7
月
号
(第
“
号
)娚
頁

管
理
課
企
画
係

○
三
一箇
所
の

｢歴
史
国
道
｣
の
紹
介

道
路
局
国
道
課

7
年
8
月
号
(第
稀
号
)鱒
頁

○
平
成
七
年

国
土
建
設
の
現
況

(建
設
白
書
)
の
概
要

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

7
年
8
月
号
(第
範
号
)“
頁

(そ
の
1
)

○
平
成
七
年

国
土
建
設
の
現
況
(建
設
白
書
)
の
概
要

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

7
年
9
月
号
(第
稀
号
)鋳
頁

(そ
の
2
)

0
平
成
七
年
度

越

路
防
災
週
間
｣
に
つ
い
て

纜
触
胸
中
蛔
録
兼
澤

秀
和

7
年
め
月
号
(第
鰯
)贅

防
災
第

一
係
長

o
九
州
縦
貫
自
動
車
道

人
吉
え

び
の
間
の
開
通

漣禮
端
濃
輻
憲
沓
掛

敏
夫

7
年
m
月
曼
第
g

幼
頁

青
森
か
ら
鹿
児
島

･
宮
崎
が
高
速
道
路
で
直
結

日
本
道
路
公
団

難
破諦
虻絲儲
椴
土
屋

-
郎
…

○
第
二
回
I
T
S
世
界
会
議
鉱
横
浜
の
開
催
報
告

道
路
局
企
画
課

8
年
1
月
号
(第
加
号
)邱
頁

○
一
般
国
道
二
二
九
号

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故

8
年
3
月
号
(第
“
号
)ロ
絵

○
一
般
国
道
二
二
九
号

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故

(グ
ラ
ビ
ア
)



○
｢道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
(総
理
府
)
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課

8
年
3
月
号
(第
“
号
)鮑
頁

｢道
と
文
化
｣
シ
リ
ー
ズ
･
あ
の
道

こ
の
道

の
｢道
と
文
化
｣
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○
い
つ
で
も
人
と
出
会
う
準
備
が
あ
れ
ば
道
は
す
ぐ

で
き
る
!

②
シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道

○
中
山
道
を
自
然
と
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
道
に

○
会
津
の
道
を
訪
ね
て

0
時
を
超
え
た
道
づ
く
り

へ大
久
保
道
路
〉

○
東
海
道
の
脇
住
還
姫
街
道

○
沖
縄
の
道
の
う
つ
り
か
わ
り

○
｢住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
｣
へ
の
道
づ
く
リ

ー
神
話
街
道

(
一
般
国
道
二
一
八
号
)
-
･

0
秋
田
の
み
ち

羽
後
の
み
ち

○
北
陸
道

『倶
利
伽
羅
峠
』
を
訪
ね
て

○
大
阪
旧
街
道
め
ぐ
り

○
三

頭
越

○
統
計
資
料
の
指
標
か
ら
み
る
、
浜
田
自
動
車
道
建
設

の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
一
考
察

○
東
京
道
路
案
内

○
洋
上
国
道
五
八
号

○
伊
予
の
道
事
古
道
か
ら
の
旅
立
ち
-
･

○
歴
史
が
通
っ
た
防
長
路

○
信
仰
の
道
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
道
へ

○
や
す
ら
ぎ
･
豊
か
さ
･
創
造
･
輝
く

“あ
お
も
り
“

の
道

0
鈴
木
山
脈
の
峠
越
え

0
｢筑
紫
の
国
｣
い
ま
む
か
し

鰤
緋
旧凄も
鰍
眺
友
添

和
彦

8
年
3
月
号
第
“
号
湧
頁

僻
徊れハも汁
承
綬
刊
脚
ま
砿
硯
7
年
8
月
号
(窮
裔
呈
斜
頁

協
枉
齦
鰍
篇
雨
宮

恒
夫
^

7
年
4
月
号
(第
鋭
号
)域
“頁

讓
操趾牀諦離
鰊
-菅
野

光
男

7
年
4
月
号
(第
鋭
号
)“
頁

四
国
地
方
建
設
局
道
路
都
路
政
課

?
年
5
月
号
(第
鏡
号
)韓
頁

静
岡
県
土
木
部
道
路
維
持
課

7
年
5
月
号
(第
鉈
号
)“
頁

沖
縄
県
土
木
建
築
部
道
路
維
持
課

7
年
6
月
号
(第
鎚
号
)篤
頁

宮
崎
県
土
木
部
道
路
保
全
課

7
年
6
月
号
(第
“
号
)"
頁

秋
田
県
土
木
部
道
路
建
設
課

7
年
7
月
号
(第
“
号
)"
頁

富
山
県
土
木
部
道
路
課

7
年
8
月
号
(第
琉
号
)“
頁

大
阪
府
上
木
部
道
路
課

7
年
8
月
号
(第
篤
号
)“
頁

醗
糊
鰊
鉱
鮴
郎
鎌
田

正
昭

7
年
9
月
号
(第
“
号
)
雛
頁

島
根
県
土
木
部
道
路
整
備
課

7
年
10
月
号
(第
鋼
号
)騎
頁

島
根
県
土
木
部
道
路
建
設
課

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
路
放
課

7
年
10
月
号
(第
“
号
)篤
頁

鰯絢霜綱鰓執稲靜鰤
東

英
雄

7
年
u
月
号
(第
鎚
号
)“
一頁

愛
媛
県
土
木
部
道
路
局
道
路
維
持
課

7
年
11
月
号
(第
邸
号
)“
頁

山
臼
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

7
年
12
月
号
(第
御
号
)④
頁

長
野
県
土
木
部
道
路
建
設
課

7
年
12
月
号
(第
館
号
)“
頁

青
森
県
土
木
部
道
路
維
持
課

8
年
1
月
号
(第
夘
号
)“
頁

箙
纐
纈
粃
鮴
跡
堀
田

晃
~
8
年
2
月
号
(第
ね
号
)
邱
頁




